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議案番号 部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

議案第92号 行政経営 7～10
吹田市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例（案）の対
象として電子化を進めていく主な手続等

益 田

議案第93号 児 童 11
吹田市立こども発達支援センター条例の一部改正の骨子案に対する
提出意見と市の考え方について

梶 川

議案第94号 健康医療 13～16
令和５年度（2023年度）第２回吹田市国民健康保険運営協議会会議
資料及び会議録（抜粋）

梶 川

議案第94号 健康医療 17～77 第１７回大阪府国民健康保険運営協議会会議資料 梶 川

議案第94号 健康医療 78～91 大阪府国民健康保険運営方針 梶 川

議案第94号 健康医療 92～134 市民及び議員の意見、発言等 梶 川

議案第94号 健康医療 135 大阪府内市町村における条例改正の照会状況 梶 川

議案第94号 健康医療 136 吹田市減免基準と大阪府統一減免基準比較 山 根

議案第97号 土 木 137
ＪＲ吹田駅周辺の自転車駐車場の利用状況が分かる資料（過去５
年）

柿 原

議案第97号 土 木 138～139 ＪＲ吹田駅周辺の自転車駐車場の場所を図示した資料 柿 原

議案第98号 学校教育 141～165
山田第五小学校に係る学校規模適正化説明会 議事概要
（山五小学校の児童の保護者）

五 十 川

議案第98号 学校教育 166～183
山五地区に係る学校規模適正化説明会 議事概要
（山田第五小学校区の未就学児の保護者）

五 十 川

議案第98号 学校教育 184～187
山田第五小学校に係る学校規模適正化説明会 議事概要
（山三小学校の児童の保護者）

五 十 川

議案第98号 学校教育 188～190
山五地区に係る学校規模適正化説明会 議事概要
（山田第三小学校区の未就学児の保護者）

五 十 川

議案第98号 学校教育 191～197
山五地区に係る学校規模適正化説明会 議事概要
（山田第五小学校区の未就学児の保護者）

五 十 川

議案第98号 学校教育 198～225
山田第五小学校に係る学校規模適正化説明会　議事概要
（山五小学校の児童の保護者）

五 十 川

議案第98号 学校教育 226～229
山田第五小学校に係る学校規模適正化説明会 議事概要
（山三小学校の児童の保護者）

五 十 川

議案第98号 学校教育 230～262
山田第五小学校に係る学校規模適正化説明会　議事概要
（山五小学校区の児童・未就学児の保護者）

五 十 川

議案第98号 学校教育 263～286
山田第五小学校に係る学校規模適正化説明会　議事概要
（山五地区の地域諸団体）

五 十 川

議案第98号 学校教育 287～294
山田第五小学校に係る学校規模適正化説明会　議事概要
（山三地区の地域諸団体）

五 十 川

議案第98号 学校教育 295～330
説明会配付資料（令和５年（2023年）９月９日、１０日、１６日、
２３日）学校規模適正化（第２期）について（山田第五小学校区）

五 十 川

議案第98号 学校教育 331～375
説明会配付資料（令和５年（2023年）１０月１４日）第３回学校規
模適正化（第２期）説明会

五 十 川

議案第98号 学校教育 376～379
説明会配付資料（令和５年（2023 年）９月９日、１６日）山田第
五小学校における学校規模適正化に伴う留守家庭児童育成室の方向
性について

五 十 川

議案第98号 学校教育 380～382
説明会配付資料（令和５年（2023年）１０月１４日）第３回学校規
模適正化（第２期）説明会（留守家庭児童育成室）

五 十 川

議案第98号 学校教育 383～408
説明会配付資料（令和５年（2023年）９月９日、１５日）学校規模
適正化（第２期）について（山田第五小学校区）〈抜粋版〉

五 十 川

議案第98号 学校教育 409～410
山田第五小学校児童の保護者の皆様へ
山田第五小学校における学校規模適正化について（お知らせ）

五 十 川

議案第98号 学校教育 411～412
山田第五小学校区の未就学児の保護者の皆様へ
山田第五小学校における学校規模適正化について（お知らせ）

五 十 川

議案第98号 学校教育 413～414
山田第三小学校児童の保護者の皆様へ
山田第五小学校における学校規模適正化について（お知らせ）

五 十 川

議案第98号 学校教育 415～416
山田第三小学校区の未就学児の保護者の皆様へ
山田第五小学校における学校規模適正化について（お知らせ）

五 十 川

議案第98号 学校教育 417～418

山田第五小学校児童の保護者の皆様へ
山田第五小学校区の未就学児の保護者の皆様へ
山田第五小学校の学校規模適正化に係る説明会の開催について（お
知らせ）

五 十 川

議案第98号 学校教育 419
山五留守家庭児童育成室どろんこ学級の保護者の皆様へ
山田第五小学校における学校規模適正化に伴う留守家庭児童育成室
の方向性について（お知らせ）

五 十 川

議案第98号 学校教育 420
山五留守家庭児童育成室どろんこ学級の保護者の皆様へ
山田第五小学校の学校規模適正化に係る説明会（留守家庭児童育成
室）の開催について（お知らせ）

五 十 川

要求委員名



議案番号 部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名 要求委員名

議案第98号 学校教育 421
山三地区地域諸団体役員各位
山田第五小学校における学校規模適正化に係る各地域諸団体向け説
明会の開催について（御案内）

五 十 川

議案第98号 学校教育 422～428
吹田市立学校条例の一部改正の骨子案に対する提出意見と市の考え
方について

五 十 川

議案第98号 学校教育 429～442
吹田市立学校条例の一部改正の骨子案に対する提出意見（その他に
該当するもの）

五 十 川

議案第98号 学校教育 443
吹田市留守家庭児童育成室条例の一部改正の骨子案に対する提出意
見と市の考え方について

五 十 川

議案第98号 学校教育 444～469
山田第五小学校の学校規模適正化に関するアンケート結果（山五小
保護者分）(令和４年５月１７日～令和４年６月１５日実施)

五 十 川

議案第98号 学校教育 470～473 嘆願書 五 十 川 玉 井

議案第98号 学校教育 474～475
学校規模適正化（第２期:山田第五小学校区）に関する陳情書
（９月１３日提出分）

五 十 川 玉 井

議案第98号 学校教育 476～503
学校規模適正化（第二期:山田第五小学校区）に関する陳情書
（１０月２５日提出分）

五 十 川 玉 井

議案第98号 学校教育 504～507
学校規模適正化（第２期:山田第五小学校区）に関する陳情書
（１１月２７日提出分）

五 十 川 玉 井

議案第98号 学校教育 508～516 校区別住民人口（年齢別）一覧（令和５年４月末時点） 五 十 川

議案第98号 学校教育 517～523 山田第五小学校における学校規模適正化に係る市長発言内容 五 十 川

議案第98号 学校教育 524～529
令和５年度８月定例教育員会会議の議事録における学校規模適正化
に関連する部分等

五 十 川

議案第98号 学校教育 530～547
令和５年度１０月臨時教育委員会会議の議事録における学校規模適
正化に関連する部分等

五 十 川

議案第98号 学校教育 548～550
令和５年度第１回吹田市総合教育会議の議事録における学校規模適
正化に関する部分等

五 十 川

議案第98号 学校教育 551～552 山田第五小学校及び近隣小学校の児童数推計 五 十 川

議案第98号 学校教育 553 山田南、山田市場の世帯数の推移 五 十 川

議案第98号 学校教育 554 山五育成室及び山三育成室の実施状況の比較 五 十 川

議案第98号 学校教育 555～556
学校規模適正化に係る説明会 議事概要
（山田第五小学校PTA役員、山田中学校PTA役員、山五地区自治会役
員）

五 十 川

議案第98号 学校教育 557～641 吹田市立学校条例の一部改正の骨子案に対する提出意見（全文） 玉 井

議案第98号 学校教育 642～646
吹田市留守家庭児童育成室条例の一部改正の骨子案に対する提出意
見（全文）

玉 井

議案第98号 学校教育 647～652
山田第五小学校保護者を対象としたアンケートにおいて提出された
意見の詳細

澤 田

議案第100号 消 防 653 各消防署等の職員及び主力車両の配置状況 益 田

議案第100号 消 防 654 各消防施設における女性専用エリアの整備状況 益 田

議案第102号 福 祉 655～656
ここに至るまでの協議や説明会開催などの経過が時系列で分かる資
料

梶 川

議案第102号 福 祉 657 当事者や関係団体の意見や発言等を取りまとめた資料 梶 川

議案第102号 福 祉 658～661 市民や議員の意見や発言等を取りまとめた資料 梶 川

議案第102号 福 祉 662～665 第７期吹田市障がい福祉計画における主な取組一覧 梶 川

議案第102号 福 祉 666～670 Ｒ元年度～Ｒ５年度　吹田市自立支援協議会当事者会　予定表 梶 川

議案第102号 福 祉 671～682
障がい者福祉年金支給条例の廃止について、市から発言のあった、
吹田市地域自立支援協議会及び吹田市社会福祉審議会障がい者施策
推進専門部会の議事録

山 根

議案第102号 福 祉 683
平成24年の行政の維新プロジェクトによる障がい福祉年金見直しの
内容が分かる資料

山 根

議案第102号 福 祉 684 令和５年６月当事者会定例会　議事録抜粋 山 根

議案第102号 福 祉 685～686
吹田市障がい者福祉年金支給条例の廃止を決定するに至った経過が
分かる資料

塩 見



議案番号 部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名 要求委員名

議案第102号 福 祉 687～688
吹田市障がい者福祉年金支給条例の廃止について討議した政策会議
の議事録

塩 見

議案第102号 福 祉 689 大阪府内で同じような年金支給条例を廃止した時期の一覧 白 石

議案第111号 都市魅力 691～692 吹田市民プールにおける現指定管理者から市への報告等について 五 十 川

議案第111号 都市魅力 693～758 事業計画書 玉 井

議案第111号 都市魅力 759～768 顛末書（10月23日） 玉 井

議案第111号 都市魅力 769～779 顛末書（12月5日） 玉 井

議案第111号 都市魅力 780 吹田市民プール指定管理者に関する誓約書 玉 井

議案第111号 都市魅力 781 吹田市民プール管理運営業務について 玉 井

議案第117号 行政経営 783 近隣市における過去５年間の経常収支比率の状況 浜 川





(1) 

議案第９２号参考資料 

行政経営部情報政策室 

 

吹田市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例（案）の対象として電子化を 

進めていく主な手続等 

（令和５年（2023年）８月３０日時点） 

 手続等名 条例等名 

1 市たばこ税の申告・修正申告 吹田市市税条例 

2 固定資産税等の納税に関する届出書 吹田市市税条例 

3 納税管理人申告書 吹田市市税条例 

4 事業所税減免申請 吹田市市税条例施行規則 

5 事業報告書等の提出 大阪府特定非営利活動促進法施行条例 

6 特定非営利活動法人定款変更届出書 大阪府特定非営利活動促進法施行条例 

7 特定非営利活動法人解散認定申請書 大阪府特定非営利活動促進法施行細則 

8 
特定非営利活動法人残余財産譲渡認

証申請書 
大阪府特定非営利活動促進法施行細則 

9 
特定非営利活動法人設立・合併登記

完了届出書 
大阪府特定非営利活動促進法施行細則 

10 
特定非営利活動法人役員変更等届出

書 
大阪府特定非営利活動促進法施行細則 

11 補正書 大阪府特定非営利活動促進法施行細則 

12 子ども医療証交付申請 
吹田市子どもの医療費の助成に関する条例施

行規則 

13 子ども医療費受給資格変更の届出 
吹田市子どもの医療費の助成に関する条例施

行規則 

14 保健会館施設使用許可申請 吹田市立保健会館条例施行規則 

15 保健センター施設使用許可申請 吹田市立保健センター条例施行規則 
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(2) 

 手続等名 条例等名 

16 
大阪府生活環境の保全等に関する条

例に係る届出等 

・大阪府生活環境の保全等に関する条例 

・大阪府生活環境の保全等に関する条例施行規

則 

17 

吹田市遺伝子組換え施設等、病原体

等取扱施設及び放射性同位元素取扱

施設に係る市民の安心安全の確保に

関する条例に基づく届出 

・吹田市遺伝子組換え施設等、病原体等取扱施

設及び放射性同位元素取扱施設に係る市民の

安心安全の確保に関する条例 

・吹田市遺伝子組換え施設等、病原体等取扱施

設及び放射性同位元素取扱施設に係る市民の

安心安全の確保に関する条例施行規則 

18 
吹田市生活環境の保全等に関する条

例に基づく届出 

・吹田市環境の保全等に関する条例 

・吹田市環境の保全等に関する条例施行規則 

19 風致地区内行為許可申請 

・大阪府風致地区内における建築等の規制に関

する条例施行規則 

・吹田市風致地区内における建築等の規制に関

する条例施行規則 

20 風致地区内行為変更許可申請 

・大阪府風致地区内における建築等の規制に関

する条例施行規則 

・吹田市風致地区内における建築等の規制に関

する条例施行規則 

21 建築基準法に基づく許可申請 吹田市建築基準法施行細則 

22 
建築基準法に基づく道路位置の指定

等 
吹田市建築基準法施行細則 

23 建築基準法に基づく認定申請 吹田市建築基準法施行細則 

24 承継承認申請 吹田市営住宅条例施行規則 

25 市営住宅模様替え申請 吹田市営住宅条例施行規則 
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(3) 

 手続等名 条例等名 

26 市営住宅の返還の届出 吹田市営住宅条例施行規則 

27 収入申告書の提出 吹田市営住宅条例施行規則 

28 収入認定額に対する意見申立て 吹田市営住宅条例施行規則 

29 駐車場使用許可申請 吹田市営住宅条例施行規則 

30 同居承認申請 吹田市営住宅条例施行規則 

31 家賃減免申請 吹田市営住宅条例施行規則 

32 普通財産の売払い（一般競争入札） 吹田市公有財産規則 

33 普通財産の売払い（随意契約） 吹田市公有財産規則 

34 普通財産の貸付け（一般競争入札） 吹田市公有財産規則 

35 普通財産の貸付け（随意契約） 吹田市公有財産規則 

36 留守家庭児童育成室入室許可申請 吹田市留守家庭児童育成室条例施行規則 

37 
留守家庭児童育成室の延長保育中

止・変更申請 
吹田市留守家庭児童育成室条例施行規則 

38 
留守家庭児童育成室保育料の減免申

請 
吹田市留守家庭児童育成室条例施行規則 

39 開示請求の手続 吹田市議会個人情報保護条例 

40 訂正請求の手続 吹田市議会個人情報保護条例 

41 利用停止請求の手続 吹田市議会個人情報保護条例 

42 委員会報告書の提出 吹田市議会会議規則 

43 委員の派遣の手続 吹田市議会会議規則 

44 欠席の届出 吹田市議会会議規則 

45 資格決定の要求 吹田市議会会議規則 

46 少数意見報告書の提出 吹田市議会会議規則 

47 請願文書表の配布等 吹田市議会会議規則 

 9 



(4) 

 手続等名 条例等名 

48 懲罰動議の提出 吹田市議会会議規則 

49 答弁書の配布 吹田市議会会議規則 

50 発言通告書の提出 吹田市議会会議規則 

51 交付の申請等 
吹田市議会政務活動費の交付に関する条例施

行規則 
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1　提出期間　　令和5年（2023年）9月1日（金曜日）～令和5年（2023年）10月2日（月曜日）

2　意見提出数　　4件（1通）

3　提出意見と市の考え方　　下表のとおり

1

2

3

4

保護者・家族の支援に関わる項目の設定
発達支援事業所の対象となる保護者・家族の中には、杉
の子やわかたけの保護者のように毎日通園して親同士支
え合う組織がなく、孤立した状態での利用が予測され
る。地域支援センターにいつでも相談・支援を求めるこ
とができる組織を組み込んでおくことが望ましいのでは
ないかと考える。相談支援には、法の利用計画作成だけ
でなく、場合によってはオンブズマン的な機能も果たす
組織が望まれる。

現在、療育を必要とする児童及びそ
の保護者の相互交流を図ることを目
的として、こども発達支援センター
内に多目的室と保護者活動室を設置
し、無償で利用していただいていま
す（条例第１８条、第２３条）。
また、地域支援センターでは、一般
相談を随時受け付け、必要に応じて
ペアレント・トレーニング等の保護
者支援につなげています。今後も、
保護者からの御相談等があれば、必
要な支援を行ってまいります。

センターの相談支援業務の強化等、センターが実施する
多様な事業との連携に関わる項目の設定
児童発達支援事業所との契約に不可欠な相談支援事業の
機能は不十分な実態がある。相談支援専門員によると、
保護者が利用計画を希望していても、相談支援事業所の
対応の枠を超えており、必要な時に即応する体制がな
い。契約成立に至る見通しがもてず、もっとも不安の高
い時期の保護者への対応が求められる。中には発達支援
の利用ニーズの判断が必要な児童もおり、相談支援の拡
充や利用計画の不要なバンビ親子の拡大・整備の検討も
急がれる。

現行条例第５条第２項第１号に記載
している相談支援の現状につきまし
ては、ご指摘いただいた内容を含め
て様々な課題があると認識しており
ますので、保護者支援の強化に繋が
る施策について検討していく必要が
あると考えています。

児童部こども発達支援センター地域支援センター

議案第９３号参考資料

吹田市立こども発達支援センター条例の一部改正の骨子案に対する提出意見と市の考え方について

 　　提　出　意　見　 市　の　考　え　方　

児童発達支援事業所の今後の目標として
今回対象となる発達支援事業所は、本来的に健診等を行
う保健所、併用での利用や進路先、紹介先としての公私
の保育園・幼稚園・こども園等、さらに医療機関や学校
など、多くの関係機関との連携を積み上げていくことが
必要。

改正後の児童福祉法第４３条におい
て、児童発達支援センターは「障害
児の家族、指定障害児通所支援事業
者その他の関係者に対し、相談、専
門的な助言その他の必要な援助を行
う」とされました。
様々な関係機関に対し、相談、専門
的な助言その他の必要な援助を行う
ためには、関係機関との緊密な連携
が前提になると考えています。
吹田市立こども発達支援センター
は、児童福祉法第４３条が規定する
児童発達支援センターに該当します
ので、関係機関との連携を行いなが
ら療育の推進に向けた施策を実施し
てまいります。

地域支援センターの実施方針として
最近の地域支援センターの業務の実施について、保育園
の巡回相談の変更、保健所の実施する乳幼児健診からの
心理職員の大幅な引き上げなど、重要な施策の変更が行
われている。他組織が実施主体である事業の変更につい
て、当該組織との十分な合意なく性急に進めることは、
今後システムの混乱が懸念され、具体的な影響が児童・
保護者に及ぶ可能性は否定できない。児童の権利保障に
は関係機関のネットワークは不可欠であり、地域支援セ
ンターの機関としてのあるべき位置、目的から考える
と、機関連携のモデルとしての行政が求められる。一般
的な機関連携の推進というより自己拘束的な行政の方針
としても関係機関との連携が必要。センターとしての基
本的な資質には、ネットワークにおける対等平等・相互
信頼は欠かせない。この意味では、今回の事業に限られ
たことではなく、条例上の扱いは検討が必要。発達支援
センター条例自体の課題でもある。

1
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根
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国
民
健
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法
律
第

19
2
号
）
第
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■
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）
 

■
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1
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後
、
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ど
に
必
要
に
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じ
て
見
直
し
）
 

 

❶
 
保
険
財
政
の
安
定
的
運
営
 

１
 
国
保
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療
に
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す
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通
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填
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図
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ど
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あ
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図
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府
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政
安
定
化
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の

 

財
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調
整
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能
の
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用
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に
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の
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正
な
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・
収
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率
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図
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標
収
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率
の
設
定

 

・目
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収
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率
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に
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け
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の
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法
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果
的
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と
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２
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築
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的
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め
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つ
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○
 被

保
険
者
間
の
受
益
と
負
担
の
公
平
性
の
確
保

 

○
 被

保
険
者
の
負
担
軽
減
、
持
続
可
能
な
国
保
運
営
の
実
現
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安
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は
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全
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国
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営
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43
市
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阪
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し
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策
定
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。
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(5) 

 

 

 

 

Ⅰ 基本的事項 

 

１ 策定の目的 

国民健康保険制度は、被用者保険に加入する者等を除くすべての者を被保険者とする公的医療保

険制度であり、国民皆保険制度の中核として重要な役割を果たしてきた。 

しかし、国民健康保険制度の現状においては、高齢化の進展、被保険者の低所得化とともに、医

療費の増嵩、保険料収納率の低迷など、構造的な課題を抱え、厳しい財政状況となっている。 

こうした中、第 189回通常国会において成立した持続可能な医療保険制度を構築するための国民

健康保険法等の一部を改正する法律（平成 27 年法律第 31 号）により、平成 30 年度から、都道府

県が、市町村とともに国民健康保険の運営を担い、国民健康保険の財政運営の責任主体として、安

定的な財政運営や効率的な事業の確保などの事業運営において中心的な役割を担うことにより、国

民健康保険制度の安定化を図ることとされた。 

この大阪府国民健康保険運営方針（以下「運営方針」という。）は、府と市町村の適切な役割分

担の下、持続可能な国民健康保険制度の構築をめざし、国民健康保険の安定的な財政運営並びに府

内市町村の国民健康保険事業の広域化及び効率化を推進するための統一的な方針として策定する

ものである。 

 

２ 策定の根拠規定 

国民健康保険法（昭和 33年法律第 192号。以下「国保法」という。）第 82条の２ 

 

３ 策定年月日 

令和２年 12月 23日 

 

４ 対象期間 

令和３年４月１日から令和６年３月 31日の３年間 

 

５ 運営方針の進行管理及び検証・見直し 

   府は、引き続き、国民健康保険財政の安定的な運営や、市町村が担う事業の広域的・効率的な運

営に向けた取組の継続的な改善、都道府県単位化の趣旨の深化を図る観点から、財政運営及び運営

方針に基づく取組の状況について「見える化」を図り、運営方針の進行管理を行う。 

また、府・代表市町村等で構成する大阪府・市町村国民健康保険広域化調整会議（同会議の下の

ワーキング・グループを含む。以下「調整会議」という。）において、定期的に運営状況を把握・

分析、評価を行うことで検証し、その結果に基づいて、大阪府国民健康保険運営協議会の意見を聴

きながら、運営方針の必要な見直しを行う。 
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(6) 

 

 

Ⅱ 府における国民健康保険制度の運営に関する基本的な考え方 

 

１ 基本的な考え方 

 （１）市町村国保が抱える構造的な課題 

我が国は、国民皆保険制度の下、誰もが安心して医療を受けられる医療制度を実現し、世界最

高レベルの平均寿命と保健医療水準を達成してきた。 

とりわけ、国民健康保険は、被用者保険の被保険者等を除いたすべての住民が加入する国民皆

保険制度の中核として、重要な役割を果たしてきた。しかしながら、国民健康保険は、被用者保

険と比べて年齢構成が高く、加入者が減少していく中で、一人当たりの医療に係る支出は増え続

けていく一方で、加入者の所得水準は相対的に低いという構造的な課題を抱えており、厳しい財

政状況が続いている。 

国民の安全・安心な暮らしを保障していくためには、現行の社会保険方式による国民皆保険を

堅持することが重要であり、国民健康保険制度改革にいたったものである。 

 

 （２）基本認識 

社会保険制度としての国民健康保険制度は、国民皆保険を支えるナショナル・ミニマムであ

り、その権限・財源・責任については、国が一元的に担うことが本来の姿である。 

将来にわたり国民皆保険を堅持していくために、国に対し、各医療保険制度間での保険料負担

率等の格差を是正し、被用者保険を含む医療保険制度の一本化を求めていく上で、制度改革は、

安定的かつ持続可能な医療保険制度の構築に向けた通過点であると考える。 

 

 （３）視点 

平成 30年度からの市町村国保制度においては、「大阪府で一つの国保」として、被保険者の資

格管理が府域単位に変更されるとともに、財政面では、府が財政運営の責任主体となり、府内市

町村の被保険者に係る必要な医療給付費を府内全体で賄うことで、保険財政の安定的運営を可

能としたものである。府が財政運営の責任主体となることにより、社会保険制度における相互扶

助の精神の下で、これまでの市町村における被保険者相互の支え合いの仕組みに、市町村相互の

支え合いの仕組みが加わり、府内全体で負担を分かち合うこととなった。 

このような仕組みを勘案すれば、府内のどこに住んでいても、同じ所得・同じ世帯構成であれ

ば同じ保険料額となるよう、府内全体で被保険者間の受益と負担の公平化を図るべきであると

考える。 

一方、府においても、令和元年時点の高齢化率（65歳以上人口割合）は 27.6％に達しており、

今後も高齢化が進むことが見込まれる。65 歳以上の医療費は年々増加していることからも、将

来的な医療費の増加は避けられないと考えられる。 

そこで、医療保険制度全体を持続可能なものとし、生命と健康に対する府民の安心を確保する

ためには、必要な医療を確保しながら医療費の適正化を図ることが重要であり、予防・健康づく

りの取組を着実に進めていくことが求められる。 
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(7) 

 

 

こうした考え方の下、「被保険者間の受益と負担の公平性の確保」と「予防・健康づくり、医

療費適正化取組の推進」の二本柱を中心として新制度を円滑に推進するとともに、「保険財政の

安定的運営」「事業運営の広域化・効率化」に向けた取組を進めることで、持続可能な制度をめ

ざすものである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 府内統一基準の設定 

上記１の基本的な考え方に基づき、次の項目についての「府内統一基準」を定める。 

 （１）保険料関係 

① 保険料・保険税の区分 

② 賦課方式 

③ 賦課割合 

④ 賦課限度額 

⑤ 保険料率 

⑥ 保険料の減免基準 

⑦ 保険料の仮算定の有無、本算定時期、納期数 

 （２）保険料関係以外 

① 一部負担金の減免基準 

② 出産育児一時金の額 

③ 葬祭費の額 

④ 被保険者証（通常証）の様式、更新時期、有効期間 

⑤ 保健事業（予防・健康づくり、医療費適正化に関する取組）（共通基準） 

⑥ 精神・結核医療給付 

 

３ 統一時期 

   平成 30年４月１日 

ただし、出産育児一時金の額、葬祭費の額、被保険者証の様式等（平成 30年以降の更新分）、保 

健事業（共通基準に係るもの）及び精神・結核医療給付以外の項目については、激変緩和・経過措 

置を設けるものとする。 

基
本
認
識 

○社会保険制度としての国保は、国民皆保険を支える

ナショナル・ミニマムであり、権限・財源・責任を

国において一元的に担うことが本来の姿 

○今回の改革は、安定的かつ持続可能な医療保険制度

の構築に向けた通過点 

 

   

視 

点 

「大阪府で一つの国保」の考え方の下、 

○被保険者間の受益と負担の公平性の確保 

○予防・健康づくり、医療費適正化取組の推進 

○保険財政の安定的運営 

○事業運営の広域化・効率化 

 

 

 

オール大阪で 
広域化 

持続可能な 
制度の構築 
広域化 
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(8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 国民健康保険の医療に要する費用及び財政の見通し 

 

１ 医療費の動向と将来の見通し 

（１）府の人口 

総務省人口推計によると、府の総人口は、令和元年 10月１日現在で約 880万９千人、65歳以

上の高齢者人口は約 243万４千人となっている。 

府の高齢化率（65歳以上の人口）は、令和元年 10月 1日現在では 27.6％と、全国の高齢化率

28.4％と比べると 0.8 ポイント低いものの、いわゆる団塊の世代が後期高齢者となる令和７年

（2025年）には 65歳以上の高齢者が約 242万８千人（28.5％）に、また、高齢者人口がピーク

とされる令和 22年（2040年）には約 265万３千人（34.7％）になると推計されており、今後も

高齢化が進行する見込みの下、将来的に医療ニーズのさらなる増加が見込まれる。 

また、令和元年の 70 歳以上人口は、約 187 万９千人（21.3％）であり、令和７年（2025 年）

には約 199万人（23.3％）、令和 22年（2040年）には約 199万５千人（26.1％）と見込まれる。 

 

図１ 府の高齢者数・高齢化率の推移 

出典：総務省 人口推計、国立社会保障・人口問題研究所 将来推計人口 

 

（２）市町村国保の概要 

  ① 保険者数、世帯数及び被保険者数 

  府内市町村国保の保険者数は 43で、被保険者数の規模別にみた内訳は表１のとおりである。 

  表２のとおり、国保加入世帯数は、平成 30 年度の年間平均で、約 129 万６千世帯であり、

平成 29年度より 3.0％減少している。 

  また、被保険者数は、平成 30年度の年間平均で約 202万人であり、平成 29年度より 4.6％

減少した。 
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(9) 

 

 

 

表１ 府内市町村国保の保険者数（被保険者数規模別、令和２年３月末現在） 

 被保険者数規模 

保険 
者数 

３千人未満 
３千人以上 
５千人未満 

５千人以上 
１万人未満 

１万人以上 
５万人未満 

５万人以上 
10万人未満 

10万人以上 
20万人未満 

20万人以上 

２ ５ ３ 23 ７ ２ １ 

（府健康医療部健康推進室国民健康保険課調査） 

   

表２ 府内市町村国保の加入世帯数及び被保険者数（年間平均） 

 

 

 

（府健康医療部健康推進室国民健康保険課調査） 

 

  ② 被保険者の年齢構成状況 

 表３のとおり、令和元年 10月１日現在における 75歳未満の府人口は約 754万６千人で、 

それに対する市町村国保の被保険者数は約 193万６千人と、府人口の 25.7％が国保に加入し 

ていることになる。年齢階層別（５歳階層別）にみると、65歳以上の国保加入率が特に高く 

なっている。 

また、図２のとおり、65 歳から 74 歳までの被保険者が国保全体に占める割合は、平成 25

年の 33.6％から平成 30 年には 39.7％に上昇しており、全国の高齢化率を上回るペースで高

齢化が進行している。 
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(10) 

 

 

 

図２ 府内市町村国保における 65歳以上被保険者の占める割合の推移（各年９月末現在） 

（府健康医療部健康推進室国民健康保険課調査） 

 

（３）医療費の動向 

図３のとおり、平成 30年度の市町村国保における医療費総額は約 7,560億３千万円で、前年

度と比較して、約 253億４千万円、3.2％の減少となった。また、一人当たり医療費は約 37万４

千円で、前年度に比べ約５千円、1.3％増加した（図６－１）。 

年齢階級別にみると、平成 30年度は、65歳未満がおよそ 2,976億９千万円（39.4％）、65歳

以上が約 4,583億３千万円（60.6％）となっている（表４、図４）。また、図５のとおり、65歳

以上の医療費は、平成 27 年度までは上昇していたが、平成 28 年度からは被保険者数の推移と

同様に減少に転じている。 

５歳ごとの年齢階級別では、一人当たり医療費が最も低いのは 20～24 歳で 85,392 円、最も

高いのは 70～74歳で 632,279円となっており、約 7.4倍の格差が生じている（図６－２）。 

府の医科主要疾病別医療費の特徴として、図７のとおり、市町村国保の入院外医療費は、外来

治療できる疾患で患者数の多い疾患を含む筋骨格系疾患、高血圧・動脈硬化症、脂質異常・内分

泌疾患、糖尿病と、一人当たり医療費が高い疾患を含む悪性新生物、筋骨格系疾患、腎不全、糖

尿病の割合が大きい。入院医療費は、図８のとおり、入院治療が必要な疾患で手術等の外科的治

療が必要な疾患を含む悪性新生物、心疾患、筋骨格系疾患と、高額な治療薬を使用する疾患を含

む悪性新生物、心疾患の割合が大きい。また、悪性新生物、心疾患に次いで、精神・神経科が多

いという特徴がある。 
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(11) 

  

 

図３ 府内市町村国保における医療費総額の推移 

 

出典：厚生労働省 医療給付実態調査 

 

表４ 府内市町村国保における年齢階級別医療費（平成 30年度） 

年齢階級 0～4 歳 5～9 歳 10～14 歳 15～19 歳 20～24 歳 25～29 歳 30～34 歳 35～39 歳 

医療費 

（百万円） 
11,029  7,033  6,370  6,283  7,187  9,535  12,580  16,711  

割合 1.5% 0.9% 0.8% 0.8% 1.0% 1.3% 1.7% 2.2% 

年齢階級 40～44 歳 45～49 歳 50～54 歳 55～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70～74 歳 75 歳 

医療費 

（百万円） 
25,032  36,859  40,292  45,643  73,140  182,115  273,621  2,595  

割合 3.3% 4.9% 5.3% 6.0% 9.7% 24.1% 36.2% 0.3% 

 
 

（注）診療年月日を診療年月の月末として年齢を計算しており、75歳の誕生日を迎える月に誕生日前に診療を 
受けた場合には年齢が 75歳となる。 

出典：厚生労働省 医療給付実態調査 

 

図４ 府内市町村国保における年齢階級別医療費割合（平成 30年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省 医療給付実態調査 
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(12) 

 

 

 

図５ 府内市町村国保における 65歳以上医療費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省 医療給付実態調査 

 

図６－１ 府内市町村国保における一人当たり医療費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省 国民健康保険実態調査・医療給付実態調査 

図６－２ 府内市町村国保における年齢階級別一人当たり医療費（平成 30年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：厚生労働省 国民健康保険実態調査・医療給付実態調査 
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(13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 医科主要疾病別 患者数構成・医療費構成（入院外） 

（患者数構成） 

 

（医療費構成） 

   
出典：大阪府国民健康保険団体連合会が集計した令和元年度疾病別医療費分析（中分類）のデータを、国立保健

医療科学院が提供する「自治体における生活習慣病対策のための健診・医療・介護等データ活用」のデー

タベースを活用し、府健康医療部健康推進室国民健康保険課が作成 
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(14) 

 

 

 
図８ 医科主要疾病別 患者数構成・医療費構成（入院） 

（患者数構成） 

 

（医療費構成） 

出典：大阪府国民健康保険団体連合会が集計した令和元年度疾病別医療費分析（中分類）のデータを、国立保健

医療科学院が提供する「自治体における生活習慣病対策のための健診・医療・介護等データ活用」のデー

タベースを活用し、府健康医療部健康推進室国民健康保険課が作成 

 

（４）将来の国民健康保険財政の見通し 

    中長期的に安定的な国保財政を運営していくためには、これまでの医療費の動向を把握し、将

来の国保財政の見通しを示すことが重要である。以下に、いわゆる団塊の世代が後期高齢者とな

る令和７年度（2025年度）までの市町村国保における医療費の見通しを推計する。 
 

① 推計医療費 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

7,831 7,838 7,840 7,837 7,829 7,815 7,796 

（単位：億円） 

② 被保険者一人当たり推計医療費 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

401,016 408,627 416,275 423,949 431,639 439,330 447,009 

（単位：円） 
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健

康
保

険
の

負
担

が
す

ご
く

大
き

い
と

い
う

こ
と

に
対

し
て

は
、
や

っ
ぱ

り
す

ご
く

痛
い

思
い

を
さ

れ
て

い
る

、
苦

し
い

思
い

を
さ

れ
て

い
る

方
は

た
く

さ
ん

お
ら

れ
る

と
。
同

時
に

、
国

民
健

康
保

険
、
法

律
に

は
き

ち
ん

と
社

会
保

障
制

度
と

い
う

位
置

づ
け

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
残

念
な

が
ら

今
の

制
度

改
革

と
い

う
か

、
改

悪
で

す
け

ど
も

、
こ

の
中

で
な

か
な

か
仕

組
み

と
し

て
、
そ

う
い

う
機

能
が

果
た

せ
て

い
な

い
と

い
う

感
じ

が
し

て
い

る
ん

で
す

。
　
そ

う
い

う
中

で
、
い

よ
い

よ
１
年

後
で

す
か

、
広

域
化

と
い

う
こ

と
に

な
る

ん
で

す
が

、
そ

の
中

で
、
保

険
料

の
激

増
と

い
う

か
、
大

幅
な

引
き

上
げ

み
た

い
な

こ
と

に
見

舞
わ

れ
な

い
か

な
と

い
う

心
配

が
す

ご
く

あ
る

ん
で

す
。
そ

の
点

は
、
ど

ん
な

ふ
う

に
担

当
部

と
し

て
は

見
て

は
る

ん
で

し
ょ

う
か

。

（
2）

 93 



N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

5
平

成
2

9
年

（2
0

1
7

年
）

3
月

福
祉

環
境

委
員

会
倉

沢
恵

委
員

　
具

体
的

な
数

字
の

問
題

は
、
時

間
の

関
係

も
あ

る
の

で
省

略
し

ま
す

け
れ

ど
も

、
や

っ
ぱ

り
吹

田
市

が
市

町
村

独
自

に
国

民
健

康
保

険
の

一
般

会
計

の
繰

り
入

れ
を

頑
張

っ
て

や
り

は
っ

て
、
そ

の
中

で
保

険
料

を
抑

制
し

て
き

た
経

過
と

か
、
運

用
の

中
で

ほ
か

の
市

町
村

で
は

、
滞

納
者

に
対

し
て

ば
ん

ば
ん

差
し

押
さ

え
す

る
と

、
そ

ん
な

取
り

立
て

の
問

題
も

あ
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
単

純
に

は
そ

う
い

う
ふ

う
に

し
な

い
で

、
き

ち
ん

と
市

民
の

人
の

理
解

を
得

な
が

ら
支

払
っ

て
も

ら
う

と
い

う
こ

と
の

努
力

も
し

た
り

、
そ

う
い

う
ふ

う
な

歴
史

的
な

経
過

が
あ

る
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
。

　
そ

う
い

う
こ

と
で

、
や

っ
ぱ

り
国

民
健

康
保

険
に

つ
い

て
は

、
医

療
崩

壊
し

て
も

う
た

ら
困

り
ま

す
か

ら
、
自

分
の

健
康

を
守

る
た

め
に

も
、
き

ち
ん

と
保

険
を

払
い

た
い

と
。
払

い
た

い
け

れ
ど

も
、
生

活
が

大
変

な
ん

だ
と

い
う

と
こ

ろ
で

の
す

り
合

わ
せ

で
す

よ
ね

。
そ

う
い

う
御

相
談

に
も

乗
っ

て
い

た
だ

き
な

が
ら

、
や

っ
ぱ

り
し

っ
か

り
し

た
対

応
を

、
ぜ

ひ
や

っ
て

い
た

だ
き

た
い

な
と

思
う

ん
で

す
。

　
た

だ
、
今

の
答

弁
な

ん
か

を
聞

い
て

る
と

、
激

変
緩

和
措

置
を

し
ま

す
と

い
う

の
は

、
激

変
が

あ
る

と
い

う
こ

と
な

ん
で

ね
、
緩

和
す

る
と

い
っ

て
も

、
本

当
に

実
際

大
丈

夫
な

ん
だ

ろ
う

か
と

い
う

疑
念

は
あ

る
わ

け
な

ん
で

、
や

っ
ぱ

り
し

っ
か

り
と

市
の

努
力

と
い

う
こ

と
を

、
府

と
の

関
係

で
も

し
っ

か
り

と
意

見
も

言
っ

て
、
頑

張
っ

て
い

た
だ

け
た

ら
な

と
思

い
ま

す
。

6
平

成
２

９
年

（2
0

1
7

年
）

9
月

定
例

会
小

北
一

美
議

員

　
最

初
に

、
国

民
健

康
保

険
広

域
化

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
　
国

民
皆

保
険

制
度

を
維

持
す

る
た

め
、
府

と
市

町
村

が
一

体
と

な
っ

て
保

険
者

事
務

を
共

通
認

識
の

も
と

で
実

施
す

る
国

保
運

営
の

広
域

化
、
効

率
化

を
推

進
す

る
目

的
で

、
大

阪
府

に
お

い
て

国
保

の
広

域
化

が
平

成
3

0
年

度
か

ら
開

始
さ

れ
る

予
定

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
広

域
化

に
よ

り
、
府

内
で

統
一

保
険

料
を

目
指

す
と

の
こ

と
で

す
が

、
今

考
え

ら
れ

て
い

る
統

一
保

険
料

と
な

っ
た

場
合

、
本

市
は

ど
の

よ
う

な
影

響
を

受
け

る
の

か
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

7
平

成
２

９
年

（2
0

1
7

年
）

9
月

定
例

会
小

北
一

美
議

員
　
広

域
化

に
際

し
て

、
従

来
の

累
積

赤
字

の
計

画
的

な
解

消
も

各
自

治
体

に
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
平

成
2

7
年

度
時

点
で

2
7

億
3

,3
0

0
万

円
と

、
府

下
で

大
阪

市
に

次
い

で
多

い
赤

字
を

抱
え

て
い

る
本

市
の

累
積

赤
字

解
消

計
画

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、
お

答
え

く
だ

さ
い

。

8
平

成
２

９
年

（2
0

1
7

年
）

9
月

定
例

会
小

北
一

美
議

員
　
広

域
化

に
際

し
て

、
市

町
村

に
お

け
る

保
険

料
徴

収
の

適
正

な
実

施
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、
収

納
率

向
上

に
対

す
る

実
績

、
伸

び
率

等
が

評
価

さ
れ

る
よ

う
な

仕
組

み
が

構
築

さ
れ

る
と

聞
い

て
い

ま
す

。
本

市
の

収
納

率
の

現
状

と
今

後
の

収
納

率
向

上
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、
お

答
え

く
だ

さ
い

。
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

9
平

成
２

９
年

（2
0

1
7

年
）

9
月

定
例

会
小

北
一

美
議

員

　
今

回
の

広
域

化
に

関
し

て
、
大

阪
府

が
保

険
料

を
府

内
共

通
基

準
で

統
一

す
る

こ
と

は
一

定
理

解
す

る
も

の
の

、
各

市
が

こ
れ

ま
で

取
り

組
ん

で
き

た
医

療
費

適
正

化
等

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

、
医

療
費

実
績

が
考

慮
さ

れ
な

い
よ

う
な

統
一

保
険

料
の

設
定

は
、
適

正
化

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

き
た

自
治

体
に

と
っ

て
は

納
得

で
き

な
い

も
の

で
す

。
　
あ

わ
せ

て
今

回
の

広
域

化
に

関
し

て
、
吹

田
市

と
し

て
看

過
で

き
な

い
の

は
、
保

険
料

の
減

免
基

準
が

府
内

統
一

と
な

り
、
こ

れ
ま

で
き

め
細

や
か

な
減

免
制

度
を

実
施

し
て

き
た

本
市

の
取

り
組

み
が

継
続

で
き

な
く

な
る

こ
と

、
ま

た
吹

田
市

が
独

自
で

条
例

で
定

め
て

い
る

賦
課

総
額

の
標

準
割

合
が

変
更

に
な

り
、
多

子
世

帯
の

、
と

り
わ

け
低

所
得

層
の

保
険

料
が

大
幅

な
負

担
増

と
な

る
こ

と
で

す
。

　
広

域
化

の
流

れ
は

や
む

を
得

な
い

も
の

の
、
こ

れ
ま

で
吹

田
市

が
取

り
組

ん
で

き
た

こ
の

よ
う

な
減

免
制

度
等

に
関

し
て

、
今

後
も

市
独

自
の

裁
量

が
行

使
で

き
る

よ
う

、
ま

た
急

激
な

市
民

負
担

の
増

加
と

な
ら

な
い

よ
う

、
近

隣
自

治
体

と
連

携
し

て
、
府

へ
強

く
要

望
す

べ
き

で
あ

る
と

考
え

ま
す

が
、
担

当
副

市
長

の
御

見
解

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

1
0

平
成

２
９

年
（2

0
1
7

年
）

9
月

定
例

会
塩

見
み

ゆ
き

議
員

　
最

後
に

、
国

民
健

康
保

険
料

の
統

一
化

に
つ

い
て

お
聞

き
を

い
た

し
ま

す
。

　
国

民
健

康
保

険
料

の
統

一
化

に
よ

っ
て

保
険

料
の

引
き

上
げ

が
起

こ
る

と
と

も
に

、
独

自
の

減
免

制
度

が
実

施
で

き
な

く
な

り
、
市

民
へ

の
影

響
は

大
き

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

　
そ

の
た

め
、
市

は
大

阪
府

に
対

し
て

賦
課

割
合

や
独

自
減

免
に

つ
い

て
、
市

町
村

の
判

断
を

尊
重

す
る

よ
う

主
張

を
し

て
い

ま
す

。
市

長
も

市
長

会
な

ど
で

要
望

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
と

の
こ

と
で

し
た

。
来

年
４

月
ま

で
半

年
余

り
と

な
り

ま
し

た
。
統

一
化

の
府

の
動

き
と

市
長

の
統

一
化

に
対

す
る

お
考

え
を

お
聞

き
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

1
1

平
成

２
９

年
（2

0
1
7

年
）

１
１
月

定
例

会
吉

瀬
武

司
議

員

　
次

に
、
国

民
健

康
保

険
の

広
域

化
に

つ
い

て
お

聞
き

い
た

し
ま

す
。

　
同

僚
議

員
も

質
問

し
て

い
ま

す
が

、
大

阪
府

の
動

向
が

注
目

さ
れ

て
い

る
中

、
本

市
の

考
え

方
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　
府

は
、
府

内
統

一
料

金
化

を
目

指
し

て
お

り
ま

す
。
６

年
間

の
激

変
緩

和
期

間
、
３

年
目

で
検

証
す

る
と

い
う

こ
と

が
設

定
さ

れ
て

お
り

ま
す

が
、
保

険
料

賦
課

決
定

権
、
予

算
決

定
権

は
本

市
に

あ
り

、
大

阪
府

の
運

営
方

針
と

、
地

方
自

治
権

の
侵

害
に

対
す

る
考

え
方

に
つ

い
て

問
題

に
し

て
い

る
自

治
体

も
あ

り
ま

す
。

　
佐

賀
県

で
は

、
一

本
化

は
任

意
で

あ
り

、
各

市
町

村
間

の
メ

リ
ッ

ト
、
デ

メ
リ

ッ
ト

等
を

し
っ

か
り

整
理

、
検

証
す

る
時

間
が

必
要

、
ま

た
一

本
化

を
目

指
す

が
、
目

標
の

期
限

は
定

め
な

い
と

し
て

い
る

。
府

内
統

一
料

金
化

を
進

め
て

い
る

の
は

大
阪

府
の

み
と

な
っ

て
お

り
、
都

道
府

県
間

で
取

り
組

み
に

差
異

が
出

て
お

り
ま

す
。
こ

う
い

っ
た

一
連

の
動

き
に

つ
い

て
、
本

市
の

見
解

を
お

示
し

く
だ

さ
い

。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
2

平
成

２
９

年
（2

0
1
7

年
）

１
１
月

定
例

会
吉

瀬
武

司
議

員

　
こ

れ
ま

で
吹

田
市

が
行

っ
て

き
た

配
慮

や
国

保
の

運
営

方
針

に
つ

い
て

は
理

解
で

き
る

も
の

で
あ

り
、
納

付
相

談
に

つ
い

て
も

丁
寧

に
対

応
し

て
い

た
だ

い
た

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
。
都

道
府

県
に

よ
っ

て
国

保
の

運
営

方
針

が
異

な
る

こ
と

は
、
ま

だ
ま

だ
課

題
が

あ
り

ま
す

。
し

っ
か

り
見

直
し

を
訴

え
て

い
た

だ
き

た
い

と
要

望
し

て
お

き
ま

す
。

　
次

に
、
大

阪
府

の
試

算
と

本
市

の
現

状
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
。

　
大

阪
府

の
試

算
は

、
負

担
緩

和
の

た
め

の
繰

り
入

れ
は

試
算

に
含

め
ず

、
当

て
に

な
ら

な
い

数
字

と
し

て
い

ま
す

。
繰

り
入

れ
を

含
む

試
算

と
減

免
に

要
す

る
市

単
費

の
原

資
を

含
め

る
と

、
保

険
料

が
ど

の
よ

う
に

な
る

の
か

本
市

独
自

の
試

算
を

示
し

、
激

変
緩

和
に

際
し

て
の

方
針

を
明

確
に

示
す

必
要

が
あ

り
ま

す
。
本

市
と

し
て

こ
の

試
算

を
ど

の
よ

う
に

考
え

て
い

る
の

か
。

　
ま

た
、
1
2

月
中

に
大

阪
府

が
示

す
予

定
の

試
算

を
受

け
て

、
本

市
の

市
民

に
及

ぼ
す

影
響

と
大

阪
府

に
対

し
て

言
う

べ
き

こ
と

は
述

べ
て

お
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
本

市
の

国
保

料
や

影
響

額
に

つ
い

て
、
ど

の
よ

う
に

市
民

に
示

す
の

か
、
ま

た
考

え
ら

れ
る

課
題

と
、
府

へ
の

対
応

に
つ

い
て

所
管

の
御

所
見

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

1
3

平
成

２
９

年
（2

0
1
7

年
）

１
１
月

定
例

会
吉

瀬
武

司
議

員

　
次

に
、
設

定
さ

れ
て

い
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
に

つ
い

て
お

聞
き

い
た

し
ま

す
。

　
国

保
の

繰
入

金
額

や
累

積
赤

字
解

消
、
医

療
費

削
減

に
つ

な
が

る
施

策
へ

取
り

組
む

自
治

体
に

対
し

て
は

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
付

加
さ

れ
て

い
る

と
の

こ
と

で
す

。
　
多

く
の

繰
り

入
れ

や
、
累

積
赤

字
の

解
消

を
伴

う
本

市
は

、
一

般
会

計
繰

り
入

れ
を

行
っ

て
い

る
こ

と
、
累

積
赤

字
が

あ
り

、
3

3
年

度
ま

で
の

赤
字

解
消

計
画

に
な

っ
て

い
る

点
、
ま

た
収

納
率

向
上

に
つ

い
て

は
、
目

標
に

対
し

て
大

き
な

開
き

が
あ

る
状

況
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

　
府

独
自

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
仕

組
み

に
係

る
指

標
が

示
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
担

当
所

管
の

見
解

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

1
4

平
成

２
９

年
（2

0
1
7

年
）

１
１
月

定
例

会
吉

瀬
武

司
議

員
　
影

響
が

あ
る

市
民

に
対

し
て

、
市

民
の

生
活

相
談

、
自

立
支

援
の

強
化

、
拡

充
が

大
事

に
な

る
と

考
え

ま
す

。
御

所
見

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

1
5

平
成

２
９

年
（2

0
1
7

年
）

１
１
月

定
例

会
吉

瀬
武

司
議

員
　
今

後
、
想

定
さ

れ
る

さ
ま

ざ
ま

な
事

情
で

困
窮

さ
れ

る
方

に
寄

り
添

っ
た

相
談

を
強

化
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

要
望

し
て

お
き

ま
す

。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
6

平
成

２
９

年
（2

0
1
7

年
）

１
１
月

定
例

会
玉

井
美

樹
子

議
員

　
次

に
、
国

民
健

康
保

険
の

広
域

化
に

つ
い

て
お

聞
き

を
し

ま
す

。
　
厚

生
労

働
省

は
、
2

0
1
8

年
度

か
ら

国
民

健
康

保
険

料
の

限
度

額
を

４
万

円
引

き
上

げ
て

9
3

万
円

と
す

る
案

を
、
８

日
の

社
会

保
障

審
議

会
医

療
保

険
部

会
で

提
示

を
し

ま
し

た
。
最

高
限

度
額

の
引

き
上

げ
は

、
中

間
所

得
層

の
負

担
軽

減
に

つ
な

が
る

と
は

い
う

も
の

の
、
国

保
加

入
者

の
８

割
近

く
は

所
得

2
0

0
万

円
以

下
で

す
か

ら
、
こ

れ
以

上
の

保
険

料
の

値
上

げ
は

、
払

い
た

く
て

も
払

え
な

く
な

る
方

が
ふ

え
る

だ
け

で
す

。
　
保

険
料

の
統

一
化

を
進

め
る

大
阪

府
の

保
険

料
、
平

成
2

9
年

度
の

仮
算

定
が

示
さ

れ
ま

し
た

。
日

本
共

産
党

の
大

阪
府

議
団

は
、
こ

の
間

の
医

療
費

の
伸

び
率

を
勘

案
を

し
、
独

自
の

試
算

を
し

ま
し

た
。
そ

の
試

算
に

よ
る

と
、
4

0
代

シ
ン

グ
ル

マ
ザ

ー
と

未
成

年
の

子
供

二
人

の
３

人
世

帯
で

、
年

間
所

得
1
0

0
万

円
の

場
合

、
年

間
4

,6
4

1
円

の
値

上
げ

、
4

0
代

夫
婦

と
未

成
年

の
子

供
二

人
の

４
人

世
帯

で
、
年

間
所

得
2

0
0

万
円

の
場

合
、
年

間
２

万
5

,8
1
2

円
の

値
上

げ
。

　
平

成
3

0
年

度
に

つ
い

て
は

こ
れ

か
ら

と
の

こ
と

で
す

が
、
保

険
料

の
賦

課
権

は
市

町
村

と
い

う
の

が
原

則
で

す
か

ら
、
市

か
ら

府
へ

の
負

担
分

は
納

め
ま

す
か

ら
、
保

険
料

は
国

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

き
、
市

の
保

険
料

を
設

定
す

る
と

い
う

こ
と

は
で

き
な

い
の

で
し

ょ
う

か
、
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
7

平
成

２
９

年
（2

0
1
7

年
）

１
１
月

定
例

会
玉

井
美

樹
子

議
員

　
本

来
は

、
大

阪
府

の
法

的
根

拠
に

基
づ

か
な

い
方

針
や

や
り

方
に

つ
い

て
意

見
を

言
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
ま

で
吹

田
市

が
保

険
料

を
抑

え
る

こ
と

や
、
市

民
の

暮
ら

し
に

寄
り

添
っ

た
減

免
な

ど
が

反
映

さ
れ

る
よ

う
に

努
力

を
重

ね
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。
そ

の
点

に
つ

い
て

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

、
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
8

平
成

2
9

年
（2

0
1
7

年
）

１
１
月

定
例

会
榎

内
智

議
員

　
次

に
、
そ

の
他

と
し

ま
し

て
、
国

民
健

康
保

険
の

広
域

化
に

つ
い

て
。

　
や

っ
と

本
市

も
重

い
腰

を
上

げ
、
進

め
て

い
く

と
お

聞
き

し
て

お
り

ま
す

。
そ

も
そ

も
医

療
保

険
制

度
に

つ
い

て
は

、
よ

り
抜

本
的

に
制

度
と

し
て

一
元

化
を

行
っ

て
い

く
べ

き
と

考
え

ま
す

が
、
と

も
か

く
財

政
基

盤
が

脆
弱

な
国

民
健

康
保

険
を

、
安

定
的

に
広

域
で

行
っ

て
い

く
こ

と
は

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。
広

域
化

に
か

じ
を

切
る

こ
と

に
し

た
こ

の
間

の
経

緯
と

、
本

市
の

主
張

に
つ

い
て

御
説

明
を

く
だ

さ
い

。
ま

た
、
国

保
財

政
の

状
況

、
こ

れ
に

伴
う

市
民

の
影

響
に

つ
い

て
御

答
弁

を
お

願
い

し
ま

す
。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
9

平
成

3
0

年
（2

0
1
8

年
）

2
月

定
例

会
上

垣
優

子
議

員

　
次

に
国

民
健

康
保

険
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

　
４

月
か

ら
国

民
健

康
保

険
は

府
と

市
町

村
の

共
同

運
営

に
変

わ
り

ま
す

。
安

倍
政

権
は

都
道

府
県

を
国

保
運

営
に

参
加

さ
せ

、
国

保
加

入
者

負
担

増
と

強
制

的
な

医
療

費
抑

制
を

狙
っ

て
い

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
そ

れ
で

も
国

は
、
国

保
加

入
者

の
負

担
軽

減
や

国
保

財
政

の
安

定
化

の
た

め
と

し
て

国
保

へ
の

国
補

助
を

3
,9

0
0

億
円

ふ
や

さ
ざ

る
を

得
ま

せ
ん

で
し

た
。
市

町
村

に
よ

る
国

民
健

康
保

険
へ

の
法

定
外

繰
り

入
れ

も
禁

止
を

し
て

い
ま

せ
ん

。
　
し

か
し

、
大

阪
府

松
井

知
事

は
法

定
外

の
繰

り
入

れ
は

違
法

で
は

な
い

が
廃

止
を

す
べ

き
と

い
う

持
論

を
押

し
つ

け
、
全

国
で

も
類

を
見

な
い

性
急

さ
で

国
保

料
も

減
免

基
準

も
府

内
で

一
本

化
を

し
、
加

入
者

に
大

幅
な

負
担

増
を

押
し

つ
け

よ
う

と
し

て
い

ま
す

。
吹

田
市

が
気

概
を

示
し

て
、
府

内
で

１
市

で
あ

っ
て

も
統

一
化

に
参

加
し

な
い

と
い

う
姿

勢
を

貫
く

こ
と

を
期

待
を

し
て

い
ま

し
た

が
、
大

変
残

念
で

す
。
今

議
会

に
提

案
の

条
例

や
予

算
に

府
内

の
一

本
化

が
反

映
を

さ
れ

て
い

ま
す

。
　
世

帯
割

分
を

均
等

割
分

よ
り

も
高

い
比

率
で

設
定

し
て

い
た

賦
課

割
合

を
、
激

変
緩

和
期

間
の

６
年

間
で

府
の

共
通

基
準

に
合

わ
せ

て
い

く
と

い
う

方
向

が
示

さ
れ

て
い

ま
す

。
今

回
の

賦
課

割
合

の
変

更
に

よ
り

ま
し

て
、
最

も
引

き
上

げ
の

影
響

を
受

け
る

世
帯

は
ど

の
層

に
な

る
で

し
ょ

う
か

。

（
7）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

2
0

平
成

3
0

年
（2

0
1
8

年
）

2
月

定
例

会
上

垣
優

子
議

員

　
被

保
険

者
数

が
多

い
世

帯
、
つ

ま
り

家
族

の
人

数
の

多
い

世
帯

と
い

う
と

こ
ろ

に
負

担
が

大
き

く
な

る
傾

向
が

あ
る

と
い

う
お

答
え

で
し

た
。

　
今

で
も

国
民

健
康

保
険

料
は

加
入

者
に

大
き

な
負

担
を

強
い

て
い

ま
す

。
吹

田
市

の
国

民
健

康
保

険
の

加
入

者
は

年
齢

層
で

は
6

0
歳

か
ら

7
4

歳
が

5
2

.3
％

で
す

。
ま

た
、
一

人
世

帯
が

6
3

.2
0

％
、
二

人
世

帯
が

2
5

.6
6

％
と

、
合

わ
せ

て
約

8
9

％
と

な
り

ま
す

。
所

得
層

で
最

も
多

い
の

は
3

3
万

円
以

下
で

5
2

.5
％

、
1
0

0
万

円
以

下
の

世
帯

と
な

り
ま

す
と

6
9

.7
％

と
な

り
ま

す
。

　
具

体
的

に
言

い
ま

す
と

、
例

え
ば

協
会

け
ん

ぽ
の

加
入

負
担

と
比

べ
て

み
ま

す
と

、
年

金
の

収
入

で
い

う
と

2
2

0
万

円
、
給

与
収

入
で

い
う

と
約

1
6

7
万

円
の

世
帯

、
つ

ま
り

所
得

1
0

0
万

円
、
こ

の
世

帯
で

協
会

け
ん

ぽ
加

入
の

負
担

と
比

べ
て

み
ま

す
と

、
協

会
け

ん
ぽ

で
す

と
、
世

帯
人

数
は

関
係

あ
り

ま
せ

ん
が

、
本

人
負

担
は

年
間

1
0

万
3

6
6

円
で

す
。
こ

れ
が

国
民

健
康

保
険

で
す

と
、
一

人
世

帯
で

2
0

万
5

,3
6

0
円

、
４

人
世

帯
で

も
1
8

万
1
,1

8
0

円
と

な
り

ま
す

。
国

保
料

が
ど

れ
ほ

ど
大

き
な

負
担

に
な

っ
て

い
る

か
明

ら
か

で
す

。
　
そ

こ
で

何
点

か
伺

い
ま

す
。
府

の
共

通
基

準
を

直
接

当
て

は
め

る
と

、
保

険
料

は
幾

ら
に

な
る

で
し

ょ
う

か
。
ど

れ
だ

け
の

世
帯

が
ど

れ
だ

け
の

負
担

増
に

な
る

で
し

ょ
う

か
。

　
２

点
目

、
減

免
に

対
す

る
一

般
会

計
の

繰
り

入
れ

を
引

き
続

き
行

う
べ

き
と

考
え

ま
す

が
、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

　
３

点
目

、
統

一
化

後
の

影
響

の
検

証
を

行
う

と
言

わ
れ

て
い

る
ん

で
す

が
、
ど

の
よ

う
な

手
法

で
行

う
の

で
し

ょ
う

か
。

　
最

後
に

、
低

所
得

層
の

多
人

数
世

帯
が

大
き

な
影

響
を

受
け

る
こ

と
か

ら
、
全

国
知

事
会

は
子

育
て

支
援

の
観

点
か

ら
子

供
の

均
等

割
軽

減
を

要
請

を
し

て
い

ま
す

。
埼

玉
県

ふ
じ

み
野

市
は

第
３

子
か

ら
全

額
免

除
を

ス
タ

ー
ト

を
し

ま
す

。
吹

田
市

に
お

い
て

も
、
子

供
の

均
等

割
に

つ
い

て
の

減
免

を
行

う
べ

き
と

考
え

ま
す

が
、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

2
1

平
成

3
0

年
（2

0
1
8

年
）

2
月

定
例

会
上

垣
優

子
議

員

　
松

井
知

事
自

身
も

、
保

険
料

率
と

減
免

基
準

の
決

定
権

は
基

本
的

に
市

町
村

に
あ

る
、
こ

う
い

う
ふ

う
に

認
め

て
い

ま
す

。
そ

し
て

、
府

内
一

本
化

方
針

は
ロ

ー
カ

ル
ル

ー
ル

で
市

町
村

が
従

う
法

的
根

拠
も

な
い

、
こ

の
こ

と
を

核
に

い
た

し
ま

し
て

、
他

市
と

連
携

し
て

３
年

後
を

待
つ

こ
と

な
く

、
こ

れ
以

上
の

国
保

料
値

上
げ

に
耐

え
が

た
い

市
民

の
暮

ら
し

の
実

態
を

も
っ

て
府

に
迫

っ
て

い
た

だ
く

よ
う

に
要

望
し

て
お

き
ま

す
。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

2
2

平
成

3
0

年
（2

0
1
8

年
）

2
月

定
例

会
小

北
一

美
議

員

　
最

初
に

、
国

民
健

康
保

険
広

域
化

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
　
昨

年
の

９
月

議
会

で
も

取
り

上
げ

た
国

保
の

広
域

化
が

、
平

成
3

0
年

度
か

ら
開

始
さ

れ
る

運
び

と
な

り
ま

し
た

。
大

阪
府

の
国

民
健

康
保

険
運

営
方

針
に

よ
る

と
、
広

域
化

の
目

的
は

、
府

と
市

町
村

が
一

体
と

な
り

保
険

者
事

務
を

共
通

認
識

の
も

と
で

実
施

し
、
市

町
村

事
業

の
広

域
化

・
効

率
化

推
進

に
寄

与
す

る
と

う
た

っ
て

い
ま

す
が

、
吹

田
市

民
に

と
っ

て
大

事
な

の
は

、
今

回
の

広
域

化
に

よ
っ

て
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
の

か
と

い
う

点
で

す
。

　
と

り
わ

け
、
最

も
関

心
が

高
い

の
が

、
毎

月
の

保
険

料
が

ど
う

変
わ

る
の

か
と

い
う

点
で

す
。
給

与
所

得
や

世
帯

構
成

に
よ

っ
て

保
険

料
の

増
減

が
あ

り
、
ま

た
急

激
な

保
険

料
の

変
更

と
な

ら
な

い
よ

う
、
６

年
間

の
激

変
緩

和
措

置
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
、
そ

の
件

も
含

め
て

、
今

回
の

改
定

に
よ

る
市

民
へ

の
影

響
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
ま

た
、
吹

田
市

が
独

自
に

行
っ

て
き

た
減

免
措

置
が

、
今

後
ど

う
な

る
か

に
つ

い
て

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

2
3

平
成

3
0

年
（2

0
1
8

年
）

2
月

定
例

会
小

北
一

美
議

員

　
広

域
化

に
際

し
て

は
、
従

来
の

累
積

赤
字

の
計

画
的

な
解

消
も

各
自

治
体

に
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。
平

成
2

8
年

度
時

点
で

2
3

億
6

,2
0

0
万

円
と

、
府

下
で

は
大

阪
市

を
除

く
自

治
体

で
は

第
２

位
と

な
っ

て
い

る
本

市
の

累
積

赤
字

解
消

計
画

の
取

り
組

み
に

、
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
の

か
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

2
4

平
成

3
0

年
（2

0
1
8

年
）

2
月

定
例

会
小

北
一

美
議

員
　
赤

字
解

消
計

画
が

順
調

に
進

み
、
平

成
3

3
年

度
に

累
積

赤
字

が
解

消
さ

れ
た

場
合

、
６

年
間

の
激

変
緩

和
期

間
の

途
中

な
の

で
、
こ

れ
ま

で
赤

字
解

消
の

た
め

に
使

わ
れ

て
い

た
財

源
を

保
険

料
軽

減
の

た
め

の
財

源
と

し
て

使
用

で
き

る
の

か
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

2
5

平
成

3
0

年
（2

0
1
8

年
）

2
月

定
例

会
小

北
一

美
議

員

　
広

域
化

に
お

け
る

メ
リ

ッ
ト

、
デ

メ
リ

ッ
ト

は
当

然
あ

り
、
今

後
、
さ

ま
ざ

ま
な

課
題

が
出

て
く

る
と

想
定

さ
れ

ま
す

。
３

年
後

に
は

見
直

し
が

予
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
他

市
と

も
連

携
を

と
り

な
が

ら
、
課

題
解

決
・
解

消
に

向
け

た
取

り
組

み
を

行
う

よ
う

要
望

し
て

お
き

ま
す

。
　
今

回
の

広
域

化
に

際
し

て
、
例

え
ば

保
険

料
の

収
納

率
向

上
や

、
保

健
事

業
の

推
進

な
ど

に
つ

い
て

頑
張

っ
た

自
治

体
に

対
し

て
、
さ

ま
ざ

ま
な

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
方

策
が

設
け

ら
れ

て
お

り
、
府

か
ら

特
別

交
付

金
が

交
付

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
そ

こ
で

、
府

独
自

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
仕

組
み

に
係

る
指

標
へ

の
取

り
組

み
に

関
し

て
、
２

点
お

伺
い

し
ま

す
。

　
ま

ず
、
医

療
費

適
正

化
へ

の
促

進
の

取
り

組
み

の
中

に
あ

る
、
特

定
健

診
の

受
診

率
と

特
定

保
健

指
導

の
実

施
率

の
本

市
に

お
け

る
そ

れ
ぞ

れ
の

現
状

と
今

後
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。

（
9）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

2
6

平
成

3
0

年
（2

0
1
8

年
）

2
月

定
例

会
柿

原
真

生
議

員

　
議

案
第

1
2

号
　
吹

田
市

国
民

健
康

保
険

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
意

見
を

述
べ

ま
す

。
　
新

年
度

か
ら

、
こ

れ
ま

で
市

町
村

事
業

で
あ

っ
た

国
民

健
康

保
険

の
運

営
主

体
が

都
道

府
県

に
な

り
、
市

町
村

は
事

業
費

納
付

金
を

納
め

る
と

い
う

形
に

変
わ

り
ま

す
。
大

阪
府

で
は

、
保

険
料

率
を

府
下

で
統

一
す

る
と

い
う

独
自

の
考

え
方

で
運

営
方

針
が

決
め

ら
れ

、
こ

れ
ま

で
長

い
歴

史
の

中
で

市
町

村
が

独
自

の
考

え
方

で
決

め
て

き
た

賦
課

割
合

の
変

更
や

減
免

制
度

の
廃

止
を

余
儀

な
く

さ
れ

ま
す

。
６

年
間

の
経

過
措

置
期

間
は

設
け

ら
れ

た
も

の
の

、
そ

の
後

は
法

的
に

認
め

ら
れ

て
い

る
市

町
村

の
賦

課
権

が
取

り
上

げ
ら

れ
る

こ
と

に
な

り
、
非

常
に

問
題

が
あ

り
ま

す
。

　
ま

ず
、
保

険
料

の
設

定
で

す
。

　
こ

れ
ま

で
吹

田
市

は
、
多

子
世

帯
に

配
慮

し
、
多

人
数

世
帯

の
金

額
を

低
く

抑
え

る
保

険
料

の
賦

課
割

合
を

採
用

し
て

き
ま

し
た

。
こ

の
割

合
が

、
統

一
化

に
よ

っ
て

逆
転

し
ま

す
。
賦

課
割

合
を

１
年

ご
と

に
変

更
し

、
均

等
割

3
0

、
世

帯
割

7
0

か
ら

、
最

終
的

に
は

均
等

割
6

0
、
世

帯
割

4
0

に
な

り
ま

す
。
単

身
世

帯
の

保
険

料
は

下
が

る
も

の
の

、
世

帯
人

数
が

ふ
え

る
ご

と
に

保
険

料
は

引
き

上
げ

ら
れ

、
最

大
で

６
人

世
帯

で
は

４
割

超
の

引
き

上
げ

が
予

想
さ

れ
る

と
の

答
弁

が
あ

り
ま

し
た

。
　
ま

た
、
保

険
料

の
算

定
に

当
た

っ
て

、
大

阪
府

は
医

療
費

水
準

を
一

切
加

味
し

な
い

こ
と

に
し

た
た

め
、
病

気
予

防
の

た
め

の
健

診
事

業
等

に
対

す
る

市
町

村
の

医
療

費
抑

制
の

努
力

を
反

映
せ

ず
、
報

わ
れ

な
い

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
次

に
、
独

自
減

免
制

度
の

禁
止

で
す

。
　
大

阪
府

下
で

行
わ

れ
て

い
る

約
7

0
億

円
の

減
免

の
う

ち
、
6

0
億

円
が

一
般

会
計

か
ら

の
繰

り
入

れ
を

原
資

と
し

て
お

り
、
大

阪
府

が
減

免
基

準
を

統
一

化
し

、
そ

れ
以

外
の

独
自

減
免

は
認

め
な

い
、
一

般
会

計
か

ら
の

繰
り

入
れ

を
認

め
な

い
と

な
れ

ば
、
特

に
低

所
得

世
帯

へ
の

影
響

は
大

き
い

も
の

が
あ

り
ま

す
。

　
今

回
の

国
保

統
一

化
は

、
国

の
法

改
正

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
加

え
て

大
阪

府
が

市
町

村
の

賦
課

権
を

事
実

上
奪

う
と

い
う

、
法

の
趣

旨
や

住
民

自
治

を
無

視
し

た
や

り
方

に
よ

り
、
矛

盾
が

一
層

拡
大

す
る

も
の

で
、

ひ
と

り
吹

田
市

だ
け

の
責

任
を

問
う

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
し

か
し

、
こ

の
よ

う
な

問
題

が
多

い
統

一
化

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
市

長
を

先
頭

に
受

け
入

れ
が

た
い

と
大

阪
府

に
変

更
を

迫
っ

て
き

た
も

の
を

、
最

終
的

に
は

当
初

の
賦

課
割

合
を

大
阪

府
が

若
干

変
え

た
こ

と
を

吹
田

市
は

評
価

し
、
参

加
す

る
こ

と
を

決
め

ま
し

た
。
こ

の
点

に
つ

い
て

は
理

解
で

き
ず

、
極

め
て

残
念

と
し

か
言

い
よ

う
が

あ
り

ま
せ

ん
。

　
３

年
後

に
見

直
す

と
し

て
い

ま
す

が
、
今

後
大

阪
府

に
対

し
て

は
引

き
続

き
市

町
村

の
賦

課
権

を
主

張
す

る
と

と
も

に
、
影

響
が

大
き

い
多

人
数

世
帯

に
対

す
る

減
免

制
度

な
ど

を
実

施
す

る
よ

う
求

め
て

意
見

と
い

た
し

ま
す

。 （
10
）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

2
7

平
成

３
０

年
（2

0
1
8

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
山

根
建

人
委

員

　
今

回
の

条
例

の
改

正
は

、
大

阪
府

の
国

民
健

康
保

険
の

統
一

化
に

か
か

わ
る

も
の

だ
と

い
う

ふ
う

に
思

う
の

で
す

が
、
賦

課
権

は
い

ろ
い

ろ
ず

っ
と

確
認

し
て

る
と

お
り

吹
田

市
、
自

治
体

、
市

に
あ

る
と

い
う

ふ
う

に
思

う
の

で
す

が
、
統

一
化

に
な

っ
た

場
合

、
吹

田
市

独
自

で
減

免
を

行
っ

て
い

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
も

、
そ

れ
ら

は
ど

の
よ

う
に

な
る

ん
で

し
ょ

う
か

。

2
8

平
成

３
０

年
（2

0
1
8

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
山

根
建

人
委

員
　
６

年
後

に
は

吹
田

市
独

自
の

減
免

と
い

う
も

の
を

実
施

す
る

の
が

な
か

な
か

難
し

く
な

る
、
こ

の
ま

ま
い

け
ば

と
い

う
こ

と
な

ん
で

し
ょ

う
か

。

2
9

平
成

３
０

年
（2

0
1
8

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
山

根
建

人
委

員

　
今

回
、
大

阪
府

の
統

一
の

保
険

料
の

ほ
う

に
入

っ
て

い
く

と
い

う
判

断
を

、
吹

田
市

と
し

て
さ

れ
た

と
思

う
ん

で
す

。
市

独
自

で
や

れ
な

い
こ

と
は

な
い

と
い

う
、
法

律
上

は
思

う
ん

で
す

け
ど

も
、
そ

う
い

う
判

断
を

さ
れ

て
、
質

問
と

か
で

も
一

応
確

認
は

し
ま

し
た

け
ど

も
、
入

っ
て

そ
の

中
で

吹
田

市
の

意
見

を
述

べ
て

い
く

と
い

う
方

向
を

選
択

し
た

と
い

う
ふ

う
に

答
え

て
お

ら
れ

ま
し

た
け

ど
も

、
ま

ず
初

め
に

、
こ

れ
か

ら
大

阪
府

の
中

で
そ

う
い

う
意

見
を

言
う

場
と

い
う

か
。
何

か
会

議
と

か
、
協

議
の

場
と

い
う

の
が

ど
れ

ぐ
ら

い
の

頻
度

で
行

わ
れ

る
ん

で
し

ょ
う

か
。

3
0

平
成

３
０

年
（2

0
1
8

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
山

根
建

人
委

員

　
主

に
は

広
域

化
調

整
会

議
で

具
体

な
こ

と
が

決
ま

っ
て

い
く

わ
け

で
す

よ
ね

。
と

い
う

こ
と

は
、
北

摂
の

会
議

な
ど

も
あ

る
と

お
っ

し
ゃ

っ
て

ま
し

た
け

ど
も

、
こ

こ
に

出
て

る
豊

中
市

の
国

保
の

担
当

の
方

と
か

、
茨

木
市

と
か

、
町

村
の

代
表

の
方

に
、
こ

の
北

摂
の

会
議

の
中

で
吹

田
の

意
見

を
述

べ
て

、
そ

れ
を

代
弁

し
て

も
ら

う
と

い
う

形
に

な
る

ん
で

す
か

。

3
1

平
成

３
０

年
（2

0
1
8

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
山

根
建

人
委

員

　
何

が
言

い
た

い
か

と
い

え
ば

、
や

っ
ぱ

り
直

接
言

う
の

と
、
間

接
的

に
メ

ー
ル

と
か

に
な

っ
ち

ゃ
う

の
か

も
し

れ
な

い
ん

で
す

け
ど

も
、
吹

田
市

の
意

見
、
特

に
余

り
ち

ょ
っ

と
ほ

か
の

自
治

体
で

こ
の

広
域

化
自

体
、
統

一
化

自
体

に
表

立
っ

て
異

を
唱

え
て

る
、
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

言
っ

て
い

る
市

と
い

う
の

は
、
余

り
見

当
た

ら
な

い
ん

で
す

。
　
そ

う
い

う
意

味
で

は
、
吹

田
は

市
長

を
初

め
ち

ょ
っ

と
そ

れ
を

待
っ

て
く

れ
と

、
や

っ
ぱ

り
賦

課
権

が
あ

る
ん

だ
か

ら
、
ち

ゃ
ん

と
吹

田
独

自
で

決
め

さ
せ

て
ほ

し
い

と
い

う
意

見
を

ず
っ

と
上

げ
て

ま
し

た
よ

ね
。
そ

れ
を

直
接

に
伝

え
る

手
段

と
い

う
の

を
吹

田
市

と
し

て
や

っ
ぱ

り
独

自
で

、
何

か
追

求
し

て
い

く
じ

ゃ
な

い
で

す
け

ど
、
市

長
会

と
か

、
北

摂
の

会
議

も
あ

る
と

言
っ

て
ま

し
た

け
ど

も
、
そ

う
い

う
意

見
を

盛
り

込
ん

で
い

く
と

い
う

か
、
発

信
し

て
い

く
場

を
つ

く
っ

て
も

ら
う

と
い

う
の

か
、
直

接
言

い
に

い
く

の
か

も
含

め
て

、
そ

う
い

う
場

が
ち

ょ
っ

と
必

要
な

の
で

は
な

い
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

う
ん

で
す

け
ど

も
、
そ

の
辺

を
吹

田
市

と
し

て
は

ど
う

い
う

ふ
う

に
考

え
て

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

す
か

。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

3
2

平
成

３
０

年
（2

0
1
8

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
山

根
建

人
委

員

　
今

回
、
一

番
や

っ
ぱ

り
市

民
に

関
係

し
て

く
る

の
が

国
保

料
だ

と
思

う
ん

で
す

け
ど

も
、
料

金
を

見
て

み
ま

し
て

も
、
国

の
改

正
も

あ
る

の
を

含
め

て
、
大

体
８

割
ぐ

ら
い

の
市

民
の

方
が

下
が

る
ん

で
す

か
ね

。
そ

う
い

う
意

味
で

は
、
一

旦
引

き
下

げ
ら

れ
る

と
い

う
よ

う
な

こ
と

に
な

る
と

い
う

ふ
う

に
思

う
ん

で
す

け
ど

も
、
結

局
、
こ

の
６

年
間

激
変

緩
和

だ
け

ど
も

、
６

年
間

府
の

共
通

の
基

準
に

合
わ

せ
て

い
く

と
、
吹

田
市

と
し

て
は

上
が

っ
て

し
ま

う
と

い
う

ふ
う

に
、
ど

う
な

る
か

は
、
そ

の
医

療
費

の
問

題
と

か
は

１
年

１
年

わ
か

ら
な

い
で

す
け

ど
も

、
恐

ら
く

上
が

る
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

予
測

さ
れ

る
と

い
う

ふ
う

に
思

う
ん

で
す

け
ど

も
、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

が
や

っ
ぱ

り
各

市
町

村
、
北

摂
７

市
で

も
や

っ
ぱ

り
保

険
料

が
上

が
っ

て
い

く
と

い
う

こ
と

自
体

が
、

市
民

の
被

保
険

者
の

人
に

影
響

が
い

く
わ

け
で

、
そ

こ
が

や
っ

ぱ
り

共
通

の
大

き
な

問
題

に
な

っ
て

い
く

の
で

は
な

い
か

な
と

い
う

ふ
う

に
私

は
思

っ
て

い
ま

す
。

　
自

治
体

ご
と

に
健

康
寿

命
と

か
も

違
い

ま
す

し
、
医

療
に

か
か

っ
て

る
お

金
と

い
う

の
も

違
う

の
で

、
ぜ

ひ
、
北

摂
７

市
で

も
そ

う
い

っ
た

共
通

の
問

題
を

大
阪

府
に

上
げ

て
い

き
な

が
ら

も
、
や

っ
ぱ

り
市

独
自

で
、

吹
田

市
の

市
民

と
し

て
は

ど
う

な
る

の
か

と
、
国

保
料

っ
て

国
保

税
と

も
言

わ
れ

て
る

ん
で

す
け

ど
も

、
税

金
と

い
う

こ
と

で
応

能
の

負
担

の
原

則
も

と
い

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

の
で

、
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

う
意

味
で

は
、
市

民
の

生
活

や
健

康
の

た
め

に
国

保
料

の
あ

り
方

が
ど

う
な

の
か

っ
て

い
う

、
市

の
や

っ
ぱ

り
確

固
と

し
た

意
見

と
い

う
の

が
必

要
に

な
っ

て
く

る
の

で
は

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

の
で

、
そ

れ
を

ち
ょ

っ
と

、
今

回
統

一
化

で
、
僕

の
意

見
と

し
て

は
吹

田
市

だ
け

独
自

に
孤

塁
を

守
る

じ
ゃ

な
い

で
す

け
ど

も
、
孤

高
の

存
在

と
し

て
、
賦

課
権

は
市

町
村

に
あ

る
の

だ
か

ら
独

自
で

や
る

ん
だ

と
い

う
意

思
を

示
し

て
ほ

し
か

っ
た

な
と

い
う

ふ
う

に
思

う
ん

で
す

。
そ

れ
は

な
か

な
か

大
阪

府
下

全
部

で
、
も

う
み

ん
な

が
入

っ
ち

ゃ
っ

て
る

も
と

で
、
な

か
な

か
吹

田
市

だ
け

が
抜

け
て

独
自

で
や

る
と

い
う

判
断

も
、
そ

れ
は

そ
れ

で
難

し
い

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
も

思
い

ま
す

け
ど

も
、
そ

の
辺

を
や

っ
ぱ

り
ち

ょ
っ

と
ぜ

ひ
追

求
と

い
う

か
、
３

年
後

の
見

直
し

も
あ

り
ま

す
の

で
、
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

　
１
年

１
年

が
や

っ
ぱ

り
勝

負
な

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

い
う

ふ
う

に
も

思
い

ま
す

し
、
今

、
大

阪
府

で
減

免
制

度
と

い
い

ま
す

か
。
多

子
減

免
と

か
、
そ

う
い

う
こ

と
も

今
回

間
に

合
わ

な
か

っ
た

と
い

う
ふ

う
に

聞
い

て
る

ん
で

す
け

ど
も

、
そ

れ
は

今
年

度
１
年

間
か

け
て

、
何

か
議

論
を

さ
れ

る
ん

で
し

ょ
う

か
。

3
3

平
成

３
０

年
（2

0
1
8

年
）

３
月

予
算

常
任

委
員

会
上

垣
優

子
委

員

　
そ

れ
か

ら
、
都

道
府

県
単

位
の

国
保

の
統

一
化

に
よ

っ
て

、
国

の
ほ

う
が

激
変

緩
和

財
源

を
4

0
0

億
円

で
す

か
、
用

意
し

た
と

い
う

ふ
う

に
聞

い
て

る
ん

で
す

け
ど

、
こ

れ
は

大
阪

府
に

入
っ

て
、
各

市
町

村
に

お
り

て
く

る
の

か
な

と
思

う
ん

で
す

が
、
吹

田
市

に
は

一
定

こ
の

財
源

は
お

り
て

き
て

る
ん

で
し

ょ
う

か
。

（
12
）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

3
4

平
成

３
０

年
（2

0
1
8

年
）

３
月

予
算

常
任

委
員

会
上

垣
優

子
委

員

　
吹

田
市

は
な

い
け

れ
ど

も
、
大

阪
府

内
の

市
町

村
に

よ
っ

て
は

、
そ

れ
が

お
り

て
き

て
る

と
こ

ろ
も

あ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
れ

ば
、
そ

の
基

準
と

い
う

の
か

、
こ

の
市

は
お

り
て

、
こ

の
市

は
お

り
な

い
と

い
う

、
そ

の
違

い
は

何
な

ん
で

し
ょ

う
か

。

3
5

平
成

3
1
年

（2
0

1
9

年
）

2
月

定
例

会
塩

見
み

ゆ
き

議
員

　
次

に
、
国

民
健

康
保

険
料

に
つ

い
て

お
聞

き
を

い
た

し
ま

す
。

　
国

民
健

康
保

険
は

非
正

規
の

労
働

者
や

無
職

の
方

、
高

齢
者

が
加

入
さ

れ
て

お
り

、
国

保
の

高
騰

が
と

ま
ら

ず
被

保
険

者
は

悲
鳴

を
上

げ
て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
　
国

が
国

庫
負

担
金

を
抑

制
し

続
け

る
限

り
、
保

険
料

は
下

が
り

ま
せ

ん
。
我

が
党

は
、
全

国
知

事
会

、
全

国
市

長
会

が
求

め
て

い
る

と
お

り
、
１
兆

円
の

公
費

を
投

入
し

、
均

等
割

、
平

等
割

を
な

く
し

、
協

会
け

ん
ぽ

並
み

に
国

保
料

を
引

き
下

げ
る

こ
と

を
提

案
し

て
い

ま
す

。
　
今

年
度

も
賦

課
限

度
額

は
３

万
円

引
き

上
げ

ら
れ

、
9

6
万

円
で

提
案

さ
れ

て
い

ま
す

。
国

民
健

康
保

険
運

営
協

議
会

は
、
条

例
改

正
案

の
諮

問
に

対
し

、
原

案
に

賛
成

す
る

と
と

も
に

、
賦

課
限

度
額

の
対

象
と

な
る

世
帯

へ
の

影
響

を
考

慮
し

、
検

証
を

進
め

る
こ

と
と

す
る

意
見

を
附

帯
さ

れ
ま

し
た

。
　
運

協
の

意
見

に
対

し
、
そ

の
影

響
に

つ
い

て
具

体
的

に
市

は
ど

の
よ

う
に

実
態

の
把

握
を

さ
れ

る
の

か
、

お
聞

き
を

い
た

し
ま

す
。

　
ま

た
、
府

内
統

一
化

で
求

め
ら

れ
て

い
る

均
等

割
と

平
等

割
の

比
率

の
変

更
に

よ
り

、
多

人
数

の
世

帯
ほ

ど
均

等
割

で
保

険
料

が
高

く
な

っ
て

い
ま

す
。
例

え
ば

、
吹

田
市

で
４

人
家

族
年

収
3

0
0

万
円

3
0

代
の

夫
婦

と
未

成
年

の
子

供
二

人
の

場
合

、
保

険
料

は
3

0
万

3
0

0
円

で
す

。
協

会
け

ん
ぽ

の
場

合
な

ら
1
5

万
3

0
0

0
円

で
、
ほ

ぼ
半

額
で

す
。
も

し
均

等
割

と
平

等
割

を
廃

止
す

る
と

1
8

万
2

0
0

0
円

に
引

き
下

が
り

ま
す

。
そ

れ
で

も
協

会
け

ん
ぽ

の
ほ

う
が

３
万

円
ほ

ど
低

く
、
い

か
に

国
保

料
が

高
い

か
が

わ
か

り
ま

す
。
せ

め
て

均
等

割
は

廃
止

に
す

べ
き

で
す

。
均

等
割

は
ゼ

ロ
歳

の
子

供
に

も
か

か
る

大
き

な
負

担
に

な
っ

て
い

ま
す

。
　
2

0
1
8

年
度

及
び

来
年

度
か

ら
、
子

供
に

か
か

る
国

保
料

の
独

自
減

免
を

実
施

ま
た

は
実

施
を

予
定

し
て

い
る

自
治

体
は

全
国

で
８

市
あ

り
ま

す
。
宮

古
市

は
子

供
の

均
等

割
を

免
除

、
仙

台
市

や
旭

川
市

は
1
8

歳
未

満
の

子
供

の
均

等
割

を
３

割
減

額
な

ど
と

な
っ

て
い

ま
す

。
多

子
世

帯
に

対
す

る
減

免
に

つ
い

て
、
現

在
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

お
伺

い
い

た
し

ま
す

。

3
6

平
成

3
1
年

（2
0

1
9

年
）

2
月

定
例

会
塩

見
み

ゆ
き

議
員

　
本

当
に

2
8

年
間

で
国

保
料

は
２

倍
に

な
っ

て
い

る
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。
本

当
に

大
き

な
負

担
に

な
っ

て
い

ま
す

の
で

、
ぜ

ひ
前

向
き

に
減

免
に

つ
い

て
は

進
め

て
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
に

お
願

い
を

い
た

し
ま

す
。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

3
7

平
成

3
1
年

（2
0

1
9

年
）

2
月

定
例

会
倉

沢
恵

議
員

　
議

案
第

2
3

号
　
平

成
3

1
年

度
吹

田
市

国
民

健
康

保
険

特
別

会
計

予
算

に
つ

い
て

、
日

本
共

産
党

を
代

表
し

て
意

見
を

述
べ

ま
す

。
　
国

民
健

康
保

険
は

、
国

の
社

会
保

障
費

削
減

に
よ

っ
て

毎
年

大
幅

に
値

上
げ

さ
れ

、
既

に
高

過
ぎ

る
国

保
料

は
市

民
負

担
の

限
界

を
超

え
て

い
ま

す
。

　
全

国
知

事
会

、
全

国
市

長
会

、
全

国
町

村
会

は
、
国

保
に

１
兆

円
の

国
費

を
投

入
し

、
国

保
料

の
引

き
下

げ
を

図
る

べ
き

と
提

案
し

て
い

ま
す

。
　
吹

田
市

の
国

保
は

、
４

人
家

族
で

年
収

3
0

0
万

円
、
3

0
歳

代
夫

婦
と

子
供

二
人

の
場

合
で

国
保

料
が

3
0

万
3

,0
0

0
円

で
す

。
協

会
け

ん
ぽ

な
ら

1
5

万
3

,0
0

0
円

で
ほ

ぼ
半

額
で

す
。
全

国
的

に
国

民
健

康
保

険
は

非
正

規
労

働
者

や
高

齢
の

年
金

生
活

者
が

加
入

者
の

多
数

を
占

め
、
加

入
者

の
１
人

当
た

り
保

険
料

は
協

会
健

保
の

1
.3

倍
、
大

企
業

の
労

働
者

の
組

合
健

保
の

1
.7

倍
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。
所

得
は

低
い

の
に

保
険

料
は

一
番

高
い

と
い

う
不

公
平

な
状

態
で

す
。

　
さ

ら
に

、
昨

年
度

か
ら

法
改

正
に

よ
り

、
市

町
村

が
事

業
主

体
で

あ
っ

た
国

保
が

大
阪

府
下

で
統

一
化

さ
れ

ま
し

た
。
統

一
化

に
よ

り
市

町
村

が
独

自
に

財
政

を
繰

り
入

れ
て

国
保

料
の

軽
減

な
ど

を
す

る
こ

と
が

困
難

と
な

り
、
６

年
間

の
経

過
期

間
の

中
で

、
均

等
割

3
0

、
平

等
割

7
0

を
、
均

等
割

6
0

、
平

等
割

4
0

に
す

る
見

直
し

で
、
世

帯
人

数
が

ふ
え

る
ご

と
に

負
担

が
ふ

え
る

。
独

自
の

減
免

制
度

の
縮

小
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
　
吹

田
市

の
国

保
は

繰
入

額
が

府
下

で
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

と
き

も
あ

り
、
か

つ
て

は
市

の
努

力
が

評
価

さ
れ

た
時

代
も

あ
り

ま
し

た
。
し

か
し

、
府

下
統

一
化

に
踏

み
切

っ
た

こ
と

で
、
制

度
の

根
幹

が
大

き
く

後
退

し
ま

し
た

。
子

供
が

多
い

家
族

へ
の

独
自

の
減

免
も

制
度

化
さ

れ
て

お
り

ま
せ

ん
。

　
よ

っ
て

、
本

会
計

に
反

対
す

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。

3
8

平
成

3
1
年

（2
0

1
9

年
）

2
月

定
例

会
梶

川
文

代
議

員

　
議

案
第

2
3

号
　
平

成
3

1
年

度
吹

田
市

国
民

健
康

保
険

特
別

会
計

予
算

に
つ

い
て

意
見

を
申

し
述

べ
ま

す
。

　
今

般
、
国

民
健

康
保

険
料

が
大

阪
府

下
統

一
、
一

元
化

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

。
そ

の
効

果
や

影
響

に
つ

い
て

の
説

明
が

全
く

乏
し

く
、
保

険
料

が
増

額
に

な
る

当
事

者
の

理
解

を
得

る
努

力
も

し
て

い
な

い
と

い
う

状
況

で
、
大

阪
府

主
導

に
よ

る
決

定
が

な
さ

れ
た

こ
と

に
た

だ
従

う
の

で
は

な
く

、
本

市
独

自
に

よ
る

上
乗

せ
策

を
講

じ
て

、
保

険
料

負
担

増
の

軽
減

を
し

て
、
市

民
の

命
重

視
、
病

状
の

進
行

を
防

ぎ
、
健

康
増

進
に

努
め

る
こ

と
を

条
件

と
付

し
て

、
本

案
に

対
し

て
は

不
承

不
承

で
は

あ
り

ま
す

が
、
賛

成
と

い
た

し
ま

す
。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

3
9

平
成

3
1
年

（2
0

1
9

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
倉

沢
恵

委
員

　
国

民
健

康
保

険
の

こ
と

な
ん

で
す

が
、
毎

年
、
繰

出
金

も
出

し
、
大

阪
府

一
本

化
に

向
け

て
制

度
が

大
き

く
変

わ
っ

て
い

く
過

程
だ

と
思

う
ん

で
す

が
、
一

昨
年

、
全

国
知

事
会

で
高

過
ぎ

る
国

保
料

に
つ

い
て

、
協

会
け

ん
ぽ

並
み

に
引

き
下

げ
る

と
い

う
点

で
、
国

が
き

ち
ん

と
１
兆

円
ぐ

ら
い

の
繰

入
金

を
入

れ
て

、
国

保
料

を
下

げ
る

べ
き

だ
と

い
う

提
案

が
あ

り
ま

し
た

。
こ

れ
は

全
会

一
致

、
大

阪
府

の
知

事
さ

ん
も

含
め

て
可

決
さ

れ
た

と
こ

な
ん

で
す

け
ど

も
。

　
現

場
で

問
題

に
な

っ
て

る
こ

と
は

、
市

民
の

方
か

ら
の

苦
情

。
国

民
健

康
保

険
の

納
付

申
請

書
が

届
い

た
と

き
に

は
、
窓

口
が

大
混

乱
し

て
、
職

員
さ

ん
も

大
変

苦
労

し
て

お
ら

れ
る

と
思

う
ん

で
す

。
協

会
け

ん
ぽ

の
場

合
に

は
、
収

入
だ

け
が

基
準

に
な

っ
て

、
家

族
が

何
人

い
よ

う
が

、
基

本
的

に
は

料
金

が
一

緒
。
と

こ
ろ

が
、
国

保
の

場
合

に
は

、
均

等
割

で
、
ゼ

ロ
歳

の
子

も
、
生

ま
れ

た
と

き
か

ら
か

か
る

仕
組

み
に

な
っ

て
る

わ
け

で
す

ね
。
こ

れ
は

結
局

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

国
保

料
を

取
る

か
と

い
う

必
要

に
迫

ら
れ

て
つ

く
ら

れ
た

仕
組

み
で

は
な

い
か

と
い

う
ふ

う
に

思
う

ん
で

す
。
こ

の
均

等
割

、
平

等
割

で
す

ね
、
こ

う
い

う
仕

組
み

に
つ

い
て

の
批

判
も

高
ま

っ
て

い
る

と
こ

な
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

う
こ

と
に

つ
い

て
の

現
場

の
意

見
は

ど
う

で
し

ょ
う

か
。

4
0

平
成

3
1
年

（2
0

1
9

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
倉

沢
恵

委
員

　
例

え
ば

、
代

表
質

問
で

我
が

党
の

塩
見

議
員

か
ら

指
摘

を
し

ま
し

た
け

れ
ど

も
、
４

人
家

族
の

場
合

に
、
例

え
ば

年
収

3
0

0
万

円
で

、
国

保
の

場
合

は
年

間
で

3
0

万
3

0
0

円
、
協

会
け

ん
ぽ

の
場

合
で

す
と

1
5

万
3

,0
0

0
円

と
い

う
ふ

う
な

基
準

が
あ

っ
て

、
も

と
も

と
軽

減
し

て
る

と
は

言
う

ん
だ

け
ど

、
も

と
も

と
す

ご
く

や
っ

ぱ
り

高
い

で
す

よ
ね

。
そ

れ
に

つ
い

て
は

ど
う

い
う

ふ
う

に
お

考
え

な
ん

で
す

か
。

（
15
）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

4
1

平
成

3
1
年

（2
0

1
9

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
倉

沢
恵

委
員

　
公

費
が

あ
る

ん
で

す
ね

。
き

ち
ん

と
公

費
が

あ
っ

て
、
国

民
健

康
保

険
に

つ
い

て
は

事
業

者
負

担
が

な
い

の
で

、
そ

の
分

を
国

が
出

し
ま

し
ょ

う
と

い
う

法
律

が
つ

く
ら

れ
て

、
そ

こ
で

ス
タ

ー
ト

し
た

ん
だ

け
れ

ど
も

、
５

割
負

担
が

年
々

、
法

改
正

な
ど

も
あ

っ
て

縮
小

さ
れ

て
い

っ
た

結
果

、
す

ご
く

料
金

が
高

く
な

る
一

つ
の

要
素

に
な

っ
て

い
る

。
　
そ

れ
と

、
加

入
者

そ
の

も
の

が
年

金
生

活
者

や
、
事

業
者

と
は

い
っ

て
も

所
得

の
低

い
事

業
者

が
中

心
に

な
っ

て
。
そ

う
い

う
点

で
い

う
と

、
フ

リ
ー

タ
ー

の
方

と
か

、
転

々
と

職
を

か
え

て
い

る
方

が
国

保
に

入
る

と
、

協
会

け
ん

ぽ
と

比
べ

て
び

っ
く

り
す

る
よ

う
な

値
段

の
請

求
が

来
て

、
驚

く
と

い
う

よ
う

な
こ

と
に

な
っ

て
る

と
思

う
ん

で
す

ね
。
構

造
的

に
、
退

職
者

や
フ

リ
ー

タ
ー

等
の

不
安

定
雇

用
の

人
が

中
心

な
ん

で
、
そ

こ
に

お
け

る
高

額
化

と
い

う
の

が
大

き
な

社
会

問
題

に
な

っ
て

る
。
そ

こ
で

全
国

知
事

会
も

動
い

た
ん

で
は

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。
　
そ

こ
で

質
問

な
ん

で
す

が
、
人

数
割

、
均

等
割

の
部

分
、
こ

こ
に

対
す

る
具

体
的

な
助

成
策

と
し

て
、
全

国
で

は
い

ろ
ん

な
、
人

数
割

を
廃

止
す

る
、
も

し
く

は
補

助
を

出
す

、
も

し
く

は
年

齢
の

低
い

人
に

対
し

て
は

減
免

を
す

る
と

い
う

ふ
う

な
特

別
の

手
だ

て
を

と
っ

て
る

市
町

村
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
、
そ

ん
な

こ
と

は
検

討
さ

れ
て

ま
せ

ん
か

。

4
2

平
成

3
1
年

（2
0

1
9

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
倉

沢
恵

委
員

　
大

阪
府

も
検

討
し

、
吹

田
市

で
も

そ
れ

が
実

現
を

す
る

よ
う

に
、
汗

を
か

い
て

い
た

だ
き

た
い

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。
収

入
の

中
で

税
金

も
払

わ
な

い
か

ん
、
年

金
も

払
わ

な
い

か
ん

、
国

保
料

で
１
割

近
く

持
っ

て
い

か
れ

る
と

、
こ

れ
に

対
す

る
市

民
の

悲
鳴

と
い

う
の

は
、
す

ご
く

強
い

も
ん

が
あ

り
ま

す
。
協

会
け

ん
ぽ

並
み

に
下

げ
て

く
れ

と
い

う
声

は
、
こ

れ
は

も
う

全
国

知
事

会
だ

け
で

は
な

く
て

、
利

用
者

も
そ

う
い

う
意

見
だ

と
思

い
ま

す
の

で
、
ぜ

ひ
独

自
減

免
も

含
め

て
、
汗

を
か

い
て

い
た

だ
く

よ
う

に
、
強

く
要

望
し

て
お

き
ま

す
。

4
3

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

小
北

一
美

委
員

　
健

康
医

療
部

の
資

料
６

ペ
ー

ジ
か

ら
1
1
ペ

ー
ジ

の
国

民
健

康
保

険
に

お
け

る
保

険
者

努
力

支
援

制
度

、
保

険
給

付
費

等
交

付
金

の
特

別
交

付
金

に
関

す
る

府
内

の
取

り
組

み
状

況
の

分
で

す
け

ど
も

、
国

保
の

広
域

化
が

平
成

3
0

年
度

か
ら

始
ま

り
ま

し
た

が
、
以

前
、
吹

田
市

独
自

で
や

っ
て

い
た

と
き

と
比

べ
て

、
大

き
く

は
収

入
等

で
変

更
に

な
っ

て
お

り
ま

す
が

、
そ

の
辺

を
簡

潔
に

述
べ

て
も

ら
え

ま
す

か
。

（
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）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

4
4

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
国

保
の

こ
と

で
ち

ょ
っ

と
お

伺
い

し
た

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
資

料
を

い
た

だ
い

て
は

お
り

ま
す

が
、
資

料
じ

ゃ
な

い
こ

と
で

聞
き

ま
す

。
　
2

0
1
8

年
度

か
ら

６
年

か
け

て
都

道
府

県
単

位
化

が
進

め
ら

れ
る

と
い

う
こ

と
で

、
昨

年
度

が
そ

の
最

初
の

年
度

で
し

た
。
府

で
賦

課
割

合
を

均
等

割
6

0
％

、
世

帯
割

4
0

％
に

す
る

と
い

う
こ

と
で

、
吹

田
市

は
こ

れ
ま

で
は

均
等

割
3

0
％

、
そ

れ
か

ら
世

帯
割

7
0

％
と

い
う

ふ
う

に
、
そ

の
割

合
が

逆
転

し
て

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

れ
を

ち
ょ

っ
と

ず
つ

変
え

て
い

く
と

い
う

こ
と

で
進

め
て

い
く

と
い

う
お

話
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
。
こ

の
こ

と
に

よ
っ

て
、
単

身
世

帯
の

保
険

料
は

下
が

る
ん

で
す

け
ど

、
世

帯
人

数
が

ふ
え

る
ご

と
に

保
険

料
が

上
が

る
と

い
う

ふ
う

に
、
吹

田
市

の
保

険
料

の
仕

組
み

が
大

き
く

変
わ

る
と

い
う

こ
と

で
、
非

常
に

懸
念

を
し

て
お

り
ま

し
た

。
　
そ

も
そ

も
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
、
賦

課
割

合
の

決
定

権
は

今
で

も
吹

田
市

に
あ

る
の

か
ど

う
か

、
そ

の
点

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

4
5

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
そ

も
そ

も
こ

の
都

道
府

県
単

位
化

で
、
府

内
の

各
市

町
村

が
府

か
ら

こ
れ

だ
け

の
拠

出
金

を
出

し
な

さ
い

と
い

う
ふ

う
に

金
額

を
割

り
当

て
ら

れ
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

、
そ

の
金

額
を

ど
ん

な
ふ

う
に

集
め

る
か

、
そ

れ
は

吹
田

市
に

賦
課

権
が

あ
る

の
で

、
吹

田
市

で
決

め
て

も
よ

い
と

い
う

ふ
う

に
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
こ

れ
は

今
、
激

変
緩

和
措

置
の

期
間

中
だ

か
ら

、
吹

田
市

が
そ

う
い

う
決

め
方

が
で

き
る

ん
だ

け
ど

、
こ

れ
は

５
年

後
に

は
運

営
方

針
に

基
づ

い
た

均
等

割
と

世
帯

割
の

割
合

と
い

う
の

を
必

ず
守

ら
な

き
ゃ

い
け

な
い

と
い

う
ふ

う
に

な
っ

て
い

る
ん

で
す

か
。

4
6

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
従

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

こ
と

な
ん

で
す

ね
。
そ

れ
は

い
た

し
方

な
い

と
し

て
、
広

域
化

調
整

会
議

で
、
府

内
市

町
村

の
意

見
を

反
映

し
な

が
ら

広
域

化
を

進
め

て
い

る
と

い
う

こ
と

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
北

摂
地

域
で

は
豊

中
市

が
そ

の
代

表
で

意
見

を
出

し
て

る
み

た
い

な
ん

で
す

が
、
そ

も
そ

も
吹

田
市

は
何

か
意

見
を

言
っ

て
、
豊

中
市

に
こ

れ
こ

れ
を

伝
え

て
く

れ
と

、
今

の
広

域
化

の
進

め
方

に
関

し
て

何
か

伝
え

て
お

ら
れ

る
ん

で
し

ょ
う

か
。
と

い
う

の
は

、
な

ぜ
参

加
す

る
の

か
と

い
う

議
論

が
あ

っ
た

と
き

に
、
参

加
し

な
い

と
意

見
が

言
え

な
い

じ
ゃ

な
い

か
と

、
部

外
者

と
し

て
は

意
見

が
言

え
な

い
か

ら
、
参

加
し

て
問

題
点

が
あ

れ
ば

言
う

ん
で

す
と

い
う

こ
と

を
お

っ
し

ゃ
っ

て
た

ん
で

、
そ

の
点

は
意

見
を

言
っ

て
る

ん
で

す
か

。
こ

の
１
年

間
の

こ
と

を
お

聞
き

し
た

い
ん

で
す

。

4
7

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
吹

田
市

の
意

見
は

ど
う

い
っ

た
も

の
な

の
か

。
ま

た
、
そ

れ
は

ち
ゃ

ん
と

府
に

伝
わ

っ
て

反
映

さ
れ

て
い

く
も

の
な

の
か

ど
う

か
。
そ

の
点

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

4
8

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
そ

の
点

に
つ

い
て

は
、
要

望
は

し
た

と
い

う
こ

と
は

わ
か

り
ま

し
た

が
、
そ

れ
が

ど
う

い
う

ふ
う

に
府

の
ほ

う
で

検
討

さ
れ

て
い

る
の

か
と

い
う

の
は

わ
か

る
ん

で
す

か
。
要

望
を

上
げ

た
だ

け
で

す
か

。

（
17
）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

4
9

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
資

料
で

見
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

と
、
健

康
医

療
部

の
1
2

ペ
ー

ジ
で

、
今

の
加

入
者

の
状

況
が

と
ど

う
い

う
も

の
な

の
か

と
い

う
の

が
大

体
伝

わ
っ

て
く

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
２

番
の

所
得

階
層

別
世

帯
数

と
い

う
こ

と
で

、
3

3
万

円
以

下
ま

た
は

不
明

と
い

う
世

帯
が

、
平

成
3

0
年

度
の

時
点

で
は

約
5

2
％

、
過

半
数

を
上

回
っ

て
い

る
と

い
う

よ
う

な
状

況
で

、
こ

れ
が

５
年

前
と

比
べ

る
と

じ
わ

じ
わ

と
ふ

え
て

き
て

い
る

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。
高

額
所

得
の

方
と

い
う

の
も

ど
ん

ど
ん

減
っ

て
き

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
、
加

入
者

全
体

の
所

得
が

減
っ

て
い

る
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
う

ん
で

す
が

、
一

方
で

、
こ

の
１
番

の
上

の
表

を
見

て
み

ま
す

と
、

所
得

割
算

定
基

礎
額

が
ふ

え
て

い
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
点

は
ど

の
よ

う
に

評
価

、
分

析
さ

れ
て

い
る

の
か

。
そ

の
点

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

5
0

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
要

は
、
所

得
割

の
算

定
に

入
ら

へ
ん

人
は

、
そ

も
そ

も
保

険
料

も
も

ち
ろ

ん
そ

ん
な

に
高

く
な

い
だ

ろ
う

と
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
結

論
か

ら
言

う
と

、
加

入
者

は
ど

ん
ど

ん
減

っ
て

き
て

い
る

と
。
そ

の
理

由
は

、
ど

う
い

う
も

の
な

の
か

と
い

う
こ

と
を

お
答

え
い

た
だ

き
た

い
の

と
、
3

3
万

円
以

下
ま

た
は

不
明

と
い

う
方

が
こ

れ
だ

け
の

多
数

を
占

め
て

い
る

中
で

、
国

保
料

を
い

か
に

払
え

る
水

準
に

す
る

か
と

い
う

こ
と

が
非

常
に

大
事

だ
と

思
い

ま
す

。
ま

ず
、
そ

の
点

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

5
1

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
後

期
高

齢
者

が
そ

れ
だ

け
多

い
と

い
う

こ
と

が
一

つ
あ

る
の

と
、
法

改
正

に
よ

っ
て

、
短

時
間

の
パ

ー
ト

の
方

と
か

で
も

社
会

保
険

に
加

入
し

て
い

く
と

い
う

こ
と

で
、
だ

か
ら

本
当

に
収

入
の

な
い

人
た

ち
の

保
険

制
度

と
い

う
ふ

う
に

ど
ん

ど
ん

な
っ

て
い

く
と

い
う

こ
と

で
、
ま

す
ま

す
未

来
は

暗
い

な
と

い
う

ふ
う

に
な

っ
て

し
ま

う
ん

で
す

。
　
一

方
で

、
赤

字
解

消
計

画
の

進
捗

状
況

も
見

せ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
こ

れ
も

基
本

的
に

は
平

成
2

9
年

度
で

単
年

度
収

支
黒

字
に

改
善

を
し

た
と

い
う

こ
と

に
な

っ
て

い
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、
こ

れ
と

同
時

に
統

一
化

の
こ

と
も

進
ん

で
い

く
と

い
う

こ
と

で
、
今

後
こ

の
ま

ま
進

ん
で

い
け

ば
保

険
料

は
さ

ら
に

上
が

っ
て

い
く

の
か

と
い

う
ふ

う
に

思
う

ん
で

す
が

、
そ

の
点

は
ど

の
よ

う
に

見
通

し
を

持
っ

て
お

ら
れ

る
の

か
。

5
2

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

保
険

料
の

引
き

下
げ

に
関

し
て

、
国

に
対

し
て

の
要

望
活

動
と

い
う

の
は

、
ど

ん
な

ふ
う

に
さ

れ
て

き
た

ん
で

す
か

。

5
3

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
0

月
決

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
私

た
ち

も
国

に
対

し
て

要
望

し
て

お
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
今

の
国

保
が

、
世

帯
人

数
が

ふ
え

れ
ば

ふ
え

る
ほ

ど
保

険
料

が
ふ

え
る

と
い

う
、
本

来
な

ら
扶

養
す

る
家

族
が

多
け

り
ゃ

多
い

ほ
ど

保
険

料
を

下
げ

な
い

と
、

そ
の

人
た

ち
の

可
処

分
所

得
が

減
る

ん
で

、
す

ご
く

い
び

つ
な

保
険

料
の

制
度

や
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
け

れ
ど

も
、
引

き
続

き
国

に
対

し
て

も
要

望
を

強
め

て
い

た
だ

き
た

い
と

い
う

こ
と

で
申

し
上

げ
て

お
き

ま
す

。

（
18
）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

5
4

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
１
月

定
例

会
竹

村
博

之
議

員

　
そ

れ
で

は
次

の
国

民
健

康
保

険
に

つ
い

て
お

尋
ね

い
た

し
ま

す
。

　
2

0
1
8

年
度

か
ら

国
保

制
度

の
府

下
統

一
化

が
強

行
さ

れ
ま

し
た

。
懸

念
を

し
て

い
た

よ
う

に
、
高

過
ぎ

て
払

え
な

い
国

保
料

の
実

態
が

一
層

拡
大

し
て

い
ま

す
。
例

え
ば

3
0

歳
代

夫
婦

と
未

成
年

の
子

供
二

人
の

４
人

世
帯

で
年

収
3

0
0

万
円

の
場

合
、
本

市
で

は
年

間
保

険
料

が
3

0
万

8
,9

3
8

円
で

、
2

0
1
8

年
度

よ
り

も
6

,3
2

1
円

値
上

げ
さ

れ
て

い
ま

す
。
こ

の
世

帯
で

年
収

の
１
割

以
上

が
保

険
料

で
は

、
余

り
に

も
厳

し
過

ぎ
ま

す
。
2

0
1
9

年
度

の
都

道
府

県
ご

と
に

国
保

料
・
税

を
値

上
げ

し
た

自
治

体
の

割
合

で
、
値

上
げ

し
た

自
治

体
数

が
９

割
と

断
ト

ツ
で

多
い

の
が

大
阪

府
で

あ
り

ま
す

。
原

因
は

、
府

が
市

町
村

に
国

保
へ

の
財

政
支

援
を

や
め

る
よ

う
強

く
求

め
て

い
る

か
ら

で
す

。
市

町
村

が
国

保
へ

の
支

援
を

減
ら

せ
ば

、
今

で
も

高
過

ぎ
る

保
険

料
が

さ
ら

に
上

が
る

の
は

当
然

で
す

。
　
そ

も
そ

も
国

保
料

の
高

騰
は

、
国

が
国

庫
負

担
金

を
減

ら
し

続
け

て
き

た
の

が
原

因
で

す
。
全

国
知

事
会

な
ど

地
方

３
団

体
が

国
庫

負
担

金
の

大
幅

な
増

額
１
兆

円
を

求
め

て
い

る
の

は
そ

の
た

め
で

あ
り

ま
す

。
国

は
交

付
金

増
額

を
ち

ら
つ

か
せ

て
、
指

導
に

従
わ

な
け

れ
ば

ペ
ナ

ル
テ

ィ
ー

を
与

え
て

自
治

体
を

誘
導

し
、

国
保

料
値

上
げ

を
促

し
て

い
ま

す
が

、
不

当
で

あ
り

、
国

の
責

任
は

重
大

で
す

。
　
一

方
で

、
国

保
制

度
の

保
険

者
は

自
治

体
で

あ
る

市
町

村
と

法
律

で
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。
だ

か
ら

こ
そ

、
厚

労
省

は
こ

れ
ま

で
、
公

費
繰

り
入

れ
は

自
治

体
の

判
断

で
で

き
る

と
し

て
ま

い
り

ま
し

た
。
自

治
体

独
自

の
施

策
を

禁
止

す
れ

ば
、
憲

法
に

定
め

る
地

方
自

治
の

本
旨

を
侵

す
こ

と
に

な
る

た
め

で
あ

り
ま

す
。
保

険
料

を
決

め
る

の
も

財
政

支
援

を
す

る
の

も
、
市

町
村

が
決

め
る

こ
と

で
あ

り
ま

す
。
国

は
も

ち
ろ

ん
大

阪
府

に
も

強
制

す
る

権
限

は
あ

り
ま

せ
ん

。
吹

田
市

は
市

民
の

立
場

で
し

っ
か

り
取

り
組

む
べ

き
で

あ
り

ま
す

。
国

保
財

政
へ

の
一

般
会

計
法

定
外

繰
り

入
れ

を
も

と
に

戻
し

て
、
保

険
料

の
引

き
下

げ
を

求
め

ま
す

。
御

所
見

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

5
5

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
１
月

定
例

会
竹

村
博

之
議

員

　
法

の
趣

旨
と

で
す

ね
、
国

や
府

か
ら

の
圧

力
と

の
は

ざ
ま

で
、
結

局
は

市
民

の
立

場
に

な
か

な
か

立
っ

て
い

た
だ

け
な

い
と

い
う

、
そ

う
い

う
現

状
が

あ
る

と
い

う
ふ

う
に

痛
感

い
た

し
ま

し
た

。
　
国

保
加

入
者

は
で

す
ね

、
非

正
規

雇
用

の
労

働
者

や
退

職
後

の
高

齢
者

が
大

半
を

占
め

て
い

ま
す

。
加

入
者

の
貧

困
化

の
一

方
で

、
国

が
国

庫
負

担
金

を
減

ら
し

続
け

た
た

め
、
中

小
企

業
の

労
働

者
が

加
入

す
る

協
会

け
ん

ぽ
の

保
険

料
よ

り
国

保
料

が
２

倍
以

上
に

も
高

騰
し

て
い

る
と

言
わ

れ
ま

す
。
府

内
統

一
化

に
よ

る
大

阪
府

運
営

方
針

や
市

町
村

標
準

保
険

料
率

に
強

制
力

は
あ

り
ま

せ
ん

。
保

険
料

軽
減

の
た

め
の

法
定

外
繰

り
入

れ
は

引
き

続
き

市
町

村
の

権
限

で
あ

る
こ

と
、
繰

り
入

れ
な

し
を

前
提

と
し

た
標

準
保

険
料

率
に

強
制

力
は

な
い

こ
と

は
大

阪
府

も
認

め
て

お
り

ま
す

。
そ

の
点

に
つ

い
て

の
御

所
見

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

（
19
）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

5
6

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
１
月

定
例

会
竹

村
博

之
議

員

　
６

年
間

の
激

変
緩

和
期

間
と

い
う

の
は

本
当

に
不

当
だ

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。
自

治
体

の
裁

量
で

行
う

独
自

の
国

保
料

設
定

、
条

例
減

免
は

維
持

す
べ

き
で

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
の

一
般

会
計

法
定

外
繰

り
入

れ
は

国
も

認
め

て
お

り
、
こ

れ
を

活
用

し
た

取
り

組
み

が
全

国
で

広
が

っ
て

い
ま

す
。
子

供
の

国
保

料
均

等
割

部
分

に
つ

い
て

全
額

免
除

も
含

め
た

減
額

な
ど

が
全

国
各

地
で

実
施

さ
れ

て
お

り
ま

す
。
本

市
で

も
検

討
す

べ
き

と
考

え
ま

す
が

、
御

答
弁

く
だ

さ
い

。

5
7

令
和

元
年

（2
0

1
9

年
）

１
１
月

定
例

会
竹

村
博

之
議

員

　
要

望
し

て
お

き
ま

す
け

れ
ど

も
、
こ

の
多

子
世

帯
に

対
す

る
保

険
料

の
軽

減
に

つ
い

て
、
国

に
お

い
て

軽
減

制
度

と
し

て
検

討
し

て
い

る
と

の
答

弁
が

あ
り

ま
し

た
。
全

国
的

な
課

題
で

あ
る

と
国

も
認

め
て

い
る

わ
け

で
あ

り
ま

す
。
本

市
は

中
核

市
に

な
り

ま
す

。
引

き
続

き
関

係
機

関
を

通
じ

て
働

き
か

け
て

い
た

だ
く

と
同

時
に

、
来

年
度

は
府

内
統

一
化

に
よ

る
国

保
の

３
年

目
の

見
直

し
を

迎
え

ま
す

。
市

民
に

寄
り

添
い

、
市

民
負

担
の

軽
減

に
努

力
を

し
て

い
た

だ
く

と
い

う
こ

と
を

強
く

要
望

し
て

お
き

ま
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

5
8

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

２
月

定
例

会
塩

見
み

ゆ
き

議
員

　
次

に
、
国

民
健

康
保

険
料

に
つ

い
て

伺
い

ま
す

。
　
2

0
2

0
年

度
の

国
民

健
康

保
険

料
は

、
平

均
で

前
年

度
比

3
.1

3
％

の
引

き
上

げ
と

な
り

、
吹

田
市

が
大

阪
府

に
納

付
す

る
金

額
は

9
8

億
4

,1
5

4
万

円
と

な
っ

て
い

ま
す

。
賦

課
限

度
額

は
総

額
9

6
万

円
か

ら
9

9
万

円
へ

３
万

円
の

値
上

げ
、
３

年
連

続
の

引
き

上
げ

と
な

っ
て

い
ま

す
。
ケ

ー
ス

別
で

見
ま

す
と

、
4

0
代

の
夫

婦
と

子
供

二
人

の
４

人
世

帯
、
年

間
所

得
2

0
0

万
円

の
場

合
、
総

額
4

2
万

1
,0

1
8

円
、
今

年
度

に
比

べ
２

万
8

,5
9

3
円

の
値

上
げ

、
率

に
し

て
7

.3
％

の
引

き
上

げ
に

な
り

ま
す

。
ま

た
、
6

5
歳

以
上

7
4

歳
以

下
の

夫
婦

世
帯

、
そ

れ
ぞ

れ
の

年
金

が
1
2

万
円

の
場

合
、
総

額
３

万
5

,9
9

6
円

、
1
0

.3
％

の
引

き
上

げ
で

す
。

　
全

国
的

に
も

国
の

言
い

な
り

に
都

道
府

県
化

を
進

め
て

い
る

自
治

体
で

大
幅

値
上

げ
の

傾
向

が
見

ら
れ

、
大

阪
府

は
来

年
度

、
3

9
自

治
体

が
値

上
げ

を
予

定
し

、
全

体
の

9
0

.7
％

で
あ

り
、
全

国
で

６
番

目
で

す
。
大

阪
府

か
ら

標
準

保
険

料
率

が
示

さ
れ

、
公

費
の

法
定

外
繰

り
入

れ
を

や
め

る
こ

と
を

迫
ら

れ
て

い
ま

す
。
た

だ
、
６

年
間

の
激

変
緩

和
期

間
で

あ
る

こ
と

、
ま

た
府

の
示

す
標

準
保

険
料

率
は

あ
く

ま
で

参
考

値
で

あ
り

、
従

う
義

務
は

あ
り

ま
せ

ん
。
吹

田
市

は
独

自
の

補
助

を
行

い
、
市

民
負

担
の

軽
減

に
努

め
る

べ
き

と
考

え
ま

す
。

　
大

阪
府

は
各

市
町

村
に

対
し

、
法

定
外

補
助

を
実

施
し

て
い

ま
す

が
、
三

つ
あ

っ
た

補
助

の
う

ち
、
既

に
2

0
1
0

年
度

に
単

独
医

療
費

助
成

制
度

の
負

担
分

に
対

す
る

波
及

補
助

金
を

打
ち

切
っ

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
2

0
1
8

年
度

に
は

精
神

通
院

等
に

係
る

自
己

負
担

額
任

意
給

付
や

、
保

健
事

業
等

へ
の

事
業

助
成

補
助

金
を

カ
ッ

ト
い

た
し

ま
し

た
。
こ

れ
ら

の
補

助
金

が
あ

れ
ば

、
も

う
少

し
保

険
料

の
引

き
下

げ
、
も

し
く

は
据

え
置

く
こ

と
が

で
き

た
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
す

が
、
吹

田
市

は
大

阪
府

に
対

し
て

要
望

、
ま

た
意

見
表

明
を

さ
れ

た
の

か
、
伺

い
ま

す
。
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

5
9

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

２
月

定
例

会
塩

見
み

ゆ
き

議
員

　
2

0
1
9

年
度

の
保

険
料

改
定

の
際

、
国

保
運

営
協

議
会

が
賦

課
限

度
額

の
対

象
世

帯
へ

の
影

響
を

考
慮

し
、
検

証
を

進
め

る
よ

う
意

見
を

附
帯

さ
れ

ま
し

た
。
そ

の
検

証
結

果
に

つ
い

て
お

聞
き

を
い

た
し

ま
す

。
　
も

と
も

と
吹

田
市

は
多

人
数

世
帯

へ
の

配
慮

を
行

っ
て

き
ま

し
た

が
、
府

下
統

一
化

に
よ

り
多

人
数

世
帯

へ
の

負
担

が
ど

ん
ど

ん
大

き
く

な
っ

て
い

き
ま

す
。
我

が
党

は
、
せ

め
て

子
供

に
対

す
る

均
等

割
を

軽
減

す
る

こ
と

を
求

め
て

き
ま

し
た

。
以

前
の

答
弁

で
は

、
多

子
世

帯
に

対
す

る
減

免
の

実
施

に
つ

い
て

は
、
大

阪
府

・市
町

村
国

民
健

康
保

険
広

域
化

調
整

会
議

で
検

討
が

進
め

ら
れ

て
い

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、
そ

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

6
0

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

２
月

定
例

会
塩

見
み

ゆ
き

議
員

　
国

は
多

人
数

世
帯

へ
の

保
険

料
軽

減
の

た
め

、
均

等
割

の
軽

減
に

対
し

、
法

定
外

繰
り

入
れ

を
認

め
て

い
ま

す
。
で

す
か

ら
、
全

国
的

に
も

均
等

割
軽

減
・
廃

止
を

実
施

す
る

自
治

体
が

ふ
え

て
き

て
い

ま
す

。
こ

の
措

置
に

ペ
ナ

ル
テ

ィ
ー

を
与

え
て

い
る

の
は

大
阪

府
だ

け
で

す
。
吹

田
市

は
、
当

初
、
自

治
体

独
自

の
賦

課
権

は
守

ら
れ

る
べ

き
と

の
立

場
で

あ
り

、
国

保
府

下
統

一
化

に
く

み
し

な
い

と
い

う
選

択
肢

も
あ

り
ま

し
た

が
、
意

見
を

き
ち

ん
と

言
う

た
め

に
統

一
化

に
参

加
す

る
と

の
立

場
で

し
た

。
府

の
言

い
な

り
で

は
な

く
、
せ

め
て

独
自

の
均

等
割

軽
減

を
実

施
さ

れ
て

は
ど

う
か

と
考

え
ま

す
、
御

所
見

を
伺

い
ま

す
。

6
1

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

２
月

定
例

会
塩

見
み

ゆ
き

議
員

　
本

当
に

国
民

健
康

保
険

料
は

、
も

う
高

過
ぎ

て
払

え
な

い
、
そ

う
い

う
域

に
な

っ
て

ま
す

し
、
こ

の
後

も
ど

ん
ど

ん
引

き
上

げ
ら

れ
る

予
定

に
な

っ
て

い
ま

す
。
何

と
し

て
も

社
会

保
障

と
し

て
の

国
保

、
こ

の
制

度
を

守
っ

て
い

く
た

め
に

も
、
吹

田
市

独
自

の
施

策
に

つ
い

て
は

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
、
要

望
し

て
お

き
ま

す
。

6
2

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
何

点
か

確
認

さ
せ

て
も

ら
い

ま
す

。
　
６

年
間

の
激

変
緩

和
措

置
で

、
来

年
度

の
分

が
今

回
提

案
さ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
け

ど
、
保

険
料

を
払

わ
な

あ
か

ん
ね

ん
け

ど
、
払

い
た

く
て

も
な

か
な

か
正

規
の

保
険

料
が

払
え

な
い

と
い

う
方

が
、
経

済
的

な
事

情
と

か
家

庭
の

事
情

で
お

ら
れ

る
の

で
、
確

認
で

す
け

ど
、
減

免
措

置
は

ど
う

な
る

の
か

。
激

変
緩

和
措

置
の

間
、
今

ま
で

ど
お

り
で

き
る

の
か

ど
う

か
と

い
う

の
を

確
認

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

6
3

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員
　
議

案
参

考
資

料
で

い
う

と
令

和
５

年
度

ま
で

は
で

き
る

よ
う

で
す

が
、
令

和
５

年
度

で
も

う
減

免
措

置
は

終
わ

る
ん

で
し

た
か

。

6
4

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員
　
統

一
基

準
に

な
っ

て
か

ら
の

こ
と

は
、
ま

だ
こ

こ
で

は
言

え
ま

せ
ん

け
ど

も
。
今

、
本

市
の

国
保

の
累

積
赤

字
が

4
0

億
円

ぐ
ら

い
あ

っ
た

の
が

、
解

消
計

画
に

基
づ

い
て

ど
ん

ど
ん

減
っ

て
い

っ
て

ま
す

け
ど

も
、
来

年
度

で
し

た
か

、
解

消
予

定
と

い
う

の
は

。

（
21
）

 112 



N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

6
5

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員
　
予

定
ど

お
り

来
年

度
に

累
積

赤
字

が
解

消
さ

れ
た

後
、
黒

字
化

に
な

っ
た

分
を

保
険

料
の

軽
減

に
充

て
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。

6
6

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
加

入
者

の
構

成
が

、
ど

う
し

て
も

高
齢

者
で

あ
っ

た
り

、
あ

る
い

は
パ

ー
ト

の
方

な
ど

は
何

年
か

前
か

ら
も

外
れ

て
い

っ
た

り
と

い
う

こ
と

も
あ

っ
て

、
よ

り
一

層
偏

り
が

あ
る

と
い

う
こ

と
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
。
で

す
か

ら
、
こ

の
辺

は
国

に
お

い
て

し
っ

か
り

と
、
市

町
村

の
保

険
財

政
を

安
定

化
さ

せ
る

、
保

険
料

が
引

き
下

げ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
と

い
う

こ
と

が
、
や

っ
ぱ

り
全

て
の

保
険

者
の

共
通

の
要

求
と

い
う

か
課

題
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
の

で
、
そ

の
点

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
要

望
し

て
い

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。
　
そ

れ
と

、
先

ほ
ど

保
険

料
率

、
均

等
割

と
平

等
割

の
激

変
緩

和
で

、
５

ポ
イ

ン
ト

ず
つ

変
え

て
い

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

、
今

そ
の

中
間

期
間

に
な

っ
て

い
ま

す
。
今

年
度

が
統

一
化

の
３

年
目

と
い

う
こ

と
で

、
府

の
方

針
に

つ
い

て
も

見
直

し
を

す
る

時
期

に
入

る
と

い
う

こ
と

を
以

前
か

ら
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

ま
し

た
。
私

た
ち

は
、
統

一
化

に
別

に
参

加
せ

ん
で

も
い

い
ん

ち
ゃ

う
か

と
。
府

か
ら

求
め

ら
れ

て
い

る
上

納
分

、
負

担
金

分
に

つ
い

て
は

払
う

け
れ

ど
も

、
保

険
料

率
の

設
定

は
吹

田
市

独
自

の
多

人
数

世
帯

、
多

子
世

帯
に

優
し

い
、

そ
う

い
う

設
定

に
な

っ
て

ま
し

た
か

ら
、
そ

れ
を

変
え

て
い

く
と

い
う

の
は

、
ち

ょ
っ

と
問

題
が

あ
る

と
い

う
こ

と
で

、
私

た
ち

は
言

う
て

た
ん

だ
け

ど
、
い

や
、
参

加
し

て
こ

そ
意

見
が

言
え

る
ん

だ
と

、
実

際
に

運
用

し
て

み
て

言
え

る
ん

だ
と

い
う

こ
と

を
、
あ

な
た

方
は

ず
っ

と
言

っ
て

き
た

わ
け

で
す

よ
ね

。
ど

う
い

っ
た

こ
と

を
意

見
と

し
て

言
っ

て
い

か
れ

る
の

か
、
そ

の
点

に
つ

い
て

お
伺

い
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

6
7

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
２

年
前

に
統

一
化

に
参

加
す

る
と

い
う

こ
と

に
な

っ
た

と
き

に
、
そ

の
こ

と
に

つ
い

て
は

府
の

ほ
う

で
考

え
て

い
た

だ
く

と
い

う
こ

と
を

言
わ

れ
て

い
た

ん
で

す
け

ど
、
２

年
た

っ
て

も
何

も
な

い
と

い
う

こ
と

で
、
今

度
は

国
と

い
う

こ
と

で
、
何

か
逃

げ
水

の
よ

う
に

、
い

つ
に

な
っ

た
ら

果
た

し
て

や
っ

て
い

た
だ

け
る

の
か

な
と

。
や

り
ま

す
と

言
わ

れ
て

た
の

に
、
ま

だ
や

ら
れ

て
な

い
し

。
今

度
は

府
じ

ゃ
な

く
て

国
と

い
う

ふ
う

に
な

っ
て

、
そ

の
点

は
本

当
に

や
っ

て
い

た
だ

け
る

の
か

な
と

。
そ

の
め

ど
が

い
つ

ご
ろ

な
の

か
な

と
い

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
少

な
く

と
も

令
和

３
年

度
に

な
っ

た
ら

、
均

等
割

と
平

等
割

が
５

対
５

に
な

る
と

い
う

こ
と

で
、
逆

転
の

タ
イ

ミ
ン

グ
に

な
っ

て
く

る
わ

け
で

す
か

ら
、
そ

の
あ

た
り

に
は

も
う

や
っ

て
い

っ
て

い
た

だ
か

な
い

と
、
非

常
に

厳
し

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

が
、
め

ど
に

つ
い

て
は

分
か

り
ま

す
か

。

（
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）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

6
8

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
自

治
体

独
自

で
減

免
を

や
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
幾

つ
も

あ
り

ま
す

か
ら

、
本

当
は

府
で

い
ち

早
く

や
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
け

れ
ど

も
、
減

免
制

度
は

申
請

主
義

な
ん

で
、
そ

れ
を

言
い

だ
す

と
全

て
の

減
免

制
度

が
不

公
平

で
あ

る
と

言
え

ば
そ

う
で

あ
り

、
制

度
を

知
ら

な
い

人
は

申
請

し
な

い
と

い
う

こ
と

に
は

な
る

ん
だ

け
れ

ど
も

、
先

ん
じ

て
や

っ
て

い
た

だ
け

る
の

か
な

と
、
ち

ょ
っ

と
期

待
を

し
て

お
り

ま
し

た
の

で
、
そ

の
点

に
つ

い
て

い
ま

だ
に

実
現

を
し

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
は

残
念

や
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。
　
頂

い
た

資
料

で
、
条

例
改

正
に

係
る

影
響

額
の

保
険

料
の

設
定

の
分

、
そ

れ
か

ら
平

成
3

1
年

度
と

試
算

料
率

年
間

国
民

健
康

保
険

料
の

比
較

表
と

い
う

こ
と

で
、
一

人
世

帯
か

ら
６

人
世

帯
ま

で
あ

り
ま

す
け

れ
ど

も
、
こ

れ
は

こ
の

条
例

改
正

を
反

映
し

た
保

険
料

の
設

定
で

す
よ

ね
。

6
9

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

３
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
柿

原
真

生
委

員
　
議

案
第

1
0

号
　
吹

田
市

国
民

健
康

保
険

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

の
制

定
に

つ
い

て
。

　
保

険
料

の
軽

減
対

象
の

拡
大

に
は

賛
成

の
立

場
で

す
が

、
都

道
府

県
単

位
化

の
た

め
の

保
険

料
の

被
保

険
者

均
等

割
と

世
帯

別
平

等
割

の
変

更
に

は
賛

成
で

き
ま

せ
ん

。

7
0

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

３
月

予
算

常
任

委
員

会
柿

原
真

生
委

員

　
議

案
参

考
資

料
で

、
保

険
料

の
算

出
に

当
た

っ
て

の
様

々
な

資
料

を
出

し
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
が

、
2

3
4

ペ
ー

ジ
、
2

3
5

ペ
ー

ジ
の

と
こ

ろ
で

、
平

成
2

8
年

度
か

ら
こ

の
５

年
間

で
、
加

入
者

の
人

数
と

か
世

帯
数

、
ま

た
診

療
費

等
が

ど
の

よ
う

に
変

わ
っ

て
い

る
か

と
い

う
こ

と
を

上
げ

て
お

ら
れ

ま
す

。
　
決

算
の

と
き

に
も

申
し

上
げ

ま
し

た
け

ど
も

、
世

帯
数

も
加

入
者

も
減

っ
て

い
く

と
い

う
こ

と
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
、
平

成
2

8
年

度
と

比
較

し
た

ら
１
万

人
ぐ

ら
い

加
入

者
が

減
る

と
い

う
見

込
み

で
あ

る
と

い
う

こ
と

。
そ

れ
か

ら
、
診

療
費

の
積

算
内

訳
で

見
た

ら
、
１
人

当
た

り
の

額
と

い
う

の
が

2
9

万
円

か
ら

3
3

万
円

と
い

う
こ

と
で

、
1
0

％
以

上
の

伸
び

が
あ

り
ま

す
。
加

入
者

の
減

に
つ

い
て

は
、
理

由
は

分
か

る
ん

で
す

が
、
こ

の
１

人
当

た
り

の
額

の
伸

び
と

い
う

の
は

、
ど

う
い

っ
た

要
因

が
あ

る
ん

で
し

ょ
う

か
。

7
1

令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

３
月

予
算

常
任

委
員

会
柿

原
真

生
委

員

　
そ

し
た

ら
、
診

療
報

酬
は

1
0

％
も

上
が

っ
て

ま
せ

ん
か

ら
、
そ

う
い

っ
た

こ
と

で
は

な
し

に
、
加

入
者

の
中

の
高

齢
者

の
割

合
が

高
く

な
っ

て
る

の
で

、
当

然
、
病

院
に

か
か

る
人

も
多

い
と

い
う

こ
と

で
、
１
人

当
た

り
の

額
が

増
え

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
す

ね
。

　
こ

れ
は

別
に

吹
田

市
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

、
全

国
的

な
傾

向
だ

と
い

う
ふ

う
に

思
う

ん
で

す
が

、
そ

ん
な

中
で

、
国

保
の

都
道

府
県

化
も

進
ん

で
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
国

や
大

阪
府

は
市

町
村

の
保

険
者

の
こ

う
い

う
苦

し
い

状
況

を
何

と
か

改
善

す
る

た
め

に
、
ど

う
い

っ
た

手
だ

て
が

取
ら

れ
て

い
る

の
か

、
そ

の
点

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

7
2

 令
和

２
年

（2
0

2
0

年
）

　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
議

案
第

2
6

号
　
2

0
2

0
年

度
吹

田
市

国
民

健
康

保
険

特
別

会
計

予
算

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
ま

す
。

　
大

阪
府

か
ら

提
示

さ
れ

た
事

業
費

納
付

金
を

も
と

に
算

定
さ

れ
た

2
0

2
0

年
度

の
保

険
料

は
、
平

均
3

.1
3

％
の

値
上

げ
と

な
り

ま
す

。
　
今

般
の

条
例

改
正

に
よ

り
、
賦

課
限

度
額

が
9

9
万

円
に

、
３

万
円

引
き

上
げ

ら
れ

ま
す

が
、
そ

れ
で

も
な

お
中

間
層

の
保

険
料

の
引

上
げ

を
緩

和
す

る
だ

け
で

、
新

た
に

軽
減

の
対

象
に

な
っ

た
世

帯
と

軽
減

率
が

増
え

た
世

帯
以

外
、
全

て
の

階
層

で
引

き
上

げ
ら

れ
ま

す
。

　
そ

の
引

上
げ

幅
も

、
前

年
度

比
で

２
％

程
度

の
世

帯
も

あ
れ

ば
、
1
1
％

の
世

帯
も

あ
り

ま
す

。
家

族
の

人
数

が
多

く
な

れ
ば

な
る

ほ
ど

、
引

上
げ

幅
も

大
き

く
な

り
ま

す
。
そ

れ
は

、
大

阪
府

の
標

準
保

険
料

率
に

近
づ

け
て

い
っ

て
い

る
た

め
で

、
同

じ
所

得
で

も
世

帯
人

数
が

増
え

れ
ば

保
険

料
が

増
え

る
と

い
う

逆
進

性
が

よ
り

強
ま

っ
て

い
く

特
徴

が
、
新

年
度

の
保

険
料

に
見

事
に

現
れ

て
い

ま
す

。
　
現

在
、
国

保
会

計
は

、
吹

田
市

の
み

な
ら

ず
全

国
的

に
も

厳
し

い
状

況
で

す
。
国

保
制

度
の

持
続

性
を

考
え

た
と

き
、
全

国
知

事
会

、
全

国
市

長
会

も
要

望
さ

れ
て

い
る

と
お

り
、
保

険
料

引
下

げ
の

た
め

、
国

の
公

費
負

担
を

抜
本

的
に

引
き

上
げ

る
こ

と
は

必
要

不
可

欠
で

す
。
そ

の
よ

う
な

こ
と

を
せ

ず
、
保

険
者

努
力

支
援

制
度

に
お

い
て

、
国

が
市

町
村

に
、
赤

字
は

削
減

し
ろ

、
し

か
し

保
険

料
の

負
担

軽
減

は
駄

目
だ

と
迫

る
や

り
方

は
、
言

語
道

断
で

す
。
ま

た
、
大

阪
府

が
法

で
認

め
ら

れ
た

市
町

村
の

賦
課

権
を

、
保

険
料

率
の

府
内

統
一

化
の

名
の

下
、
事

実
上

侵
害

し
て

い
る

こ
と

も
重

大
問

題
で

す
。

　
以

上
、
述

べ
た

よ
う

な
大

阪
府

の
広

域
化

方
針

や
国

の
評

価
基

準
に

従
っ

て
い

る
と

、
保

険
料

を
抑

制
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

　
吹

田
市

で
は

こ
の

間
、
国

保
加

入
者

の
う

ち
、
高

齢
者

、
低

所
得

者
の

割
合

が
増

加
し

、
パ

ー
ト

労
働

者
や

自
営

業
者

の
割

合
が

減
っ

て
き

て
い

ま
す

。
給

与
収

入
4

0
0

万
円

、
給

与
所

得
2

6
6

万
円

の
４

人
世

帯
の

場
合

、
新

年
度

の
保

険
料

が
5

5
万

円
余

り
と

な
っ

て
お

り
、
所

得
の

2
0

％
を

超
え

、
社

会
保

障
の

負
担

が
生

活
を

脅
か

す
事

態
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　
市

長
は

こ
の

よ
う

な
市

民
の

生
活

実
態

を
御

存
じ

な
の

で
し

ょ
う

か
。
残

念
な

が
ら

、
少

し
で

も
改

善
し

よ
う

と
い

う
気

概
を

お
持

ち
の

よ
う

に
は

見
受

け
ら

れ
ま

せ
ん

。
　
保

険
者

と
し

て
、
吹

田
市

は
保

険
料

抑
制

の
た

め
、
一

般
会

計
か

ら
の

繰
り

出
し

の
努

力
を

す
る

べ
き

で
あ

る
と

考
え

ま
す

の
で

、
本

予
算

に
は

賛
成

で
き

ま
せ

ん
。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

7
3

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
2

月
定

例
会

竹
村

博
之

議
員

　
そ

れ
で

は
次

に
、
国

民
健

康
保

険
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。

　
１
、
吹

田
市

国
民

健
康

保
険

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

の
制

定
に

つ
い

て
、
今

回
の

改
正

の
理

由
、

改
正

内
容

に
つ

い
て

詳
し

く
お

示
し

を
く

だ
さ

い
。

　
２

、
国

保
料

の
算

定
に

は
、
所

得
割

に
加

え
て

世
帯

員
数

に
応

じ
て

か
か

る
均

等
割

と
世

帯
当

た
り

で
か

か
る

平
等

割
が

合
算

を
さ

れ
ま

す
。
均

等
割

保
険

料
は

、
子

育
て

中
な

ど
多

人
数

世
帯

ほ
ど

負
担

が
重

く
な

り
ま

す
。
そ

の
た

め
、
子

育
て

世
帯

の
経

済
的

負
担

軽
減

の
観

点
か

ら
、
全

国
知

事
会

、
そ

の
他

地
方

団
体

が
子

供
の

均
等

割
額

の
軽

減
制

度
導

入
を

求
め

て
き

ま
し

た
。
報

道
に

よ
り

ま
す

と
、
厚

生
労

働
省

は
2

0
2

2
年

度
か

ら
国

保
料

の
均

等
割

部
分

の
５

割
を

未
就

学
児

に
限

っ
て

、
公

費
で

軽
減

す
る

方
針

を
決

定
し

た
と

の
こ

と
で

す
。
子

育
て

世
帯

へ
の

負
担

軽
減

と
な

り
一

歩
前

進
で

す
が

、
厚

生
労

働
省

案
に

対
し

て
、
知

事
会

や
市

長
会

の
代

表
が

、
引

き
続

き
未

就
学

児
に

と
ど

ま
ら

な
い

対
象

拡
大

と
と

も
に

、
地

方
負

担
を

増
大

さ
せ

な
い

た
め

に
財

源
を

十
分

に
確

保
す

る
よ

う
求

め
ま

し
た

。
　
子

育
て

の
負

担
は

未
就

学
児

だ
け

で
な

く
、
年

齢
が

上
が

る
に

つ
れ

て
学

費
な

ど
負

担
が

大
き

く
な

っ
て

い
き

ま
す

。
本

市
と

し
て

そ
う

い
う

世
帯

の
負

担
軽

減
の

た
め

に
、
予

算
の

上
乗

せ
な

ど
対

策
が

求
め

ら
れ

ま
す

、
併

せ
て

御
答

弁
く

だ
さ

い
。

7
4

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
今

回
の

国
保

条
例

の
改

正
で

、
保

険
料

の
こ

と
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

　
均

等
割

と
平

等
割

の
比

率
の

変
更

が
行

わ
れ

る
と

い
う

こ
と

で
、
参

考
資

料
に

も
あ

り
ま

す
よ

う
に

、
平

成
2

9
年

度
か

ら
、
令

和
５

年
度

ま
で

６
年

か
け

て
比

率
を

逆
転

さ
せ

て
い

ま
す

が
、
こ

の
比

率
の

変
更

に
よ

る
保

険
料

へ
の

影
響

は
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
の

か
、
ま

ず
単

身
の

世
帯

で
ど

う
い

う
状

況
に

な
る

の
か

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

7
5

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
で

は
、
多

人
数

世
帯

の
保

険
料

率
の

設
定

は
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

7
6

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
改

め
て

、
都

道
府

県
化

に
よ

る
吹

田
市

に
お

け
る

メ
リ

ッ
ト

、
あ

る
い

は
デ

メ
リ

ッ
ト

が
ど

う
い

っ
た

も
の

な
の

か
に

つ
い

て
、
お

伺
い

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

7
7

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
デ

メ
リ

ッ
ト

の
部

分
に

関
し

て
、
比

率
の

変
更

自
体

は
な

か
な

か
変

え
る

の
は

難
し

い
の

か
も

し
れ

な
い

で
す

が
、
こ

の
都

道
府

県
化

に
参

加
を

し
な

け
れ

ば
、
不

具
合

が
あ

っ
た

と
き

に
、
大

阪
府

に
対

し
て

い
ろ

い
ろ

と
意

見
を

言
っ

て
い

け
な

い
で

す
と

い
う

こ
と

を
以

前
お

っ
し

ゃ
ら

れ
て

い
た

か
な

と
思

う
ん

で
す

。
　
で

す
か

ら
、
デ

メ
リ

ッ
ト

が
で

き
る

だ
け

な
い

よ
う

に
す

る
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

か
と

い
う

こ
と

で
、
吹

田
市

と
し

て
、
大

阪
府

あ
る

い
は

国
に

対
し

て
、
ど

ん
な

働
き

か
け

を
さ

れ
た

の
か

、
あ

る
い

は
さ

れ
て

な
い

の
か

、
そ

の
点

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

7
8

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
無

理
や

り
な

統
一

は
や

め
て

ほ
し

い
と

お
っ

し
ゃ

っ
た

と
い

う
こ

と
で

す
が

、
そ

の
理

由
は

ど
う

し
て

で
す

か
。

7
9

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
要

望
に

関
し

て
は

、
聞

き
入

れ
ら

れ
そ

う
な

ん
で

し
ょ

う
か

。

8
0

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
た

だ
、
お

示
し

さ
れ

て
い

る
分

で
い

う
と

、
令

和
５

年
に

一
応

保
険

料
の

比
率

の
変

更
が

完
全

に
終

わ
る

と
い

う
こ

と
で

、
残

り
２

年
で

す
が

、
果

た
し

て
そ

の
辺

を
大

阪
府

が
き

ち
ん

と
や

っ
て

く
れ

る
の

か
は

、
非

常
に

難
し

い
と

感
じ

て
お

り
ま

す
が

、
引

き
続

き
、
吹

田
市

と
し

て
の

要
望

は
や

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
そ

れ
と

別
の

こ
と

を
お

伺
い

し
た

い
ん

で
す

が
、
医

療
費

を
抑

制
す

る
観

点
で

い
い

ま
す

と
、
重

症
化

を
さ

せ
な

い
と

か
、
あ

る
い

は
早

期
発

見
、
早

期
治

療
が

非
常

に
大

事
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。
具

体
的

な
金

額
に

つ
い

て
は

、
特

別
会

計
の

話
に

な
る

か
と

思
う

ん
で

す
が

、
国

保
で

い
ろ

ん
な

健
診

の
受

診
の

推
奨

で
す

と
か

、
ま

た
健

都
の

取
組

や
国

循
と

の
連

携
な

ど
を

行
っ

て
お

ら
れ

ま
す

。
こ

う
い

う
取

組
が

保
険

料
の

算
定

、
も

っ
と

言
え

ば
大

阪
府

に
評

価
さ

れ
、
交

付
金

と
か

に
反

映
さ

れ
る

の
か

ど
う

か
、
そ

の
辺

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

8
1

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
先

ほ
ど

メ
リ

ッ
ト

と
デ

メ
リ

ッ
ト

の
話

を
お

伺
い

し
ま

し
た

が
、
多

人
数

世
帯

の
保

険
料

が
ど

う
し

て
も

上
っ

て
し

ま
う

と
い

う
こ

と
で

、
世

帯
の

人
数

が
多

い
と

い
う

の
は

、
大

体
子

供
が

多
い

の
か

な
と

思
う

ん
で

す
。

そ
こ

の
均

等
割

、
人

頭
税

的
な

部
分

の
比

率
が

上
っ

て
い

く
と

、
今

で
も

高
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、
さ

ら
な

る
負

担
増

を
招

く
と

い
う

構
造

に
な

っ
て

い
ま

す
か

ら
、
こ

こ
は

し
っ

か
り

と
吹

田
市

と
し

て
何

ら
か

の
手

だ
て

を
取

る
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
が

、
取

る
気

は
な

い
と

い
う

こ
と

で
す

か
。

8
2

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
確

認
し

ま
す

け
ど

、
今

、
統

一
化

に
向

け
た

経
過

措
置

期
間

中
と

い
う

こ
と

で
す

が
、
賦

課
権

は
吹

田
市

に
あ

り
ま

す
か

ら
、
で

き
る

け
れ

ど
も

や
ら

な
い

と
い

う
こ

と
で

す
か

。

8
3

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
で

き
る

か
で

き
な

い
か

と
、
や

る
か

や
ら

な
い

か
と

い
う

、
答

弁
と

質
問

が
か

み
合

っ
て

い
な

い
で

す
が

、
で

き
る

け
れ

ど
も

や
ら

な
い

と
い

う
こ

と
な

の
か

、
で

き
な

い
か

ら
や

ら
な

い
と

い
う

こ
と

な
の

か
、
ど

っ
ち

で
す

か
、
法

的
に

あ
る

い
は

運
営

方
針

で
縛

ら
れ

て
い

る
の

で
す

か
。

8
4

令
和

3
年

（2
0

2
1
年

）
　
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　
比

率
の

変
更

に
関

し
て

は
、
そ

う
い

う
ふ

う
に

決
め

て
進

め
て

い
て

、
大

阪
府

に
対

し
て

は
強

引
に

進
め

な
い

で
ね

と
言

っ
て

い
る

。
一

方
で

、
吹

田
市

と
し

て
は

、
独

自
に

財
源

を
投

入
し

て
、
多

子
世

帯
に

対
す

る
軽

減
は

考
え

て
い

な
い

と
。
負

担
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
認

識
し

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
手

だ
て

は
取

ら
な

い
と

い
う

こ
と

な
の

で
、
そ

の
点

は
、
吹

田
市

だ
け

で
や

ら
ず

に
、
国

も
府

も
や

っ
た

ら
い

い
と

思
う

の
だ

け
ど

、
吹

田
市

と
し

て
そ

う
い

う
認

識
が

あ
り

な
が

ら
や

ら
な

い
の

は
、
私

は
い

か
が

な
も

の
な

の
か

な
と

思
い

ま
す

。
置

い
て

お
き

ま
す

。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

8
5

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

2
月

定
例

会
山

根
建

人
議

員
　

　
国

民
健

康
保

険
料

の
子

ど
も

均
等

割
保

険
料

の
軽

減
措

置
、
減

免
等

に
係

る
財

政
支

援
の

拡
充

、
傷

病
手

当
に

つ
い

て
お

伺
い

を
い

た
し

ま
す

。
　
今

回
提

案
を

さ
れ

て
い

る
子

ど
も

に
係

る
均

等
割

保
険

料
の

軽
減

措
置

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
人

頭
税

の
よ

う
な

保
険

料
で

あ
り

、
こ

の
在

り
方

は
是

正
を

す
べ

き
だ

、
こ

う
い

う
ふ

う
に

日
本

共
産

党
は

一
貫

し
て

求
め

て
ま

い
り

ま
し

た
。
今

回
、
未

就
学

児
が

対
象

と
い

う
こ

と
で

、
対

象
が

約
1
,0

8
0

世
帯

、
約

1
,4

3
0

人
と

限
定

的
で

も
あ

り
ま

す
。
対

象
年

齢
を

拡
充

を
し

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
国

保
に

加
入

す
る

子
育

て
世

帯
を

支
援

し
て

い
く

こ
と

は
非

常
に

重
要

で
も

あ
り

ま
す

。
独

自
で

高
校

卒
業

ま
で

軽
減

対
象

児
童

年
齢

を
拡

充
を

し
て

、
子

育
て

世
帯

を
支

援
を

し
て

い
る

自
治

体
も

あ
り

ま
す

。
吹

田
市

も
検

討
す

べ
き

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

　
ま

た
、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
厚

生
労

働
省

は
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
収

入
が

減
少

し
た

被
保

険
者

等
に

係
る

国
保

料
の

減
免

等
に

係
る

財
政

支
援

の
拡

充
の

事
務

連
絡

を
都

道
府

県
に

発
出

を
し

て
、
コ

ロ
ナ

特
例

減
免

の
減

免
分

全
額

を
補

助
さ

れ
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

り
ま

し
た

。
こ

れ
ま

で
は

、
各

自
治

体
の

国
保

料
の

総
額

に
占

め
る

割
合

に
よ

っ
て

国
の

補
助

率
が

決
め

ら
れ

、
多

く
の

自
治

体
で

一
定

の
財

政
負

担
が

生
じ

て
お

り
ま

し
た

が
、
こ

れ
に

よ
り

自
治

体
の

負
担

は
な

く
な

り
ま

す
。
コ

ロ
ナ

禍
で

保
険

料
支

払
い

に
苦

し
む

市
民

を
支

援
す

る
た

め
、
一

昨
年

度
に

行
っ

て
い

た
保

険
料

通
知

に
減

免
申

請
用

紙
を

同
封

し
て

周
知

す
る

な
ど

、
積

極
的

に
働

き
か

け
活

用
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
　
新

型
コ

ロ
ナ

の
感

染
拡

大
で

休
業

要
請

や
自

粛
が

広
が

る
中

、
自

営
業

者
に

傷
病

手
当

が
支

給
さ

れ
な

い
の

は
お

か
し

い
、
こ

う
い

う
声

が
高

ま
っ

て
お

り
ま

す
。
そ

の
声

に
動

か
さ

れ
て

国
は

、
2

0
2

0
年

度
か

ら
国

保
加

入
者

の
家

族
専

従
者

等
の

従
業

員
へ

の
傷

病
手

当
金

の
支

給
を

決
定

を
い

た
し

ま
し

た
。
し

か
し

、
い

ま
だ

に
事

業
主

本
人

や
フ

リ
ー

ラ
ン

ス
に

対
し

て
は

、
傷

病
手

当
は

支
給

を
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
　
そ

ん
な

中
、
岐

阜
県

飛
騨

市
や

鳥
取

県
や

徳
島

県
の

自
治

体
で

は
、
国

保
加

入
者

間
の

平
等

を
図

る
た

め
と

し
て

、
独

自
で

財
源

を
出

し
て

事
業

主
に

も
傷

病
手

当
を

実
施

を
し

て
お

り
ま

す
。
こ

の
よ

う
に

自
治

体
が

や
る

気
に

さ
え

な
れ

ば
、
中

小
業

者
へ

の
休

業
補

償
は

可
能

で
あ

り
ま

す
。
吹

田
市

も
、
自

営
業

者
や

フ
リ

ー
ラ

ン
ス

に
も

傷
病

手
当

金
を

実
施

す
べ

き
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

、
市

の
見

解
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

8
6

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
澤

田
直

己
委

員

　
議

案
参

考
資

料
の

3
2

、
3

3
ペ

ー
ジ

を
見

な
が

ら
質

問
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
賦

課
限

度
額

が
今

回
引

き
上

げ
ら

れ
て

、
1
0

2
万

円
に

な
っ

た
と

い
う

と
こ

ろ
で

、
今

後
の

見
通

し
と

い
う

か
、
来

年
度

と
か

令
和

５
年

度
と

か
、
そ

れ
以

降
と

か
は

ど
う

い
う

話
に

な
っ

て
い

る
の

か
な

と
い

う
と

こ
ろ

が
、
も

し
あ

る
ん

や
っ

た
ら

教
え

て
も

ら
い

た
い

ん
で

す
け

ど
。

8
7

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
澤

田
直

己
委

員

　
す

る
と

今
回

、
子

育
て

世
帯

の
経

済
的

負
担

軽
減

の
観

点
か

ら
、
子

供
の

均
等

割
の

保
険

料
を

軽
減

す
る

と
い

う
こ

と
な

ん
で

す
け

ど
も

、
全

世
帯

、
未

就
学

児
を

対
象

に
と

い
う

こ
と

で
、
も

ち
ろ

ん
、
今

お
っ

し
ゃ

っ
た

よ
う

に
、
国

の
話

合
い

と
か

そ
う

い
う

こ
と

の
中

で
決

ま
っ

た
ん

で
し

ょ
う

け
ど

。
　
別

に
市

が
決

め
た

わ
け

で
も

な
い

で
し

ょ
う

け
ど

、
子

育
て

世
帯

の
軽

減
と

い
う

意
味

で
は

、
も

う
ち

ょ
っ

と
上

の
世

代
も

子
供

な
わ

け
で

す
し

、
例

え
ば

、
1
5

歳
と

か
1
8

歳
と

か
ね

、
そ

れ
ぐ

ら
い

ま
で

広
げ

た
ほ

う
が

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
よ

う
な

議
論

も
さ

れ
て

て
も

お
か

し
く

な
い

と
は

思
う

ん
で

す
け

ど
、
国

の
議

論
で

、
こ

の
未

就
学

児
っ

て
か

な
り

限
ら

れ
て

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
、
な

ぜ
こ

う
い

う
よ

う
な

話
に

な
っ

て
る

ん
で

す
か

。

8
8

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
澤

田
直

己
委

員

　
ま

あ
そ

う
い

う
通

知
が

あ
る

ん
で

し
ょ

う
け

ど
、
そ

れ
だ

け
な

ん
で

す
か

ね
。
例

え
ば

、
1
5

歳
ぐ

ら
い

ま
で

は
と

か
、
1
8

歳
ぐ

ら
い

ま
で

は
と

か
、
そ

う
い

う
議

論
そ

の
も

の
は

あ
っ

た
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
通

達
一

本
で

、
そ

の
と

お
り

や
れ

で
終

わ
り

な
ん

で
す

か
ね

。
も

ち
ろ

ん
、
そ

の
と

お
り

や
ら

な
駄

目
な

ん
で

す
け

ど
、
未

就
学

児
を

軽
減

す
る

と
い

う
こ

と
は

、
も

う
結

構
前

か
ら

話
が

出
て

た
と

思
う

ん
で

す
。
と

い
う

こ
と

は
、
今

の
段

階
で

も
、
本

来
、
子

育
て

世
帯

の
支

援
と

い
う

意
味

で
は

、
普

通
、
こ

れ
で

十
分

と
は

な
か

な
か

思
わ

な
い

で
し

ょ
う

し
、
そ

の
中

で
、
何

か
国

で
も

府
で

も
い

い
ん

で
す

け
ど

、
何

か
そ

う
い

う
議

論
が

一
定

ど
こ

か
で

あ
る

ん
ち

ゃ
う

か
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

う
の

は
な

い
ん

で
す

か
。

8
9

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
澤

田
直

己
委

員
　
じ

ゃ
あ

、
今

ま
で

何
か

要
望

は
さ

れ
た

ん
で

す
か

。
結

果
と

し
て

、
そ

れ
は

市
が

決
め

る
こ

と
じ

ゃ
な

く
て

、
国

が
未

就
学

児
の

み
と

決
め

た
ん

で
し

ょ
う

け
ど

、
じ

ゃ
あ

、
去

年
な

の
か

２
年

前
な

の
か

分
か

ん
な

い
で

す
け

ど
、
例

え
ば

市
と

し
て

は
、
何

か
要

望
を

し
た

と
か

、
そ

う
い

う
の

は
あ

る
ん

で
す

か
。

9
0

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
澤

田
直

己
委

員

　
要

望
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
す

か
ね

。
だ

か
ら

、
国

も
方

針
を

決
め

る
過

程
が

絶
対

あ
る

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

　
審

議
会

な
の

か
何

か
分

か
ん

な
い

で
す

け
ど

、
ど

こ
か

で
議

論
し

た
中

で
こ

れ
が

決
ま

っ
て

い
る

わ
け

で
す

か
ら

、
そ

の
中

で
、
取

り
あ

え
ず

未
就

学
児

で
い

く
と

か
、
今

後
は

も
う

ち
ょ

っ
と

様
子

を
見

た
上

で
広

げ
な

あ
か

ん
と

か
、
い

ろ
ん

な
議

論
が

あ
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
辺

の
何

か
過

程
と

い
う

か
、
何

か
あ

る
ん

や
っ

た
ら

、
そ

の
辺

を
教

え
て

も
ら

い
た

い
な

と
思

っ
て

る
ん

で
す

、
市

に
決

定
権

が
な

い
の

は
分

か
っ

た
上

で
聞

い
て

る
ん

で
す

け
ど

。

（
28
）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

9
1

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
澤

田
直

己
委

員

　
先

ほ
ど

の
答

弁
で

は
、
市

か
ら

、
要

す
る

に
意

見
と

か
を

要
望

で
き

る
場

も
あ

る
わ

け
で

す
よ

ね
。
で

あ
れ

ば
、
何

て
い

い
ま

す
か

、
少

子
化

対
策

と
逆

行
す

る
よ

う
に

も
見

え
ま

す
か

ら
、
こ

れ
だ

け
じ

ゃ
な

い
で

す
け

ど
、
や

っ
ぱ

り
国

の
今

の
い

ろ
ん

な
施

策
を

見
る

と
、
少

子
化

が
危

機
と

言
い

な
が

ら
、
逆

行
し

て
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

い
う

よ
う

な
政

策
が

結
構

あ
る

の
で

、
こ

う
い

っ
た

面
も

含
め

て
、
や

は
り

市
と

し
て

も
意

見
を

言
う

場
が

あ
る

ん
で

あ
れ

ば
、
し

っ
か

り
そ

の
意

見
を

言
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

9
2

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
基

本
的

な
確

認
で

す
け

ど
も

、
改

正
に

伴
う

影
響

と
い

う
の

が
、
議

案
参

考
資

料
の

3
2

、
3

3
ペ

ー
ジ

に
あ

り
ま

し
て

、
一

定
以

上
の

所
得

層
で

保
険

料
が

引
上

げ
、
こ

れ
が

全
体

の
2

.1
％

、
あ

る
程

度
所

得
の

あ
る

方
が

負
担

増
に

な
る

の
か

な
。
７

割
軽

減
及

び
限

度
額

世
帯

以
外

の
保

険
料

が
抑

制
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
で

、
こ

れ
が

7
0

.1
％

、
約

７
割

ほ
ど

で
、
こ

れ
以

外
の

と
こ

ろ
の

世
帯

層
は

現
状

維
持

ぐ
ら

い
と

思
う

と
っ

た
ら

い
い

ん
で

し
ょ

う
か

。

9
3

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
細

か
な

こ
と

は
、
保

険
料

の
や

つ
は

詳
細

は
予

算
の

ほ
う

に
な

る
の

か
な

と
思

う
の

で
、
そ

こ
で

ま
た

確
認

し
た

ほ
う

が
え

え
の

か
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
本

市
全

体
の

保
険

料
が

、
令

和
６

年
度

に
府

内
統

一
料

金
に

な
る

と
い

う
こ

と
で

、
今

、
段

階
的

に
う

ち
は

均
等

割
と

平
等

割
の

比
率

を
変

更
し

て
い

っ
て

る
と

、
６

年
間

か
け

て
緩

和
措

置
と

い
う

形
で

や
っ

て
い

っ
て

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
、
ざ

っ
く

り
、
府

内
の

中
で

今
、
う

ち
の

保
険

料
で

い
う

た
ら

、
割

と
低

い
方

な
の

か
、
割

と
高

い
方

な
の

か
、
そ

の
辺

の
と

こ
ろ

感
覚

で
ど

ん
な

感
じ

な
ん

で
す

か
。

9
4

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
今

の
答

弁
で

も
触

れ
ま

し
た

け
ど

、
保

険
料

抑
制

の
た

め
に

、
一

般
会

計
か

ら
繰

入
れ

し
て

る
よ

う
な

自
治

体
も

あ
る

と
い

う
ふ

う
に

聞
い

て
ま

す
け

れ
ど

も
、
う

ち
は

そ
れ

は
や

ら
な

い
と

い
う

方
針

で
、
令

和
６

年
度

を
見

据
え

て
、
仮

に
そ

う
い

う
自

治
体

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
そ

こ
は

、
今

は
あ

る
程

度
、
一

般
会

計
か

ら
繰

入
れ

さ
れ

て
る

の
で

保
険

料
が

抑
え

ら
れ

て
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
令

和
６

年
度

で
府

内
統

一
料

金
に

な
っ

た
ら

、
一

気
に

上
が

る
可

能
性

が
あ

る
と

い
う

こ
と

で
考

え
と

っ
た

ら
い

い
ん

で
す

か
ね

、
他

市
の

こ
と

や
か

ら
あ

れ
な

ん
で

す
け

ど
も

。

9
5

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
玉

井
美

樹
子

委
員

　
2

0
2

2
年

度
に

つ
い

て
は

、
均

等
割

と
平

等
割

の
比

率
が

、
均

等
割

分
が

上
回

る
比

率
に

変
更

さ
れ

る
わ

け
で

す
け

れ
ど

も
、
そ

う
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
保

険
料

へ
の

影
響

で
す

が
、
例

え
ば

、
単

身
世

帯
と

多
人

数
世

帯
で

い
う

と
、
ど

の
よ

う
に

変
わ

る
の

か
教

え
て

く
だ

さ
い

。

9
6

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
玉

井
美

樹
子

委
員

　
広

域
化

で
暫

定
期

間
が

６
年

間
と

い
う

の
が

、
も

う
そ

の
次

の
年

度
で

終
わ

る
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

こ
に

向
け

て
、
そ

の
後

の
予

定
と

い
う

か
、
そ

れ
以

降
は

具
体

的
に

ど
の

よ
う

に
、
完

全
に

保
険

料
も

統
一

化
し

て
い

く
の

か
、
何

か
考

え
て

い
る

こ
と

が
あ

る
と

か
、
そ

う
い

っ
た

計
画

が
示

さ
れ

て
い

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、
そ

う
い

っ
た

こ
と

は
何

か
あ

る
ん

で
し

ょ
う

か
。

（
29
）

 120 



N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

9
7

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
玉

井
美

樹
子

委
員

　
広

域
化

の
方

針
が

示
さ

れ
て

、
統

一
の

保
険

料
を

示
し

て
い

る
都

道
府

県
と

い
う

の
は

、
全

国
的

に
見

て
も

そ
ん

な
に

多
い

わ
け

で
は

　
な

く
て

、
大

阪
府

は
確

か
に

示
し

て
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
ど

う
し

て
も

そ
こ

に
従

わ
な

い
と

い
け

な
い

と
い

う
の

は
、
国

は
市

町
村

に
賦

課
権

が
あ

る
と

い
う

ふ
う

に
言

っ
て

い
る

わ
け

で
す

か
ら

、
何

も
全

て
合

わ
せ

て
い

か
な

く
て

も
、
物

を
言

う
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

、
も

う
少

し
独

自
性

の
発

揮
を

検
討

さ
れ

た
ら

ど
う

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
う

ん
で

す
。
そ

れ
は

や
っ

た
ら

駄
目

と
か

何
か

方
針

と
い

う
か

、
府

か
ら

強
く

言
わ

れ
て

い
る

と
か

、
そ

う
い

っ
た

こ
と

は
あ

る
ん

で
し

ょ
う

か
。

9
8

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
玉

井
美

樹
子

委
員

　
も

ち
ろ

ん
そ

う
い

っ
た

場
で

意
見

を
言

わ
れ

て
い

る
と

い
う

の
は

、
昨

年
の

議
論

で
も

言
わ

れ
て

い
た

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
意

見
を

言
う

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、
賦

課
権

の
発

揮
と

い
う

の
が

私
は

市
町

村
に

求
め

ら
れ

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

こ
は

あ
ま

り
見

ら
れ

な
い

の
は

非
常

に
残

念
や

な
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
ま

す
。
均

等
割

の
分

で
、
未

就
学

の
子

供
た

ち
の

分
の

軽
減

は
さ

れ
ま

す
け

ど
、
こ

れ
、
国

の
や

る
と

お
り

に
し

か
や

っ
て

い
な

い
わ

け
で

、
こ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
に

こ
そ

市
の

独
自

性
の

発
揮

が
必

要
だ

っ
た

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
け

ど
、
今

回
、
提

案
さ

れ
る

に
当

た
っ

て
、
国

の
分

し
か

提
案

さ
れ

て
ま

せ
ん

け
ど

、
何

か
独

自
性

の
発

揮
を

こ
こ

で
や

ろ
う

と
か

と
い

う
検

討
は

さ
れ

た
ん

で
し

ょ
う

か
。

9
9

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
玉

井
美

樹
子

委
員

　
検

討
さ

れ
な

い
と

い
う

の
も

非
常

に
残

念
や

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。
こ

れ
、
子

ど
も

医
療

費
助

成
制

度
な

ん
か

は
、
1
8

歳
ま

で
と

い
う

こ
と

を
努

力
を

さ
れ

て
や

っ
て

い
る

わ
け

で
す

か
ら

、
例

え
ば

、
1
8

歳
の

子
供

た
ち

ま
で

均
等

割
の

軽
減

を
す

る
と

か
、
何

か
独

自
で

や
っ

た
ら

い
い

の
に

な
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
ま

す
が

、
独

自
で

や
っ

た
ら

駄
目

で
す

よ
と

い
う

、
何

か
決

め
事

と
い

う
か

、
法

的
に

縛
り

が
あ

っ
た

り
す

る
ん

で
し

ょ
う

か
。

1
0

0
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
考

え
て

な
い

と
い

う
の

は
先

ほ
ど

の
答

弁
で

も
分

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
国

が
未

就
学

児
の

均
等

割
を

実
施

を
す

る
と

い
う

の
に

当
た

っ
て

、
そ

の
ま

ま
市

も
今

回
実

施
さ

れ
ま

す
よ

ね
。
だ

け
ど

、
独

自
で

そ
れ

以
上

、
例

え
ば

、
就

学
の

、
小

学
校

６
年

生
ま

で
と

か
、
私

は
子

ど
も

医
療

費
助

成
制

度
と

同
じ

よ
う

に
1
8

歳
ま

で
や

っ
た

ら
ど

う
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
け

ど
、
そ

う
い

っ
た

こ
と

を
市

が
独

自
で

均
等

割
の

軽
減

し
た

ら
駄

目
だ

と
い

う
よ

う
な

決
め

事
と

い
う

か
、
法

律
上

縛
ら

れ
て

い
る

こ
と

と
か

、
例

え
ば

、
子

ど
も

医
療

費
助

成
制

度
の

と
き

は
、
以

前
、
あ

る
年

齢
を

超
え

て
や

っ
た

ら
ペ

ナ
ル

テ
ィ

ー
が

あ
り

ま
す

よ
と

か
と

い
う

の
が

あ
っ

た
と

思
う

ん
で

す
、
医

療
費

の
分

で
ね

。
何

か
そ

う
い

っ
た

こ
と

が
、
国

保
の

上
で

均
等

割
軽

減
を

独
自

に
や

っ
た

ら
駄

目
で

す
よ

と
い

う
決

め
事

と
い

う
の

は
あ

る
ん

で
す

か
と

い
う

こ
と

を
聞

い
た

ん
で

す
。

1
0

1
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員
　
じ

ゃ
あ

ぜ
ひ

独
自

で
、
こ

こ
は

唯
一

決
め

事
が

な
く

て
決

め
て

や
れ

る
ん

だ
っ

た
ら

、
ぜ

ひ
検

討
い

た
だ

き
た

い
と

い
う

ふ
う

に
思

う
ん

で
す

け
ど

、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
0

2
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
ぜ

ひ
今

回
、
別

に
国

の
と

お
り

に
だ

け
し

な
く

て
も

い
い

わ
け

で
す

か
ら

、
独

自
に

今
後

も
検

討
を

続
け

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
し

、
軽

減
策

と
し

て
、
別

に
や

っ
た

ら
駄

目
と

言
わ

れ
て

な
い

し
、
ペ

ナ
ル

テ
ィ

ー
も

な
い

ん
で

あ
れ

ば
、
ぜ

ひ
や

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

。
　
先

ほ
ど

も
、
限

度
額

の
引

上
げ

の
こ

と
に

つ
い

て
言

わ
れ

て
い

ま
し

た
け

ど
、
国

の
法

改
正

を
見

な
が

ら
検

討
し

て
い

き
た

い
と

い
う

こ
と

が
言

わ
れ

て
い

ま
し

た
が

、
そ

も
そ

も
こ

の
限

度
額

自
体

は
国

が
法

改
正

で
上

げ
て

い
く

も
の

な
の

か
、
そ

れ
と

も
こ

こ
ま

で
で

す
よ

と
か

、
ど

こ
ま

で
上

が
っ

て
い

る
も

の
な

ん
で

す
か

、
限

度
額

っ
て

。

1
0

3
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
今

回
、
限

度
額

を
引

き
上

げ
る

こ
と

で
中

間
層

は
一

定
軽

減
が

さ
れ

る
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

う
ん

で
す

け
ど

も
、
そ

の
こ

と
に

よ
っ

て
保

険
料

率
と

か
い

ろ
い

ろ
合

わ
せ

て
い

く
と

、
低

所
得

層
で

は
引

き
上

が
る

方
は

ど
れ

ぐ
ら

い
の

割
合

で
お

ら
れ

る
の

か
。
低

所
得

の
方

の
分

の
保

険
料

は
一

定
、
そ

こ
も

軽
減

を
さ

れ
る

と
い

う
理

解
で

い
い

ん
で

す
か

。

1
0

4
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
私

は
市

の
独

自
性

を
発

揮
し

て
ほ

し
い

と
い

う
こ

と
を

言
っ

て
い

る
ん

で
あ

っ
て

、
統

一
化

し
て

い
く

と
い

う
の

は
、
こ

の
６

年
間

の
中

で
い

ろ
ん

な
計

画
を

持
っ

て
や

っ
て

き
た

わ
け

で
す

か
ら

、
そ

こ
に

合
わ

せ
た

ら
え

え
と

は
思

う
て

い
ま

せ
ん

け
ど

、
も

う
少

し
、
例

え
ば

い
ろ

ん
な

軽
減

策
に

つ
い

て
と

か
、
足

ら
な

い
と

こ
ろ

は
ど

こ
な

ん
か

な
と

か
、
先

ほ
ど

も
申

し
上

げ
た

事
業

主
へ

の
傷

病
手

当
の

支
給

だ
と

か
、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
を

も
っ

と
、
市

が
保

険
者

な
わ

け
で

、
賦

課
権

も
あ

る
と

い
う

こ
と

が
ち

ゃ
ん

と
示

さ
れ

て
い

ま
す

し
、
全

国
を

見
て

ね
、
大

阪
府

は
ま

れ
で

す
よ

ね
、
保

険
料

統
一

化
を

出
し

て
い

る
の

。
そ

ん
な

た
く

さ
ん

の
都

道
府

県
が

出
し

て
い

る
わ

け
で

も
な

く
て

、
ち

ゃ
ん

と
国

で
も

市
町

村
に

賦
課

権
が

あ
る

と
か

、
い

ろ
ん

な
こ

と
が

認
め

ら
れ

て
い

る
わ

け
で

す
か

ら
、
も

う
少

し
保

険
者

と
し

て
し

っ
か

り
、
い

ろ
ん

な
独

自
性

を
発

揮
し

た
努

力
を

し
て

い
た

だ
き

た
い

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。

　
置

い
と

き
ま

す
。
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
0

5
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

五
十

川
有

香
副

委
員

長

　
ち

ょ
っ

と
先

ほ
ど

の
議

論
を

お
伺

い
し

て
て

確
認

し
た

い
ん

で
す

け
ど

、
要

は
、
吹

田
市

が
今

回
の

こ
の

改
正

に
向

け
て

通
知

を
見

て
と

い
う

だ
け

で
、
何

か
、
通

知
の

内
容

の
答

弁
は

あ
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、
そ

の
改

正
に

伴
っ

て
ど

れ
ぐ

ら
い

の
議

論
が

国
で

さ
れ

た
の

か
と

か
、
ど

の
よ

う
な

議
論

が
あ

っ
た

の
か

と
い

う
の

を
、
ど

の
程

度
把

握
さ

れ
て

る
の

か
と

い
う

の
が

気
に

な
り

ま
し

た
の

で
、
ち

ょ
っ

と
確

認
さ

せ
て

く
だ

さ
い

。
　
ま

ず
、
国

民
健

康
保

険
の

区
分

と
介

護
保

険
料

の
区

分
と

い
う

の
は

そ
も

そ
も

違
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

所
得

の
部

分
で

、
保

険
料

を
計

算
す

る
と

き
に

、
区

分
の

段
階

が
全

く
違

う
と

い
う

の
は

あ
る

と
思

う
ん

で
す

が
、
そ

の
辺

り
今

回
の

改
正

に
伴

っ
て

、
国

保
の

所
得

の
区

分
で

す
よ

ね
、
負

担
の

区
分

と
か

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

ま
で

も
、
実

際
、
国

や
府

で
決

定
し

て
い

く
と

き
に

議
論

を
さ

れ
て

い
た

の
か

、
そ

の
辺

り
は

ど
の

よ
う

に
把

握
さ

れ
て

ま
す

か
。

1
0

6
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

五
十

川
有

香
副

委
員

長
　
市

の
独

自
の

考
え

で
実

施
を

し
て

い
る

と
今

お
っ

し
ゃ

っ
た

ん
で

す
け

ど
、
そ

れ
は

ど
う

い
う

意
味

で
す

か
。
今

回
の

改
正

、
今

聞
い

た
私

の
質

問
と

多
分

違
う

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
市

の
独

自
の

考
え

で
実

施
を

し
て

い
る

と
、
今

お
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

よ
ね

。
そ

れ
は

何
の

こ
と

で
す

か
。

1
0

7
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

五
十

川
有

香
副

委
員

長

　
私

の
質

問
は

、
今

回
の

改
正

に
伴

っ
て

国
が

ど
の

程
度

議
論

し
た

か
、
そ

の
議

論
の

内
容

を
市

が
ど

の
程

度
把

握
し

て
い

る
か

と
い

う
の

を
確

認
し

た
い

ん
で

す
ね

。
通

知
が

来
た

か
ら

変
え

ま
す

と
い

う
こ

と
で

は
な

く
て

、
ど

う
い

う
議

論
が

あ
っ

て
こ

う
い

う
通

知
に

至
っ

た
の

か
と

い
う

と
こ

ろ
を

、
ど

こ
ま

で
把

握
し

て
い

る
の

か
と

い
う

と
こ

ろ
を

確
認

し
た

い
ん

で
す

。
　
実

際
、
市

が
条

例
を

つ
く

る
ま

で
の

間
に

、
国

で
ど

の
よ

う
な

議
論

が
あ

っ
て

こ
の

通
知

に
な

っ
た

の
か

、
そ

う
い

う
経

過
は

、
ど

の
時

点
で

吹
田

市
は

何
か

協
議

、
検

討
会

な
ど

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

で
し

っ
か

り
と

議
論

を
さ

れ
て

い
る

の
か

、
把

握
さ

れ
て

い
る

の
か

、
そ

こ
を

教
え

て
い

た
だ

け
ま

す
か

。
さ

れ
て

い
る

ん
や

っ
た

ら
具

体
的

に
、
こ

う
い

う
庁

内
会

議
で

、
こ

う
い

う
デ

ー
タ

も
取

り
入

れ
て

、
こ

の
閣

議
決

定
さ

れ
た

内
容

も
読

み
込

ん
で

と
い

う
と

こ
ろ

を
ど

こ
ま

で
把

握
さ

れ
て

い
る

の
か

、
具

体
的

に
あ

る
ん

で
あ

れ
ば

、
そ

こ
を

言
っ

て
い

た
だ

け
ま

す
か

。
通

知
に

伴
っ

て
や

っ
て

る
の

は
そ

の
と

お
り

で
す

け
ど

、
通

知
に

ど
う

至
っ

た
の

か
と

い
う

経
過

を
、
ど

う
把

握
し

て
い

る
の

か
教

え
て

い
た

だ
け

ま
す

か
。
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
0

8
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

五
十

川
有

香
副

委
員

長

　
法

律
の

改
正

と
い

う
の

を
聞

い
て

い
る

ん
で

は
な

く
て

、
ど

う
い

う
議

論
が

あ
っ

た
の

か
と

い
う

の
を

吹
田

市
と

し
て

も
把

握
し

と
い

て
ほ

し
い

ん
で

す
よ

ね
。
と

い
う

の
も

、
私

た
ち

も
法

律
で

下
り

て
き

た
か

ら
ど

う
す

る
か

っ
て

、
そ

ら
市

が
何

か
こ

の
条

例
を

変
え

る
と

い
う

の
は

、
今

お
っ

し
ゃ

っ
た

独
自

の
施

策
と

し
て

は
一

理
、
上

乗
せ

と
か

が
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

で
す

け
れ

ど
も

、
な

ぜ
こ

う
い

う
ふ

う
に

な
っ

た
の

か
と

い
う

説
明

を
い

た
だ

く
と

き
に

、
ど

う
い

う
議

論
が

あ
っ

て
、
法

律
改

正
し

て
で

き
た

の
か

と
い

う
と

こ
ろ

を
そ

ち
ら

が
ま

ず
把

握
し

と
い

て
い

た
だ

け
な

い
と

、
通

知
が

来
た

か
ら

そ
う

で
す

と
い

う
の

は
理

由
に

な
ら

な
い

と
思

い
ま

す
の

で
、
そ

の
点

は
し

っ
か

り
と

こ
こ

に
至

る
ま

で
の

間
で

す
ね

、
準

備
い

た
だ

く
よ

う
に

指
摘

し
て

お
き

ま
す

。

1
0

9
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

五
十

川
有

香
副

委
員

長

　
本

当
に

前
提

の
話

な
ん

で
、
こ

れ
は

も
う

本
当

に
お

願
い

と
い

う
か

、
肝

に
銘

じ
て

い
た

だ
き

た
い

ん
で

す
。
と

い
う

の
も

、
な

ぜ
そ

の
よ

う
に

決
め

ら
れ

た
の

か
と

い
う

の
を

知
ら

な
い

中
で

、
市

に
答

え
て

い
た

だ
け

な
い

と
、
私

た
ち

も
そ

う
い

う
議

論
は

あ
っ

た
け

れ
ど

も
、
こ

う
い

う
ふ

う
に

な
っ

た
ん

だ
と

い
う

経
過

を
知

れ
な

い
の

は
、
あ

ま
り

に
も

判
断

に
迷

う
と

い
い

ま
す

か
、
そ

う
い

う
点

は
あ

り
ま

す
。

　
と

い
う

の
と

、
あ

と
、
市

が
ど

う
い

う
要

望
と

か
で

す
よ

ね
。
国

に
声

を
上

げ
て

い
く

と
い

う
と

こ
ろ

も
、
や

っ
ぱ

り
市

の
実

態
と

か
、
市

が
な

ぜ
こ

う
い

う
ふ

う
に

改
正

に
し

た
の

か
と

い
う

の
を

知
ら

な
い

と
、
そ

も
そ

も
自

分
た

ち
の

声
っ

て
上

げ
に

く
い

と
思

い
ま

す
の

で
、
そ

の
辺

り
も

重
々

伝
え

て
お

き
ま

す
。

　
そ

れ
で

困
る

の
が

、
府

が
統

一
化

し
た

と
き

に
、
余

計
、
今

の
よ

う
な

こ
と

が
起

こ
り

得
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

い
う

こ
と

は
危

惧
し

て
い

ま
す

。
今

、
指

摘
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
、
落

次
長

か
ら

も
、
今

後
は

と
い

う
と

こ
ろ

で
す

け
れ

ど
も

、
具

体
的

に
市

の
ほ

う
の

権
限

の
意

識
と

い
う

と
こ

ろ
で

は
、
本

当
に

考
え

直
し

て
い

た
だ

き
た

い
な

と
い

う
の

は
重

ね
て

申
し

上
げ

て
お

き
ま

す
。

　
そ

れ
で

、
市

の
独

自
の

考
え

っ
て

、
今

は
な

い
と

い
う

こ
と

で
す

け
れ

ど
も

、
今

後
は

そ
う

い
う

子
育

て
世

代
と

い
う

と
こ

ろ
の

支
援

な
り

、
多

人
数

世
帯

へ
の

支
援

な
り

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
は

令
和

６
年

度
ま

で
は

本
市

独
自

で
で

き
る

と
い

う
理

解
で

よ
ろ

し
い

ん
で

し
ょ

う
か

。
令

和
６

年
度

以
降

も
、
本

市
独

自
で

そ
う

い
っ

た
独

自
策

は
で

き
る

と
い

う
理

解
で

よ
ろ

し
い

ん
で

し
ょ

う
か

。

1
1
0

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

健
康

福
祉

常
任

委
員

会
五

十
川

有
香

副
委

員
長

　
ち

ょ
っ

と
確

認
し

た
い

ん
で

す
け

ど
、
そ

の
府

が
統

一
化

さ
れ

た
ら

で
き

な
い

と
い

う
の

は
、
先

ほ
ど

の
委

員
さ

ん
に

も
絡

め
て

で
す

が
、
ど

ん
な

府
の

制
度

と
い

う
か

、
ど

う
い

う
根

拠
を

府
が

お
持

ち
な

ん
で

し
ょ

う
か

、
統

一
化

に
な

る
と

で
き

な
い

と
い

う
の

は
。
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o
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時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
1
1

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
高

齢
化

、
前

年
比

６
万

5
,0

0
0

人
、
こ

れ
が

減
っ

て
る

と
い

う
こ

と
、
後

期
高

齢
者

に
移

行
し

て
い

く
こ

と
で

す
か

ね
。
分

か
り

ま
し

た
。

　
保

険
料

を
抑

制
す

る
た

め
の

工
夫

と
い

う
こ

と
で

、
大

阪
府

に
納

め
る

、
事

業
費

納
付

金
を

抑
え

る
た

め
に

大
阪

府
が

行
っ

た
も

の
が

ア
、
イ

、
ウ

、
エ

と
あ

っ
て

、
吹

田
市

で
総

額
を

抑
え

る
た

め
に

市
で

行
う

も
の

と
い

う
こ

と
で

、
そ

れ
ぞ

れ
保

険
者

努
力

分
、
保

険
者

努
力

支
援

制
度

の
特

別
交

付
金

の
こ

と
だ

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
の

分
の

や
つ

で
、
こ

こ
も

基
本

的
な

こ
と

で
す

け
ど

、
吹

田
市

が
、
保

険
者

努
力

支
援

制
度

で
頑

張
っ

て
い

る
分

の
特

典
に

応
じ

て
お

金
が

配
分

さ
れ

る
、
配

分
と

い
う

か
、
市

町
村

で
活

用
で

き
る

分
が

回
っ

て
く

る
と

い
う

こ
と

で
よ

か
っ

た
で

す
か

、
基

本
的

に
。

1
1
2

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
そ

う
で

す
ね

、
こ

れ
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
見

て
た

ら
、
令

和
２

年
度

の
分

や
か

ら
、
１
年

前
、
２

年
前

に
な

る
ん

か
な

。
そ

の
分

で
い

っ
た

ら
い

ろ
い

ろ
頑

張
っ

て
い

る
項

目
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
、
府

内
4

3
市

町
村

や
っ

た
か

な
、
だ

っ
た

と
思

う
の

で
、
そ

の
う

ち
3

1
番

目
や

か
ら

、
あ

ん
ま

り
、
そ

の
ラ

ン
キ

ン
グ

で
い

う
た

ら
よ

く
な

い
と

い
う

こ
と

で
、
重

複
・多

剤
投

与
者

に
対

す
る

取
組

、
5

0
点

の
配

点
が

あ
る

と
か

、
ゼ

ロ
点

と
か

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
の

取
組

な
ん

か
も

1
3

0
点

の
う

ち
３

点
し

か
な

い
と

か
含

め
て

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

が
な

か
な

か
原

因
や

と
思

う
ん

で
す

け
ど

も
、
そ

れ
を

踏
ま

え
て

、
こ

れ
は

１
年

以
上

前
の

話
な

の
で

、
今

年
度

と
い

う
か

、
令

和
３

年
度

は
ど

ん
な

感
じ

な
ん

で
す

か
、
こ

の
辺

の
と

こ
ろ

の
。

1
1
3

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
い

ろ
い

ろ
な

項
目

で
ア

ッ
プ

ダ
ウ

ン
は

あ
る

に
せ

よ
、
何

せ
1
3

位
に

上
が

っ
た

と
い

う
こ

と
で

、
吹

田
市

で
で

き
る

範
囲

の
努

力
は

し
て

、
多

分
そ

の
分

の
お

金
は

、
活

用
の

や
つ

が
増

え
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

も
。
令

和
６

年
度

か
ら

府
内

統
一

料
金

に
な

る
の

で
、
そ

れ
ま

で
努

力
で

き
る

の
は

、
こ

の
令

和
４

年
度

と
令

和
５

年
度

の
２

年
間

だ
け

で
す

け
ど

も
、
ア

、
イ

以
外

に
、
賦

課
総

合
を

抑
え

る
た

め
に

市
で

行
え

る
も

の
と

い
う

の
は

何
か

あ
る

ん
で

す
か

ね
。

　
例

え
ば

、
一

般
会

計
の

繰
入

れ
と

か
ね

、
そ

れ
う

ち
は

し
て

な
い

と
い

う
こ

と
な

ん
で

す
け

ど
、
こ

れ
以

外
、

何
か

あ
る

ん
で

す
か

。

1
1
4

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
と

い
う

か
、
こ

れ
ア

、
イ

以
外

に
限

度
額

抑
え

る
た

め
に

投
入

す
る

施
策

が
何

か
あ

る
の

か
っ

て
こ

と
な

ん
で

す
け

ど
。

　
例

え
ば

、
一

般
会

計
か

ら
の

繰
入

れ
が

一
つ

で
す

け
ど

、
一

般
会

計
か

ら
繰

り
入

れ
た

ら
、
そ

の
分

当
然

、
そ

の
年

の
保

険
料

は
安

く
な

る
け

ど
も

、
そ

れ
が

令
和

６
年

度
か

ら
は

、
も

う
統

一
料

金
や

し
、
そ

の
繰

入
れ

は
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

を
聞

い
て

い
る

の
で

、
や

っ
た

と
し

て
も

２
年

間
、
一

旦
は

下
が

る
け

ど
、
や

っ
た

と
こ

ろ
で

令
和

６
年

に
は

ど
っ

と
上

が
り

ま
す

わ
ね

、
当

然
。
そ

う
い

う
こ

と
は

う
ち

は
や

ら
な

い
と

い
う

こ
と

な
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
以

外
に

抑
え

れ
る

よ
う

な
工

夫
が

で
き

る
の

か
ど

う
か

を
聞

い
て

い
る

ん
で

す
け

ど
。
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時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
1
5

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員
　
要

は
、
ほ

か
に

な
い

と
い

う
こ

と
や

ね
、
打

つ
手

が
。
そ

れ
を

言
う

て
も

ら
っ

た
ら

一
番

早
い

。

1
1
6

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
な

か
な

か
、
そ

や
か

ら
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

な
ん

で
す

け
ど

、
こ

れ
も

、
今

の
段

階
で

は
分

か
ら

へ
ん

と
思

い
ま

す
。
今

の
仕

組
み

で
い

う
た

ら
、
事

業
費

納
付

金
を

府
に

納
め

て
、
府

の
ほ

う
か

ら
市

町
村

に
保

険
給

付
費

等
交

付
金

と
い

う
の

を
交

付
し

て
も

ら
う

と
い

う
仕

組
み

で
す

け
ど

、
統

一
料

金
、
令

和
６

年
度

か
ら

な
っ

た
と

き
に

は
、
ど

う
い

う
仕

組
み

に
な

る
か

と
い

う
の

は
、
ま

だ
議

論
さ

れ
て

い
る

途
中

な
ん

で
す

か
、
そ

の
辺

の
と

こ
ろ

が
分

か
ら

へ
ん

の
で

す
か

。

1
1
7

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
仕

組
み

は
、
大

き
く

変
わ

ら
へ

ん
と

い
う

こ
と

や
ね

、
統

一
化

に
な

っ
た

と
し

て
も

ね
。
こ

の
保

険
者

努
力

分
と

い
う

制
度

が
、
こ

れ
ま

だ
続

く
ん

で
す

か
。
今

で
し

た
ら

、
市

が
頑

張
っ

た
ら

頑
張

っ
た

分
、
そ

の
分

の
額

が
増

え
て

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

と
い

う
言

い
方

は
あ

れ
で

す
け

ど
、
頑

張
っ

た
分

の
報

わ
れ

る
制

度
が

、
こ

う
い

っ
た

保
険

者
努

力
支

援
制

度
と

い
う

形
で

残
る

の
か

ど
う

か
い

う
の

は
、
そ

の
辺

は
、
ま

だ
な

ん
で

す
か

。

1
1
8

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
そ

の
辺

の
議

論
が

こ
れ

か
ら

さ
れ

て
い

く
と

こ
や

と
思

い
ま

す
の

で
、
要

は
、
何

が
言

い
た

い
か

と
い

う
と

、
令

和
４

年
度

の
取

組
、
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
の

様
々

な
取

組
で

特
定

健
診

を
や

っ
て

い
っ

た
り

、
保

健
指

導
や

っ
て

い
っ

た
り

、
重

症
化

リ
ス

ク
の

糖
尿

病
、
お

金
が

非
常

に
か

か
る

重
症

化
リ

ス
ク

を
予

防
す

る
事

業
に

力
を

入
れ

た
り

、
医

療
費

適
正

化
と

い
う

形
で

重
複

服
薬

者
へ

の
健

康
相

談
を

行
っ

た
り

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
通

知
を

行
う

。
様

々
や

っ
て

い
き

ま
す

け
ど

も
、
こ

れ
は

こ
れ

で
や

っ
ぱ

り
統

一
料

金
に

な
っ

た
と

し
て

も
、
そ

れ
ぞ

れ
の

自
治

体
が

努
力

せ
ん

と
、
ひ

い
て

は
我

々
の

保
険

料
に

、
医

療
費

が
か

か
れ

ば
か

か
る

ほ
ど

、
そ

の
分

、
保

険
料

に
跳

ね
上

が
っ

て
く

る
の

で
、
そ

れ
ぞ

れ
の

自
治

体
で

努
力

し
て

、
医

療
費

を
適

正
化

と
い

う
か

、
保

険
料

を
抑

え
て

、
医

療
費

が
そ

う
増

え
な

い
よ

う
な

形
の

努
力

は
、
そ

れ
ぞ

れ
各

市
町

村
で

し
っ

か
り

と
や

っ
て

い
か

な
く

て
は

い
け

な
い

。
そ

の
た

め
の

、
こ

の
令

和
４

年
度

の
取

組
な

ん
だ

と
い

う
こ

と
で

い
い

ん
で

す
か

、
そ

う
い

う
認

識
で

。

1
1
9

 令
和

４
年

（2
0

2
2

年
）

3
月

予
算

常
任

委
員

会
小

北
一

美
委

員

　
最

後
で

す
け

ど
、
減

免
制

度
、
令

和
６

年
度

に
な

る
と

、
も

う
広

域
化

に
な

る
の

で
、
恐

ら
く

今
の

後
期

高
齢

者
と

同
じ

よ
う

な
扱

い
に

な
っ

て
、
ほ

ぼ
減

免
が

で
き

な
く

な
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
こ

の
２

年
間

に
わ

た
る

コ
ロ

ナ
禍

で
、
非

常
に

、
当

時
７

割
軽

減
と

か
、
い

ろ
い

ろ
、
そ

の
所

得
に

応
じ

て
な

っ
て

い
る

と
は

思
い

ま
す

け
ど

、
そ

れ
で

も
や

っ
ぱ

り
大

変
な

方
が

お
ら

れ
て

、
我

々
の

と
こ

ろ
に

、
よ

く
相

談
に

来
ら

れ
ま

す
。
ま

だ
令

和
４

年
度

、
５

年
度

は
、
一

応
、
う

ち
の

市
長

の
采

配
と

い
う

か
、
裁

量
で

で
き

る
分

で
あ

り
ま

す
の

で
、
そ

こ
は

本
当

に
丁

寧
に

減
免

の
相

談
が

あ
れ

ば
対

応
し

て
い

た
だ

き
、
市

民
に

寄
り

添
っ

た
、
今

こ
う

い
う

時
期

だ
か

ら
こ

そ
、
や

っ
て

い
た

だ
く

よ
う

に
お

願
い

し
て

、
一

旦
置

い
て

お
き

ま
す

。

（
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o
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時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
2

0
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
先

ほ
ど

の
委

員
さ

ん
も

言
わ

れ
て

ま
し

た
け

ど
、
統

一
化

に
な

っ
て

、
保

険
料

が
示

さ
れ

た
と

し
て

も
、
あ

く
ま

で
も

保
険

料
賦

課
権

は
市

に
あ

る
わ

け
で

し
ょ

う
。
示

し
て

く
る

の
は

大
阪

府
が

示
し

て
く

る
だ

け
で

、
そ

う
い

っ
た

場
合

、
こ

の
今

の
情

勢
で

す
か

ら
、
も

ち
ろ

ん
新

型
コ

ロ
ナ

の
こ

と
も

あ
る

だ
ろ

う
し

、
い

ろ
ん

な
意

味
で

保
険

料
を

納
め

る
の

が
し

ん
ど

い
な

と
い

う
よ

う
な

相
談

っ
て

き
っ

と
あ

る
ん

だ
ろ

う
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

る
ん

で
す

。
　
そ

こ
ま

で
統

一
化

し
な

く
し

て
も

、
そ

こ
は

市
独

自
の

保
険

者
の

努
力

を
す

る
べ

き
違

う
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

う
ん

で
す

が
、
一

時
、
新

型
コ

ロ
ナ

対
策

も
兼

ね
て

と
い

う
こ

と
で

す
け

ど
、
気

軽
に

申
し

出
て

く
れ

た
ら

相
談

に
乗

り
ま

す
よ

と
い

う
こ

と
で

、
保

険
料

の
通

知
の

中
に

減
免

申
請

の
用

紙
と

か
、
返

信
用

封
筒

な
ん

か
も

入
れ

ら
れ

て
、
密

を
避

け
る

対
策

み
た

い
な

ん
を

取
ら

れ
て

た
と

い
う

ふ
う

に
思

う
ん

で
す

け
ど

、
今

後
、
そ

れ
を

状
況

に
応

じ
て

実
施

さ
れ

て
い

く
と

か
、
続

け
て

い
か

れ
る

と
い

う
よ

う
な

こ
と

は
検

討
さ

れ
て

る
ん

で
し

ょ
う

か
。

1
2

1
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
ぜ

ひ
し

て
い

た
だ

き
た

い
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
新

し
い

生
活

様
式

と
い

う
ふ

う
に

、
み

ん
な

が
そ

う
い

う
ふ

う
に

変
わ

っ
て

き
て

い
て

、
な

る
べ

く
来

庁
せ

ず
に

で
き

る
よ

う
な

こ
と

が
、
そ

う
い

っ
た

対
応

を
取

ら
れ

る
ほ

う
が

い
い

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

し
、
保

険
料

軽
減

に
も

つ
な

が
っ

て
い

く
ん

だ
っ

た
ら

、
負

担
だ

っ
て

楽
に

な
る

わ
け

で
す

。
　
も

う
少

し
、
全

く
受

け
付

け
ま

せ
ん

よ
み

た
い

な
対

応
じ

ゃ
な

く
て

、
そ

う
い

っ
た

保
険

料
を

、
府

に
言

わ
れ

た
か

ら
上

げ
る

し
か

な
い

ん
で

す
と

い
う

よ
う

な
対

応
ば

っ
か

り
し

な
い

で
、
も

う
少

し
市

独
自

の
努

力
を

、
だ

っ
て

単
年

度
は

ず
っ

と
黒

字
で

続
い

て
き

て
い

る
わ

け
で

し
ょ

う
。
と

い
う

ふ
う

に
考

え
れ

ば
、
確

か
に

累
積

赤
字

は
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

け
ど

、
ず

っ
と

単
年

度
、
黒

字
で

き
て

い
る

割
に

は
、
市

独
自

の
努

力
が

さ
れ

な
く

て
、
そ

ん
な

こ
と

は
考

え
て

ま
せ

ん
み

た
い

な
ん

じ
ゃ

な
く

、
新

型
コ

ロ
ナ

対
応

の
減

免
の

こ
と

だ
け

言
っ

て
る

ん
じ

ゃ
な

い
ん

で
す

よ
。
用

紙
を

入
れ

る
だ

け
で

も
、
市

に
相

談
で

き
る

な
と

い
う

安
心

が
伴

う
わ

け
で

し
ょ

う
。
そ

う
い

っ
た

努
力

ぐ
ら

い
は

し
て

ほ
し

い
な

と
い

う
こ

と
を

申
し

上
げ

て
い

る
ん

で
あ

っ
て

、
検

討
し

て
ま

せ
ん

じ
ゃ

な
く

て
、
検

討
し

て
い

た
だ

け
ま

せ
ん

か
。

1
2

2
 令

和
４

年
（2

0
2

2
年

）
3

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員
　
別

に
予

算
が

必
要

か
も

し
れ

ま
せ

ん
け

ど
、
用

紙
を

保
険

料
通

知
と

一
緒

に
入

れ
る

ぐ
ら

い
は

、
ま

だ
こ

れ
か

ら
、
い

ろ
ん

な
意

味
で

検
討

で
き

る
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
の

で
、
令

和
４

年
度

に
つ

い
て

も
、
ぜ

ひ
検

討
課

題
に

入
れ

て
い

た
だ

き
た

い
と

い
う

ふ
う

に
申

し
上

げ
て

、
置

い
て

お
き

ま
す

。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
2

3
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
２

月
定

例
会

塩
見

み
ゆ

き
議

員
　

　
次

に
、
国

民
健

康
保

険
料

に
つ

い
て

お
聞

き
を

い
た

し
ま

す
。

　
国

民
健

康
保

険
の

加
入

者
は

、
高

齢
者

や
自

営
業

者
、
非

正
規

労
働

者
が

多
く

、
コ

ロ
ナ

禍
と

物
価

高
で

一
番

影
響

を
受

け
、
国

保
料

が
大

き
な

負
担

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
2

0
2

4
年

か
ら

府
下

統
一

国
保

に
す

る
目

的
の

た
め

、
2

0
1
8

年
度

以
降

、
国

保
料

は
上

が
り

続
け

て
い

ま
す

。
中

央
社

会
保

障
推

進
協

議
会

の
全

国
調

査
で

は
、
大

阪
府

統
一

国
保

料
は

全
国

一
高

い
金

額
に

な
っ

て
い

ま
す

。
今

年
１
月

６
日

、
令

和
４

年
度

第
３

回
大

阪
府

市
町

村
国

民
健

康
保

険
主

管
課

長
会

議
に

お
い

て
、
来

年
度

の
統

一
保

険
料

率
が

出
さ

れ
ま

し
た

が
、
府

平
均

で
１
人

当
た

り
の

保
険

料
が

1
6

万
2

,4
1
7

円
、
今

年
度

1
4

万
7

,7
8

6
円

と
比

べ
、
１
万

4
,6

3
1
円

、
9

.9
％

の
引

上
げ

に
な

っ
て

い
ま

す
。
困

窮
世

帯
に

と
っ

て
は

数
か

月
分

の
お

米
代

に
匹

敵
し

、
ま

さ
に

国
保

料
を

支
払

う
た

め
に

お
米

が
食

べ
ら

れ
な

く
な

る
事

態
に

な
っ

て
い

ま
す

。
　
2

0
1
8

年
度

か
ら

今
年

度
ま

で
の

平
均

保
険

料
と

引
上

げ
率

に
つ

い
て

お
示

し
く

だ
さ

い
。

1
2

4
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
２

月
定

例
会

塩
見

み
ゆ

き
議

員
　

　
来

年
度

、
保

険
料

抑
制

の
た

め
に

吹
田

市
と

し
て

繰
越

金
の

活
用

等
を

さ
れ

る
と

の
こ

と
で

す
。
保

険
料

抑
制

の
具

体
的

な
内

容
を

お
示

し
く

だ
さ

い
。

1
2

5
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
２

月
定

例
会

塩
見

み
ゆ

き
議

員
　

　
今

年
度

、
繰

越
金

は
約

1
5

億
円

と
お

聞
き

い
た

し
ま

し
た

。
大

阪
府

の
関

係
者

か
ら

は
、
2

0
2

4
年

度
以

降
の

財
源

見
直

し
に

お
い

て
、
黒

字
の

最
大

２
分

の
１
を

各
市

町
村

に
拠

出
さ

せ
る

と
い

う
議

論
も

あ
る

と
仄

聞
し

て
い

ま
す

。
２

分
の

１
で

あ
れ

ば
、
残

り
約

７
億

5
,0

0
0

万
円

を
保

険
料

引
下

げ
に

使
う

こ
と

が
可

能
で

す
。
国

保
加

入
者

が
納

め
た

保
険

料
が

黒
字

で
積

み
上

が
っ

た
も

の
で

す
か

ら
、
加

入
者

に
還

元
す

る
こ

と
は

当
た

り
前

の
こ

と
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
物

価
高

騰
の

今
こ

そ
可

能
な

額
を

最
大

限
、
保

険
料

引
下

げ
に

投
じ

る
べ

き
で

す
。

　
７

億
円

が
妥

当
と

判
断

し
た

根
拠

に
つ

い
て

お
聞

き
を

い
た

し
ま

す
。

1
2

6
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
２

月
定

例
会

塩
見

み
ゆ

き
議

員
　

　
2

0
2

4
年

度
の

統
一

化
に

よ
っ

て
、
繰

越
金

は
ど

う
い

う
扱

い
に

な
る

の
か

、
お

聞
き

い
た

し
ま

す
。

1
2

7
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
２

月
定

例
会

塩
見

み
ゆ

き
議

員
　

　
府

下
統

一
に

つ
い

て
、
吹

田
市

は
意

見
を

き
ち

ん
と

言
っ

て
い

く
と

の
こ

と
で

し
た

。
こ

れ
ま

で
大

阪
府

に
ど

の
よ

う
な

意
見

を
上

げ
て

き
た

の
か

。
　
ま

た
、
国

保
統

一
あ

り
き

で
市

民
を

置
き

去
り

に
す

る
方

針
を

撤
回

す
る

よ
う

、
大

阪
府

に
き

ち
ん

と
意

見
を

上
げ

る
べ

き
で

は
な

い
で

す
か

、
市

長
に

お
聞

き
を

い
た

し
ま

す
。

1
2

8
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
２

月
定

例
会

塩
見

み
ゆ

き
議

員
　

　
引

き
続

き
、
き

ち
ん

と
意

見
を

言
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。

（
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N
o
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時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
2

9
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
３

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
一

定
保

険
料

が
軽

減
さ

れ
る

よ
う

な
こ

と
が

条
例

改
正

の
中

で
も

言
わ

れ
て

い
る

ん
で

す
け

ど
、
昨

年
の

条
例

の
議

論
の

と
き

に
も

取
り

上
げ

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

ん
で

す
け

ど
、
子

供
の

均
等

割
保

険
料

、
国

は
未

就
学

児
の

分
だ

け
で

し
た

が
、
こ

の
こ

と
に

つ
い

て
は

今
回

も
軽

減
さ

れ
る

世
帯

が
あ

る
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
う

ん
で

す
。
昨

年
の

審
査

の
中

で
、
市

が
独

自
で

そ
の

こ
と

を
拡

充
し

て
実

施
す

る
の

は
駄

目
と

い
う

決
め

事
は

な
い

と
い

う
こ

と
だ

っ
た

ん
で

す
が

、
子

供
の

就
学

後
の

均
等

割
の

軽
減

を
導

入
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
今

年
度

の
条

例
改

正
に

向
け

て
は

何
も

検
討

は
さ

れ
な

か
っ

た
ん

で
し

ょ
う

か
。

1
3

0
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
３

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
去

年
と

お
答

え
が

変
わ

っ
て

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
う

ん
で

す
け

ど
、
私

が
聞

い
た

の
は

、
市

が
独

自
で

や
る

こ
と

は
検

討
さ

れ
な

か
っ

た
ん

か
な

と
い

う
こ

と
で

す
。
国

に
要

望
し

て
い

た
だ

く
の

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

や
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

、
例

え
ば

で
す

け
ど

、
独

自
で

せ
め

て
義

務
教

育
ま

で
と

か
、
国

が
や

っ
て

る
分

は
６

年
間

分
、
未

就
学

な
ん

で
す

け
ど

、
そ

こ
か

ら
以

降
あ

ん
ま

り
病

気
し

な
く

な
る

と
か

じ
ゃ

な
く

て
、
子

ど
も

医
療

費
助

成
制

度
は

あ
る

に
し

て
も

子
供

に
収

入
は

な
い

わ
け

で
す

か
ら

、
せ

め
て

義
務

教
育

の
間

ぐ
ら

い
は

市
で

均
等

割
の

軽
減

を
し

ま
す

よ
と

か
と

い
う

検
討

は
、
全

く
さ

れ
な

か
っ

た
ん

で
す

か
。

1
3

1
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
３

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員
　
そ

れ
は

、
府

内
で

保
険

料
率

が
統

一
さ

れ
る

と
、
子

供
の

均
等

割
軽

減
と

か
そ

う
い

っ
た

市
の

独
自

策
も

統
一

さ
れ

る
と

い
う

ふ
う

に
、
も

う
何

か
出

て
る

ん
で

す
か

。

1
3

2
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
３

月
健

康
福

祉
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
大

阪
府

は
定

め
て

ま
す

け
ど

、
国

の
法

律
上

は
、
賦

課
権

は
市

町
村

と
い

う
ふ

う
に

国
会

で
何

度
も

答
弁

さ
れ

て
る

ん
で

、
そ

こ
は

大
阪

府
が

統
一

す
る

か
ら

と
か

と
い

う
の

で
は

な
く

て
、
市

と
し

て
も

こ
う

い
う

こ
と

が
必

要
で

す
よ

と
か

、
む

や
み

に
統

一
さ

れ
る

の
は

全
然

お
か

し
い

ん
じ

ゃ
な

い
で

す
か

と
い

う
意

見
は

、
ぜ

ひ
言

っ
て

い
か

な
い

と
い

け
な

い
こ

と
と

違
う

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
う

ん
で

す
け

ど
、
そ

の
辺

り
は

い
か

が
で

す
か

。

1
3

3
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

小
北

一
美

委
員

　

　
そ

れ
で

、
４

番
の

保
険

料
抑

制
の

た
め

の
工

夫
で

様
々

や
っ

て
い

る
ん

で
す

け
ど

も
、
今

回
は

去
年

に
な

か
っ

た
約

７
億

円
の

繰
越

金
の

活
用

が
あ

る
の

で
、
こ

れ
で

結
構

、
賦

課
総

額
を

抑
え

て
い

る
ん

か
な

と
思

い
ま

す
け

ど
、
去

年
は

こ
の

繰
越

金
は

活
用

し
て

な
い

ん
で

す
け

ど
も

今
年

は
繰

越
金

が
あ

っ
た

か
ら

活
用

で
き

た
と

い
う

認
識

で
い

い
ん

で
す

か
。

（
38
）
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o
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時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
3

4
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

小
北

一
美

委
員

　

　
物

価
高

騰
対

策
で

、
余

剰
金

を
７

億
円

充
て

た
と

い
う

こ
と

で
、
そ

れ
が

入
っ

た
が

ゆ
え

に
、
結

果
的

に
賦

課
割

合
が

据
え

置
か

れ
た

と
い

う
の

が
、
要

求
し

て
い

る
資

料
の

一
覧

や
と

思
い

ま
す

。
世

帯
人

数
別

に
資

料
を

も
ら

っ
て

い
ま

す
け

ど
、
ほ

と
ん

ど
の

世
帯

で
軽

減
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
、
我

々
も

そ
う

で
す

け
ど

、
一

定
の

収
入

の
あ

る
人

の
と

こ
ろ

が
ち

ょ
っ

と
増

え
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

、
世

帯
人

数
に

よ
っ

て
若

干
、
収

入
が

低
い

人
も

増
え

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
け

ど
、
ほ

と
ん

ど
の

世
帯

が
一

人
、
二

人
ぐ

ら
い

で
し

た
ら

軽
減

さ
れ

て
い

る
と

い
う

の
は

、
こ

の
余

剰
金

の
７

億
円

を
充

当
し

た
こ

と
が

大
き

い
と

思
う

ん
で

す
。

　
こ

の
辺

の
と

こ
ろ

が
、
令

和
６

年
度

か
ら

府
内

統
一

料
金

に
な

っ
た

と
き

に
、
市

の
裁

量
と

し
て

、
保

険
料

そ
の

も
の

に
つ

い
て

安
く

す
る

よ
う

な
こ

と
は

で
き

な
く

な
る

ん
で

す
ね

。

1
3

5
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

小
北

一
美

委
員

　

　
保

険
料

を
抑

え
る

た
め

に
、
市

に
よ

っ
て

は
一

般
会

計
か

ら
繰

入
れ

を
や

っ
て

い
る

と
こ

も
あ

り
ま

す
。
う

ち
は

そ
れ

を
や

ら
な

い
と

い
う

こ
と

で
、
そ

れ
を

や
っ

て
い

る
と

こ
ろ

の
自

治
体

に
し

た
ら

、
今

年
度

、
来

年
度

も
や

っ
て

い
た

ら
、
令

和
６

年
に

統
一

料
金

に
な

る
の

で
、
値

上
げ

幅
と

い
う

か
、
上

が
り

幅
が

一
気

に
大

き
く

な
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
今

、
本

市
の

平
均

の
保

険
料

の
割

合
は

府
内

で
比

べ
た

ら
、
ど

れ
ぐ

ら
い

の
位

置
に

な
る

ん
で

す
か

。

1
3

6
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

小
北

一
美

委
員

　
　
今

、
約

1
6

万
円

ぐ
ら

い
で

9
5

.8
％

と
い

う
こ

と
で

す
け

ど
、
そ

れ
が

令
和

６
年

度
に

は
1
0

0
％

に
な

っ
て

、
統

一
料

金
に

な
っ

た
場

合
、
今

年
の

額
か

ら
ど

れ
ぐ

ら
い

増
え

そ
う

で
す

か
。

1
3

7
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

小
北

一
美

委
員

　

　
令

和
６

年
度

か
ら

府
内

統
一

料
金

に
な

る
の

で
、
市

の
裁

量
で

、
ど

う
し

て
も

大
変

な
場

合
は

減
免

を
行

っ
て

い
ま

し
た

け
ど

も
、
そ

れ
が

で
き

る
の

は
令

和
５

年
度

ま
で

で
、
令

和
６

年
度

か
ら

は
、
後

期
高

齢
者

の
分

と
一

緒
に

な
っ

て
、
市

の
裁

量
で

は
減

免
が

で
き

な
く

な
る

と
い

う
認

識
で

い
い

ん
で

す
か

。

1
3

8
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
条

例
の

と
こ

で
も

少
し

お
聞

き
を

し
た

ん
で

す
け

ど
、
子

供
の

均
等

割
の

分
に

つ
い

て
検

討
し

た
と

言
わ

れ
て

い
た

ん
で

す
け

ど
、
予

算
書

を
見

て
み

る
と

、
昨

年
の

ほ
う

が
、
未

就
学

児
均

等
割

保
険

料
繰

入
金

は
多

く
て

、
新

年
度

の
予

算
に

つ
い

て
は

、
繰

入
金

は
減

っ
て

い
る

わ
け

で
、
同

じ
額

の
繰

入
れ

を
す

れ
ば

、
別

に
未

就
学

だ
け

で
な

く
て

、
で

き
る

ん
と

違
う

か
な

と
単

純
に

考
え

て
は

い
る

ん
で

す
け

ど
、
例

え
ば

昨
年

と
同

じ
だ

け
一

般
会

計
か

ら
繰

入
れ

を
し

た
場

合
、
ど

こ
の

年
齢

ま
で

い
け

る
ん

か
と

か
、
条

例
の

と
き

に
申

し
上

げ
た

、
小

学
校

６
年

生
ま

で
や

っ
た

ら
こ

れ
だ

け
か

か
る

と
か

、
中

学
校

だ
っ

た
ら

こ
こ

ぐ
ら

い
ま

で
か

か
る

と
か

、
そ

う
い

っ
た

こ
と

の
具

体
的

な
検

討
は

、
予

算
を

編
成

す
る

に
当

た
っ

て
考

え
ら

れ
た

ん
で

し
ょ

う
か

。

1
3

9
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員
　
私

が
聞

き
も

ら
し

て
い

た
ら

す
み

ま
せ

ん
。
保

険
料

が
統

一
化

さ
れ

た
ら

、
子

供
の

均
等

割
に

つ
い

て
も

、
大

阪
府

に
準

じ
て

や
ら

な
い

か
ん

と
い

う
決

ま
り

事
に

な
っ

て
い

る
ん

で
す

か
。
そ

れ
は

ど
っ

か
に

書
い

て
あ

る
ん

で
す

か
。

（
39
）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
4

0
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
本

会
議

の
会

派
の

代
表

質
問

で
も

、
府

に
は

い
つ

も
要

望
し

て
い

ま
す

み
た

い
に

言
わ

れ
て

い
た

ん
で

す
け

ど
、
要

望
す

る
だ

け
で

結
局

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

み
た

い
な

ん
を

ず
っ

と
繰

り
返

し
て

い
て

、
一

般
会

計
か

ら
の

繰
入

れ
で

や
る

分
に

つ
い

て
は

、
本

市
の

会
計

か
ら

繰
入

れ
て

や
っ

て
い

る
ん

だ
か

ら
と

い
う

よ
う

な
お

話
を

も
っ

と
さ

れ
た

ら
ど

う
か

な
と

思
う

ん
で

す
。

　
保

険
料

の
こ

と
に

つ
い

て
言

わ
れ

て
い

る
ん

か
も

し
れ

な
い

け
れ

ど
も

、
そ

も
そ

も
保

険
料

の
賦

課
権

は
統

一
化

さ
れ

た
っ

て
市

に
残

る
と

い
う

の
は

、
国

会
で

も
答

弁
さ

れ
て

い
た

と
思

う
ん

で
す

。
そ

こ
が

何
か

具
体

的
な

検
討

も
な

い
ま

ま
に

、
来

年
、
大

阪
府

に
言

わ
れ

た
ら

で
き

な
く

な
る

か
ら

で
は

な
く

て
、
具

体
的

な
金

額
で

小
学

校
卒

業
ま

で
や

っ
た

ら
ど

れ
だ

け
か

か
る

ん
か

と
か

、
そ

こ
ま

で
検

討
さ

れ
た

の
か

、
全

く
で

き
な

く
な

る
か

ら
も

う
や

め
と

こ
と

や
め

た
の

か
、
金

額
を

も
っ

と
検

討
し

て
い

な
い

の
か

な
と

い
う

の
を

私
は

聞
い

た
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
辺

り
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。

1
4

1
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
だ

っ
た

ら
検

討
し

て
ほ

し
か

っ
た

で
す

。
や

る
か

や
ら

へ
ん

か
の

検
討

で
な

く
て

、
条

例
の

と
き

に
も

言
い

ま
し

た
け

ど
、
確

か
に

物
価

高
騰

と
か

、
い

ろ
ん

な
意

味
で

、
全

体
的

に
軽

減
す

る
た

め
に

努
力

さ
れ

た
と

い
う

の
は

分
か

る
ん

で
す

よ
。

　
だ

け
ど

子
供

は
収

入
が

そ
も

そ
も

な
い

わ
け

で
、
だ

か
ら

未
就

学
児

と
な

っ
て

い
る

ん
か

も
し

れ
な

い
け

れ
ど

も
、
そ

う
や

っ
て

考
え

た
ら

、
せ

め
て

義
務

教
育

ま
で

は
幾

ら
か

か
る

ん
か

と
か

ち
ゃ

ん
と

具
体

的
に

検
討

し
な

い
か

ら
、
大

阪
府

に
言

っ
た

っ
て

、
大

阪
府

は
合

わ
せ

な
さ

い
と

言
う

だ
け

で
、
市

町
村

か
ら

言
っ

て
く

る
こ

と
を

突
っ

ぱ
ね

る
わ

け
で

し
ょ

う
。

　
だ

か
ら

そ
の

辺
も

う
少

し
具

体
的

に
、
幾

ら
あ

っ
た

ら
で

き
る

ん
だ

か
ら

こ
う

や
っ

て
頑

張
り

ま
せ

ん
か

、
府

の
制

度
に

し
ま

せ
ん

か
と

言
わ

へ
ん

か
っ

た
ら

、
今

年
は

頑
張

れ
た

け
ど

、
来

年
以

降
、
全

く
頑

張
ら

れ
へ

ん
と

か
に

な
っ

て
い

く
ん

と
違

う
か

な
と

思
う

ん
で

す
け

ど
、
な

ぜ
具

体
的

な
数

字
で

検
討

さ
れ

な
か

っ
た

ん
で

し
ょ

う
か

。
必

要
な

い
と

思
っ

た
か

ら
し

な
か

っ
た

の
か

、
ど

う
な

ん
で

し
ょ

う
か

。

1
4

2
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員
　
だ

け
ど

、
ほ

か
の

市
町

村
で

や
っ

て
い

る
と

こ
あ

り
ま

す
よ

ね
。
大

阪
は

な
い

感
じ

で
す

け
ど

、
ほ

か
や

っ
て

い
る

と
こ

あ
り

ま
す

よ
ね

。

1
4

3
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員
　
そ

の
実

施
し

て
い

る
と

こ
ろ

に
、
令

和
５

年
で

や
め

る
ん

で
す

か
と

い
う

確
認

を
さ

れ
た

ん
で

す
か

。

1
4

4
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
だ

か
ら

と
い

っ
て

全
く

や
ら

な
い

ん
で

は
な

く
て

、
や

っ
ぱ

り
必

要
性

を
感

じ
て

お
ら

れ
る

か
ら

今
回

検
討

さ
れ

た
と

私
は

理
解

を
し

て
い

る
ん

で
す

。
だ

か
ら

、
就

学
、
未

就
学

と
い

う
決

ま
り

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
そ

れ
以

降
も

必
要

じ
ゃ

な
い

で
す

か
と

い
う

こ
と

は
、
引

き
続

き
や

っ
ぱ

り
求

め
て

ほ
し

い
な

と
思

い
ま

す
が

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。

（
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
4

5
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

玉
井

美
樹

子
委

員

　
お

願
い

を
し

て
お

き
ま

す
け

ど
、
市

長
会

通
じ

て
と

か
と

言
わ

れ
る

ん
で

し
た

ら
、
ど

う
し

て
必

要
な

の
か

と
か

、
何

が
必

要
な

の
か

と
い

う
の

は
、
き

ち
ん

と
市

長
に

も
伝

え
て

い
た

だ
く

こ
と

と
か

、
そ

う
い

っ
た

こ
と

を
し

て
い

た
だ

か
な

い
と

、
い

つ
ま

で
も

課
の

中
で

検
討

し
て

、
府

は
こ

こ
ま

で
と

言
っ

て
い

る
し

と
か

、
ほ

か
は

や
っ

て
い

て
も

令
和

５
年

で
終

わ
っ

て
し

ま
う

し
と

か
と

い
う

、
マ

イ
ナ

ス
要

素
で

し
か

検
討

が
進

ま
へ

ん
の

か
な

と
思

う
ん

で
す

。
　
や

っ
ぱ

り
プ

ラ
ス

に
検

討
し

て
、
今

回
み

た
い

に
軽

減
さ

れ
る

こ
と

が
よ

か
っ

た
な

と
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

し
、
収

入
が

な
い

人
に

ま
で

か
け

て
し

ま
う

仕
組

み
そ

も
そ

も
が

お
か

し
い

で
す

。
　
だ

か
ら

、
そ

の
こ

と
に

つ
い

て
は

一
番

分
か

っ
て

お
ら

れ
る

方
が

き
ち

ん
と

要
望

し
続

け
て

い
た

だ
き

た
い

な
と

思
い

ま
す

の
で

、
お

願
い

を
し

て
お

き
ま

す
。
置

い
て

お
き

ま
す

。

1
4

6
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　

　
資

料
を

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
各

世
帯

人
数

ご
と

、
ま

た
給

与
収

入
と

か
所

得
ご

と
の

保
険

料
が

ど
れ

ぐ
ら

い
に

な
る

か
と

い
う

算
定

を
し

て
い

た
だ

い
て

、
１
人

当
た

り
保

険
料

調
定

額
は

、
令

和
４

年
度

は
1
3

万
8

7
0

円
、
令

和
５

年
度

は
1
2

万
7

,5
1
4

円
、
増

減
額

は
マ

イ
ナ

ス
3

,3
5

6
円

、
増

減
率

は
マ

イ
ナ

ス
2

.5
6

％
と

い
う

こ
と

で
、
こ

の
間

ず
っ

と
、
多

少
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
上

が
っ

て
い

る
中

で
、
今

回
減

少
す

る
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
　
い

ろ
い

ろ
言

わ
れ

て
い

た
の

で
、
大

体
経

過
は

分
か

る
ん

で
す

が
、
７

億
円

の
繰

越
金

を
予

算
書

の
中

で
は

、
入

れ
る

と
い

う
こ

と
に

さ
れ

た
と

。
こ

れ
ま

で
累

積
赤

字
を

ず
っ

と
解

消
し

な
が

ら
、
単

年
度

で
も

赤
字

を
出

し
た

ら
ま

た
累

積
が

増
え

る
ん

で
、
単

年
度

も
黒

字
化

し
て

い
く

と
い

う
こ

と
を

ず
っ

と
し

て
き

た
中

で
、
だ

か
ら

保
険

料
は

上
が

り
続

け
て

く
る

と
い

う
の

が
続

い
て

き
ま

し
た

か
ら

、
新

型
コ

ロ
ナ

じ
ゃ

な
い

、
物

価
高

騰
の

影
響

も
あ

る
し

と
い

う
こ

と
で

繰
越

金
を

入
れ

る
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

は
、
こ

れ
ま

で
に

な
い

こ
と

な
の

か
な

と
思

い
ま

す
。

　
先

ほ
ど

来
、
い

ろ
い

ろ
言

わ
れ

て
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
結

果
的

に
こ

の
統

一
化

を
令

和
６

年
度

か
ら

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

に
な

れ
ば

、
保

険
料

率
は

も
う

府
内

で
統

一
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
で

、
同

じ
所

得
の

方
は

同
じ

保
険

料
、
同

じ
世

帯
人

数
で

あ
れ

ば
同

じ
保

険
料

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

よ
ね

。
そ

う
な

る
と

、
令

和
６

年
度

に
関

し
て

は
ど

ん
な

ふ
う

に
な

る
見

込
み

な
ん

で
し

ょ
う

か
。

（
41
）
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時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
4

7
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　

　
そ

れ
は

来
年

の
１
月

頃
に

示
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
な

ん
で

、
そ

れ
ま

で
は

具
体

の
数

字
は

分
か

り
ま

せ
ん

。
　
今

回
の

こ
の

資
料

で
見

ま
し

て
も

、
軽

減
の

世
帯

の
分

は
色

が
つ

い
て

い
て

、
軽

減
な

ん
で

当
然

所
得

の
少

な
い

方
で

、
そ

れ
以

外
の

中
間

層
に

関
し

て
も

一
定

の
減

額
と

い
う

こ
と

に
、
各

世
帯

人
数

を
見

ま
し

て
も

な
っ

て
い

く
と

い
う

こ
と

で
す

。
　
こ

れ
ま

で
市

は
多

子
世

帯
に

比
較

的
優

し
い

と
い

う
か

、
そ

う
い

う
保

険
料

の
設

定
に

な
っ

て
い

た
ん

で
す

が
、
こ

れ
が

だ
ん

だ
ん

変
わ

っ
て

き
た

と
い

う
こ

と
で

、
均

等
割

と
い

う
制

度
そ

の
も

の
が

、
さ

っ
き

玉
井

委
員

も
言

わ
れ

ま
し

た
け

ど
、
人

頭
税

な
ん

で
、
収

入
に

か
か

わ
ら

ず
払

わ
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

い
う

も
の

で
す

か
ら

、
応

能
負

担
に

そ
ぐ

わ
な

い
制

度
や

と
思

い
ま

す
。
こ

れ
は

国
で

も
し

っ
か

り
検

討
し

て
ほ

し
い

と
い

う
こ

と
は

国
会

で
も

言
っ

て
い

る
わ

け
で

す
が

、
就

学
前

の
均

等
割

の
軽

減
に

つ
い

て
は

、
具

体
的

な
数

字
を

お
伺

い
し

た
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、
例

え
ば

４
人

世
帯

で
収

入
が

5
0

0
万

円
の

世
帯

で
し

た
ら

ど
う

い
う

数
字

に
な

る
の

か
。
こ

の
資

料
は

就
学

前
の

子
供

の
均

等
割

の
軽

減
が

反
映

さ
れ

て
い

な
い

数
字

な
ん

で
教

え
て

ほ
し

い
で

す
。

1
4

8
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　

　
も

う
ち

ょ
っ

と
下

が
る

か
な

と
思

っ
た

け
ど

、
分

か
り

ま
し

た
。

　
広

域
化

の
関

係
で

い
ろ

い
ろ

な
市

町
村

が
質

問
な

り
意

見
を

さ
れ

て
、
そ

れ
に

対
し

て
府

の
考

え
方

も
示

さ
れ

て
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
そ

の
中

で
人

間
ド

ッ
ク

の
こ

と
が

書
い

て
い

た
ん

だ
け

ど
、
人

間
ド

ッ
ク

受
診

者
に

対
す

る
補

助
金

に
関

し
て

は
、
統

一
化

さ
れ

る
の

か
な

と
思

っ
て

見
て

い
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、
そ

れ
は

市
町

村
で

決
め

て
よ

い
と

書
か

れ
て

あ
り

ま
す

。
今

は
各

市
ば

ら
ば

ら
だ

と
思

う
ん

で
す

が
、
こ

れ
は

引
き

続
き

本
市

と
し

て
は

変
わ

ら
な

い
と

考
え

て
よ

ろ
し

い
ん

で
す

か
。

1
4

9
令

和
５

年
（2

0
2

3
年

）
　
３

月
予

算
常

任
委

員
会

柿
原

真
生

委
員

　

　
分

か
り

ま
し

た
。
府

が
何

を
統

一
し

て
、
何

は
市

町
村

の
考

え
で

い
い

で
す

よ
と

判
断

を
さ

れ
て

い
る

の
か

、
そ

の
辺

が
よ

く
分

か
ら

な
い

部
分

も
あ

っ
た

の
で

確
認

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

　
い

ず
れ

に
し

て
も

、
今

後
統

一
化

さ
れ

た
ら

、
国

保
の

運
協

は
ど

う
な

ん
ね

ん
と

か
、
我

々
議

会
は

何
を

ほ
ん

な
ら

こ
こ

で
決

め
れ

る
ね

ん
と

い
う

こ
と

で
、
非

常
に

関
与

が
薄

ま
っ

て
い

っ
て

、
議

会
の

関
与

が
薄

ま
る

と
い

う
こ

と
は

結
果

的
に

市
民

か
ら

遠
く

な
る

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

か
ら

、
統

一
化

そ
の

も
の

を
や

め
て

ほ
し

い
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
と

い
う

の
が

ベ
ー

ス
に

あ
り

ま
す

か
ら

、
ほ

ん
と

に
市

民
の

た
め

の
国

保
の

運
営

に
な

っ
て

い
く

の
か

な
と

い
う

と
こ

ろ
は

非
常

に
心

配
を

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
だ

け
申

し
上

げ
て

お
き

ま
す

。

（
42
）
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N
o
.

時
期

発
言

者
意

見
、
発

言
等

市
民

及
び

議
員

の
意

見
、
発

言
等

1
5

0
令

和
５

年
(2

0
2

3
年

）3
月

吹
田

民
主

商
工

会

　
コ

ロ
ナ

禍
と

物
価

高
騰

の
下

で
、
国

保
料

の
大

幅
連

続
値

上
げ

と
減

免
改

悪
を

も
た

ら
す

「
国

保
府

内
統

一
化

」に
突

き
進

め
ば

、
被

保
険

者
の

生
活

、
健

康
が

脅
か

さ
れ

る
。
大

阪
府

に
「
国

保
府

内
統

一
化

」
は

中
止

す
る

よ
う

求
め

、
基

金
・剰

余
金

、
法

定
外

繰
り

入
れ

な
ど

を
活

用
し

、
直

ち
に

国
保

料
を

協
会

け
ん

ぽ
並

み
に

引
き

下
げ

る
こ

と
。

1
5

1
令

和
５

年
(2

0
2

3
年

）７
月

大
阪

社
会

保
障

推
進

協
議

会

　
コ

ロ
ナ

禍
と

物
価

高
の

被
害

を
受

け
て

い
る

自
営

業
者

・
フ

リ
ー

ラ
ン

ス
・
非

正
規

労
働

者
は

す
べ

て
国

保
に

加
入

し
て

お
り

、
国

保
料

引
き

下
げ

は
最

も
効

果
的

な
貧

困
対

策
で

あ
る

の
に

多
く

の
市

町
村

が
黒

字
を

出
し

な
が

ら
次

年
度

に
繰

り
入

れ
ず

基
金

に
積

み
上

げ
、
保

険
料

の
値

上
げ

を
行

う
と

い
う

事
態

と
な

っ
て

い
る

。
元

凶
は

「大
阪

府
国

保
統

一
化

」
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

だ
け

保
険

料
が

大
幅

値
上

げ
と

な
っ

て
お

り
、
中

央
社

保
協

大
都

市
調

査
で

は
大

阪
府

統
一

国
保

料
が

全
国

一
高

く
な

っ
て

お
り

、
そ

れ
に

引
き

ず
ら

れ
て

大
阪

府
内

市
町

村
国

保
料

が
全

国
的

に
も

高
額

と
な

っ
て

い
る

。
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
２

０
２

４
年

度
の

完
全

統
一

を
延

期
す

る
こ

と
。
さ

ら
に

少
子

化
対

策
の

障
害

と
な

っ
て

い
る

こ
ど

も
の

均
等

割
を

ゼ
ロ

に
す

る
こ

と
。

（
43
）
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議案第９４号参考資料
健康医療部国民健康保険課

吹田市減免基準と大阪府統一減免基準比較

大阪府統一減免基準 吹田市減免基準

1

災害による減免

　全壊等　保険料の100％
　半壊等　保険料の70％
　火災による水損又は床上浸水 保険料の
50％

同左

2

所得の減少による減免

　前年所得からの減少率に応じて
　30%以上40％未満　所得割額の30%
　40%以上50％未満　所得割額の40%
　50%以上60％未満　所得割額の50%
　60%以上70％未満　所得割額の60%
　70%以上80％未満　所得割額の70%
　80%以上90％未満　所得割額の80%
　90%以上100％未満　所得割額の90%
　100％　所得割額の100%

同左

3

拘禁による減免

　刑事施設などに拘禁されている期間
　保険料の100％

同左

4

旧被扶養者による減免

　被用者保険等から後期高齢者医療制度へ
 移行した被保険者の被扶養者
　所得割額　100％
　均等割額　50%
　平等割額　50%（旧被扶養者のみの世帯）

同左

5 －
上記に該当しないが、生活が著しく困難と
なった者に準ずると認められる者
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議
案
第
９
７
号
参
考
資
料

土
木
部
総
務
交
通
室

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
状
況
が
分
か
る
資
料
（
過
去
５
年
）

【Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
北
側
】

項
番

自
転
車
駐
車
場
名

運
営

車
種

収
容
台
数

平
成
3
0
年
度

（2
0
1
8
年
度
）

令
和
元
年
度

（
2
0
1
9
年
度
）

令
和
２
年
度

（
2
0
2
0
年
度
）

令
和
３
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）

令
和
４
年
度

（
2
0
2
2
年
度
）

自
転
車
一
時

3
2
6

1
.5

1
.4

1
.1

1
.2

1
.3

自
転
車
定
期

1
,6
8
4

7
8
.3
%

7
6
.8
%

6
7
.9
%

6
5
.5
%

6
6
.4
%

原
付
一
時

3
3

0
.8

0
.8

0
.5

0
.4

0
.5

原
付
定
期

1
5
7

9
3
.0
%

8
4
.7
%

7
3
.9
%

7
1
.3
%

6
0
.5
%

②
ＪＲ
吹
田
駅
前
北
口
自
転
車
駐
車
場

整
備
セ
ン
タ
ー

自
転
車
定
期

3
0
0

1
1
1
.4
%

1
2
3
.3
%

1
2
2
.5
%

1
3
1
.7
%

1
4
0
.3
%

【Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
南
側
】

項
番

自
転
車
駐
車
場
名

運
営

車
種

収
容
台
数

平
成
3
0
年
度

（2
0
1
8
年
度
）

令
和
元
年
度

（
2
0
1
9
年
度
）

令
和
２
年
度

（
2
0
2
0
年
度
）

令
和
３
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）

令
和
４
年
度

（
2
0
2
2
年
度
）

自
転
車
一
時

1
5
0
(1
2
5
)

1
.2

1
.4

1
.0

1
.1

1
.1

自
転
車
定
期

4
0
6

9
6
.6
%

9
5
.3
%

9
2
.9
%
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%
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期
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%
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-

-
-
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車
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期
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4
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%
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0
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%
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%
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4
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%
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期
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%
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%
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4
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%
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.3
%

6
3
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%
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転
車

1
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%
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4
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%

4
4
.1
%

4
2
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%

4
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%

原
付

1
3
0

2
0
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%

1
7
.5
%

1
6
.4
%

1
3
.9
%

1
1
.8
%

⑥
ＪＲ
吹
田
駅
前
東
第
２
自
転
車
駐
車
場

整
備
セ
ン
タ
ー

自
転
車
一
時

4
6

1
3
8
.0
%

1
3
6
.6
%

1
2
9
.7
%

1
3
4
.4
%

1
3
7
.9
%

（参
考
）

自
転
車
一
時

3
5
7

4
.8

4
.8

4
.3

4
.4

4
.4

原
付
一
時

4
5

5
.9

5
.7

4
.9

4
.6

4
.4

B
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
2
1
吹
田
さ
ん
く
す

吹
田
市
開
発
ビ
ル
（株
）

自
転
車
一
時

2
2
5

4
.8

4
.7

4
.4

4
.2

4
.5

【特
記
事
項
】

②
⑤
⑥
運
営
の
「整
備
セ
ン
タ
ー
」は
公
益
財
団
法
人
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
の
略

③
収
容
台
数
の
（　
）は
平
成
3
0
年
度
（2
0
1
8
年
度
）の
数
値

吹
田
市
運
営
お
よ
び
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
１
の
一
時
使
用
に
つ
い
て
は
、
一
日
当
た
り
の
平
均
回
転
数
を
表
示

③
ＪＲ
吹
田
駅
前
中
央
自
転
車
駐
車
場
の
原
付
定
期
は
平
成
3
0
年
度
（2
0
1
8
年
度
）限
り
で
受
け
入
れ
停
止

⑤
ＪＲ
吹
田
駅
前
東
自
転
車
駐
車
場
の
自
転
車
・原
付
の
数
値
は
定
期
と
一
時
の
合
計

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
１
は
、
駐
車
後
２
時
間
の
無
料
時
間
の
み
の
利
用
者
を
含
む

⑤
整
備
セ
ン
タ
ー

Ａ
N
P
O
法
人
JR
吹
田
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

①
吹
田
市

③
吹
田
市

④
吹
田
市

ＪＲ
吹
田
駅
前
北
自
転
車
駐
車
場

ＪＲ
吹
田
駅
前
中
央
自
転
車
駐
車
場

ＪＲ
吹
田
駅
前
西
自
転
車
駐
車
場

ＪＲ
吹
田
駅
前
東
自
転
車
駐
車
場

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
2
1
さ
ん
く
す
夢
広
場
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９
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土
木
部
総
務
交
通
室
 

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場
の
場
所
を
図
示
し
た
資
料
 

 （
南
側
）

 

 

③
Ｊ
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吹
田
駅
前
中
央

 

自
転
車
駐
車
場

 

④
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
前
西

 

自
転
車
駐
車
場

 

⑥
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
前
東
第
２

 

自
転
車
駐
車
場
（
路
上
）
 ⑤
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
前
東

 

自
転
車
駐
車
場
（
地
下
）

 

Ａ
▲
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

2
1

 

さ
ん
く
す
夢
広
場
（
路
上
）
 

Ｂ
■
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

2
1

 

吹
田
さ
ん
く
す
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 （
北
側
）

 

  

②
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
前
北
口

 

自
転
車
駐
車
場

 

①
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
前
北

 

自
転
車
駐
車
場
（
地
下
）

 

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
前
北
第
２

 

自
転
車
駐
車
場
（
工
事
中
）
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議 案 第 ９８号 参 考 資 料 

学校教育部教育未来創生室 

 

 

山田第五小学校に係る学校規模適正化説明会 議事概要 

（山五小学校の児童の保護者） 

 

１ 日 時  令和５年９月９日（土）午前 10 時 00 分～12 時 20 分 

２ 会 場  山田第五小学校 多目的室 

３ 参加者  山田第五小学校の児童生徒の保護者 63 名 

学校教育部 山下部長 

教育未来創生室 薬師川室長、木村参事、土井主幹、向垣内主幹指導主事、 

渡辺主査、金谷係員 

放課後子ども育成室 堀室長、中村参事、山下主幹 

４ 内 容  山田第五小学校に係る学校規模適正化について 

５ 質疑応答 

 

保 護 者：冒頭であった教育委員会会議っていうのをやっておられたっていうのがある

と思うんですけど、おそらくそこでこのレジュメ以外の意見もそこに出てる

のかなと思うので、そういう議事録みたいなものっていうのは見せてもらえ

たりしないんですか。 

 

教育委員会：教育委員会としての、今回の方向性を確認、整理するために、8 月 16 日に教

育委員会会議という会議を行っております。議事録につきましては、今担当の

方で整理をしておりまして、少しお時間いただきますけど、ホームページで公

開をさせていただく予定としております。 

 

保 護 者：ご説明ありがとうございました。山五小と山三小の統合の最善策のところで、

南山田小学校の案で、過小規模校化の根本原因が解消されない。これは山三小

学校の過小規模校の問題が残ってしまうということで、市ホームページのと

ころで、学校規模適正化のところでですね、山三小学校が将来的に大規模な住

宅開発が予定されているとあったので、そこのせいで過小規模校はなくなる

んじゃないかなと思うんですけれども、その点についてのご説明をお願いい

たします。 

 

教育委員会：開発があると断言しているわけではなくて可能性があると思っています。皆さ
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んご存知と思いますが、山三小学校のちょうど向かい側に郵政公社跡地、もう

今、更地になっているところが 1.8ha ほどあります。ここに関しては、住宅開

発がある場合には、届け出、大規模開発の届け出というところがあって、話が

進んでいきますが、その届け出がなされてないという状況の中で、我々そこを

推計に入れていないので、過小規模校化になると。ただ、マンションや戸建て

ができた場合というところも、当然ながら我々シミュレーションをさせてい

ただいております。もし、直近でできた場合に、山三小学校が過小規模になる

という時期が、数年後ろ倒しになる程度で、結果的には山三小学校が過小規模

校になってしまうというふうに分析しておりますので、そこは、山三小学校の

過小規模校化というところは見込みとしては間違ってないかなというところ

でございます。 

 

保 護 者：現在ＹｏｕＴｕｂｅの方で、今回の学校規模適正化の山田第五小学校について

動画が上がっているんですけど、その動画の中には校区の見直しがまずＡ案

であって、小学校の距離は○で大きく変わらない、ちょっと見てない方にもご

説明したいんですけど、中学校の距離は同じである、中学校区の変更は変更な

しで、３つとも○が３つあるんです。今回のはＢ案で、小学校の距離は○で大

きく変わらないで、中学校の距離が×で、中学校区の変更は△で、その他で地

域への影響が大きいっていうふうに、この吹田市は認識して動画作ってある

んですけど、A 案に戻すことはないんでしょうか。 

 

教育委員会：当時アンケートを実施させていただくというところで、紙を撒くだけでは丁寧

な説明ができないのではいうところで、一定動画を作成させていただいて、そ

の動画を見た上でアンケートを実施させていただくというような形でさせて

いただきましたけれども、当時はそういった表面的な分析データ、距離とかだ

けでさせてはいただいておるんですけれども、当然ながら距離だけではなく

て、いろいろな要素を総合的に判断させていただいて、今申し上げたようなデ

メリットがそれぞれあるというところで、最終的に統合という案がベストで

あるという結論でございます。 

 

保 護 者：説明ありがとうございます。この説明会の前に PTA 会長の方から事前のやり

とりをちょっと簡単にさせていただいたんですけども、今日の説明会に至っ

た理由というか、過程みたいなところを説明いただきたいです。先に藤白台の

分割の話を先ほどされてたんですが、同じようなスケジュールなのか、ちょっ

と分割と統合と話が違うので、同じような流れの中でやっていただけてるの

かどうか、そういったところをちょっとご説明いただきたいです。 
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教育委員会：8 月 16 日に教育委員会として、方向性を定めさせていただいて、それでやっ

と皆様におもてだしできる体制ができたので、その翌月に皆様にこのご説明

をさせていただくという流れになっておるところでございます。藤白台小学

校につきましても同様でございまして、方向性というところをきちんと定め

させていただいて、説明会をその後実施させていただいたというような流れ

でございます。藤白台の実際の校区変更のスケジュール感と同様のスケジュ

ール感で進めさせていただくという予定をしております。 

 

保 護 者：説明会ありがとうございます。2 点あって、1 点が小学校を統合するとしたら、

物とかの買い直しとか、どういう経費がかかるものなのですか。 

 

教育委員会：統合した場合には、教室改修等々、経費は上がってくるかなと思います。あと、

例えば体操服はどうするかなどのご心配はあると思うんですけれども、元の

山五小学校で使っていたものをそのまま使っていただけるので、経費という

のは発生しないと考えています。 

 

保 護 者：ありがとうございます。あともう 1 点、すみません。中学校で経過措置って書

いてると思うんですけど、ぶっちゃけどれぐらいですかね。 

 

教育委員会：現時点でいつまでというところは考えておりません。というのが、実際に皆様

がどういう選択をされるのか、それが数年間どういう結論で、傾向で現れるの

かというところを冷静に見させていただいた上で、判断をさせていただこう

というふうに思っております。 

 

保 護 者：将来的にまた選択制がなくなる、合わせて遠い所まで行かなあかんってことで

すか。 

 

教育委員会：例えば、皆さん、ほぼ全員西山田中学校、それももう何年も続けて選択される

というような状況であれば、その時の状況を勘案して判断するということか

なと思っております。 

 

保 護 者：たくさん資料作っていただいて説明もいただいてありがとうございます。どう

してもちょっと納得いかないことがあって、私たち保護者が家に帰って子供

に説明しないといけないんですけど、今この発表があって、説明があって、こ

ういうの決まるよって家で説明します。来年 1 年、こういうふうに準備期間が
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あって、私たち実は 4 年生の母親なんですけど、なので、まず 1 年間だけこ

っち行くよ、中学校は選択制になるよって説明をするのに安心できるような

要素が今日の資料の中に一切ないんですけど、この短い期間はなぜなんです

か。なんでこんなに、短い期間でこのことが決まって説明されて、子供たちが

変わるまでの期間の短さが普通なんですかね。その辺がちょっと分からない

のと、実際と変わったときにどういうふうに、例えば先生も一緒にしばらくい

てくれるのかとか、どういうふうになるよっていう説明をしてあげる何か説

明材料とかはないんでしょうか。 

 

教育委員会：我々としましては、過小規模校は課題が多いと思っておりますので、なるべく

早く解消して、よりよい教育環境を作りたいという思いで、こういったスケジ

ュールを組ませていただいておるところです。おっしゃるようにご心配とい

うところは、我々も重々承知をしているところでございますので、例えば、山

五の先生がなるべく一緒に山三に配置できるようにとか、そういったところ

は教育委員会できちんと議論させていただいて、なるべくそのようになるよ

うに、進めたいと考えております。 

 

保 護 者：説明ありがとうございました。先ほどちょっと被ってしまうんですけど、当面

の間っていうのはまだ想定してないってことですが、例えば、数年西山田中学

校を希望する子が多かった場合、経過措置をやめてみんな西山田中学校って

いうふうに、おっしゃったと思うんですけど例えばそれが 1 人でも、山田中学

校に行くっていう場合は、それは選択制が残されるのか、いやもう 1 人ぐらい

だから西山田中学校にっていうふうに、決断されてしまうのか、そこはちょっ

とはっきり聞いておきたいなというふうに。 

 

教育委員会：実際に我々も実施させていただいて、その結果を見ての判断になると思ってお

ります。どんな状況になるのか本当にわかりませんので、実際に実態を見させ

ていただいて、例えば 1 人が行っている、それはどういう状況なんかというの

を学校にきちんと話聞いた上で、何がベストだっていう選択を最終的にさせ

ていただきたいなと思っておりますので、ただ単に数字がどうこうっていう

ような話ではないのかなと思っております。 

 

保 護 者：兄弟がいて上の方が通っている。でも、その下の子の学年の時に西山田を選択

する子が多かったから、じゃあ山田中学校には行けないとかいうふうにはな

らないってことでいいですかね。 
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教育委員会：繰り返しになりますが、どうなるかっていうのはわからないんですけれども、

なるべく我々、児童・生徒に負担がないように考えたいなと思っておりますの

で、例えばその兄弟関係が云々というところも視野に入れた上で、最終判断を

すべきかなというふうに現時点では考えております。 

 

保 護 者：ありがとうございます。あともう 1 点なんですけど、他の市町村だったりで、

統合っていうところも実際あると思うんですけど、その場合、学校名ってどう

なるんですか。このまま山田第三小学校のままなのか、大概統合される場合、

学校名が変わったりすると思うんですね。というのも実際、子供は今の学校に

親しみを持っていて、でも、自分の学校だけがなくなるっていうふうにいう部

分もあるので、それは何でって子供に説明された時にやっぱりできないって

のは、一緒になるから名前が変わるんだったら、納得できる部分もあると思う

んですけど、そこら辺どう考えてるのかなっていう。 

 

教育委員会：現時点で決定というわけではないんですけども、想定としては山三の方の名前

になるのかなというような想定をしております。ただ、またご意見いただきま

したら、そのご意見に基づいてちょっと検討等はさせていただきたいと思い

ます。 

 

保 護 者：いろいろご説明ありがとうございます。うちも 4 年生で、最後の 1 年も、別の

ところに行かないといけないっていうことで、子供が不安がって、今日、意味

がわからずにこれを聞いている状況でございます。その中で、質問させていた

だきたいんですけども、今ご説明聞いている中で、最初に山三から山五に分け

た段階で、校区区域が狭いっていうのは、もう多分された当時から分かってい

て、こういうことは想定されたんじゃないかと思うんですね。それをそのまま

実行されてこられて、数年前に山五の改築もされて、この中で、この状況の中

で、子供たちが一番振り回されてるのではないか、というふうに私は感じてお

ります。これ、彼女と同じように、子供たちにこれを説明して、最後の 1 年も

別のところで過ごさなきゃいけないってことも説明していかないといけない、

この子にも分かるように今日帰って説明をしていかないといけないんですけ

ども、まず、その想定されたであろうことをなぜされたのかということを、ま

ず、理由と言いますか、考えられなかったのか、議論されなかったのかってい

うことをまず、お聞きしたいことが 1 点と、通学校区と通学路を狭いと説明さ

れてまして、学校を通ってっていうことを考えているということなんですけ

ども、お友達も含め、学校を変わることをすごく嫌がってるっていうのを子供

から聞いております。この中で、その学校を通って、別のところに行くことに
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なっていく状況っていうのは、子供たちからしたら日々が思い返されて、なか

なか精神的には厳しい状況を説明してやらないといけないことになるなとも

思うんですけど、その選択肢っていうのは他にないんでしょうかっていうそ

の 2 点を聞きたいです。 

 

教育委員会：当時、昭和 61 年に造られた時に、どこまで想定をして、どれほどの推計でど

ういう判断をしたのかと言うところではあるんですけれども、我々もいろい

ろ資料を探しましたが、申し訳ないのですが、30 年以上前の資料というのは

出てこなかったので、当時の判断というのは、正確には分からないというのが

実際のところです。ただ、2000 人の児童という客観的な事実からして、おそ

らく、なるべく新しい学校を作らない、分割しない、というようなところで頑

張ったのかなとは思うんですけれども、もう教育環境が保てないというとこ

ろで、新しい学校を作らざるをえなかったのかなと、想定ではありますけれど

も、担当としてはそういうふうに思っております。当時の持ちうる情報、そし

て判断として、最善であろうという、結論として進められたのかなあというふ

うにここは想定というところでございます。あと通学路、確かに敷地内でこれ

まで通ってた学校を横目に新しい学校に通うというところについては、今聞

かされてそうだなというふうに思いました。そこに関しましては、中を通る以

外、全部だめだというわけでは全くなくて、そこは皆様のご意見を伺って、こ

んないい案があるよというようなものを教えていただきましたら、当然なが

ら検討させていただきたいと思いますので、そこは後日でも結構ですので、例

えば案内に記載してますメールでご提案いただくとか、そういったところも

お受けさせていただけますし、パブコメを実施させていただいてまして、その

辺のご意見、駄目とだけ言われたらちょっと困りますが、もっとこういういい

案があるよということをご提案いただきましたら、それは本当に前向きに検

討させていただきますので、是非ともよろしくお願いいたします。 

 

保 護 者：先ほどその通学路のこともそうですけれども、やっぱり子供の意見を一番優先

して欲しい。説明を聞いてもやっぱ市の都合でばかり話をしていて、結局この

7 月の末に話が急に出て、8 月の 16 日に決まって、そこから日にちがものす

ごく少ないじゃないですか。ここでこの書面だけで、何も地区の人間が知らな

い状態で、ほぼ決まったような、令和 7 年の 4 月の 1 日に、山五是正します

みたいな、市から消しますみたいなこと書いてましたけども、あまりに短か過

ぎる。それまで何も話がなかったのは何でなのかなというのと、子供の意見と

かも全部そういうのは教育委員会、聞いてもらえてるのかなあっていうアン

ケートとかもそういうのを実施してくれたらよかったのになっていうちょっ
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と残念な気持ちはあります。 

 

教育委員会：アンケートは昨年実施させていただいて、保護者さんに全員にご案内を学校通

してさせていただいております。 

 

保 護 者：子供に関して、子供に対してです。 

 

教育委員会：お子さんのご意見も反映された上でご回答もいただけるものとは思っていた

んですけれども、我々の思うようにならなかったというところですかね。今学

校に通ってらっしゃる児童のお気持ちというところは、我々全然無視してい

るわけではなくて、そういう思いになるというところは重々認識させていた

だいております。ただ、今通っている児童だけではなくて、この将来ですね、

入学される未就学児の児童の将来的な教育環境というところも、我々広く考

えた上で、判断をさせていただいておるところでございます。 

 

保 護 者：説明ありがとうございました。先ほど山三の件と、いろいろご質問いただいた

分とちょっと総合して考えるんですけど、元々、学校規模適正化って何を目的

としてるのかなっていうところなんですけど、文科省が出しているのは、大体

2～3 クラスが妥当だと言われていると思うんです。なのに過小規模校ばっか

りをフィーチャーしすぎて、過大規模校のはずの南山田を全く動かさないっ

ていうのは、どういう意図があるのかなと思いまして、その辺り数字を見てて

も、南山田は 18、無理くり 3 にしてるようにしか見えないんです、この図。

そのあと何も開発がされないままの数字でなんかもう、これありき、これが未

来だよみたいな感じで言われてますけど、今お母さまがみんな言ってくださ

ってるように、そうやって何か適当な数字をこう想像して失敗してきてる結

果がこれじゃないですか。なのに、この数字を当てにしてそれありきで進んで

るのは私たちは多分納得できなくて、この数字もどうやって出したのかなっ

ていうところをしっかり出して欲しいなと思います。あと、さっきちょっと事

前にお話あったときに、議員さんが来るはずだったのに来てないっていうこ

とがすごく気になって、私たち多分その決まる時には誰 1 人として入れない

のに、決める人たちがこの話を聞いてないっていうのはどういうことなのか

なというところを説明していただきたいです。 

 

教育委員会：まず推計の話からさせていただきます。推計につきましては、住民基本台帳の

数と、あと実際に小学校に在籍してる数というところをベースに、過去 10 年

間の 1 歳から 2 歳、2 歳から 3 歳…と、1 年移り変わる毎の人数の変遷の変化
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率、例えば 100 人 1 年生がおって、2 年生が 100 人おったらそのまま 100％

という形、それが 99 人やったら 99％、というような過去の変化率というとこ

ろをきちんと反映させていただいて、我々の開発部門に届け出が出てる大規

模開発、中規模開発そういった住宅の今後の予定というところをきちんと反

映させていただいています。我々が恣意的な要素というのは全くなく、過去の

経過等々を数字的に組み立て、落とさせていただいたというようなものでご

ざいます。南山田小学校が過大規模校やのにどうしてという答えなんですけ

れども、南山田小学校については過大規模校ではございません。我々が分類す

る準過大規模校という位置付けで、すぐさま是正をしないといけないという

ような位置付けではないというところです。その推計を見ましても、もうその

数年のところで準過大規模校から大規模校に移るというところを考えると、

我々すぐさま南山田小学校を適正化しないといけないという判断はないとい

うふうに考えておるところでございます。 

 

教育委員会：先ほどいただいた後半の部分の答えなんですけれども、本日は保護者の方の説

明会ということで考えておりまして、議員に対しては個別に説明する機会を

設けておりますので、今それを知った上で最終的に判断するということに、ま

だ先の話ですけど、そういうことになります。 

 

保 護 者：議員さんのお話は、私たちのこの保護者の意見を聞いていただいた上での、で

すよね、判断って。それを議員さんだけに説明されて、いいですよっていうこ

とを初め説明されて、保護者のこういう意見は、全く議員さんは聞かれずの状

況で、議会で決められるってことなんでしょうか。 

 

教育委員会：本日いただいたご意見とかやりとりにつきましては、議事録という形できっち

り整理させていただきまして、議員はそれも整理して、把握した上で考えてい

くというふうに考えておりますので、皆さんの意見は現状伝わると思ってい

ただいて結構でございます。 

 

保 護 者：すいません。これはＰＴＡ会長とか関係なしに個人の一保護者として、今の質

問に関してなんですけど、書面で議事録として提供すると、議員に対しては。

大事なのは空気感やと思うんですよ。その文字で書いてある文字で読んだ時

のそのニュアンスっていうのは分からないじゃないですか。その辺とかって

いうのは議事録さえ出せば、そこは事足りるんだっていうふうに教育委員会

は考えておられるんですか。 
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教育委員会：議事録だけということではないんですけれども。議員からは色々とこちらの方

に質問をされますので、そういった質問の中で、こちらとしてはきっちりお答

えをしていきたいというふうに考えております。 

 

保 護 者：仮にここにいらっしゃる大半の方が、このことに対して反対だという意思であ

れば、方向性は変わるんでしょうか。 

 

教育委員会：反対の中身を伺わないとちょっと我々判断ができないんですけれども、我々と

しては今お示しした案がベストであるというふうに考えておりますので、そ

のご説明を丁寧にし続ける立場であるというふうに考えております。 

 

保 護 者：ってことは、そのままの方向に進める方向であるということですよね。教育委

員会の方向性としては、児童がどう思おうが、保護者がどう思おうが、後々の

ことを考えたらそれが正しいから強引にやりますよと、そういう方向なんで

すよね。 

 

教育委員会：繰り返しになりますけれども、我々いろいろな角度で分析をさせていただきま

して、何がベストかっていうのを真剣に考えた結果でございますので、現時点

ではこの案が我々はベストであるというふうに考えております。 

 

保 護 者：実際その南山田小学校は大規模みたいな話が出てきたと思うんですけども、僕

の案としてなんですけども、そこの教室の枠が決まっている以上、限られてる

かと思うんですけども、一応選択制にして、人数を枠に決めて 1 回そうやって

試すこともしてないじゃないですか。そういうことも案としてはあるんです

けれども。 

 

教育委員会：説明の中でちょっと申し上げさせていただいたんですけれども、選択制を府内

でも複数市が実施されております。その実績を研究させていただいて、山五小

学校の解決に繋がるまでは想定できないという判断でその選択はとってない

という結論でございます。 

 

保 護 者：実際何校ぐらいされてたんですか。 

 

教育委員会：すみません。ちょっとお調べさせていただいて後でお答えさせていただきます。 

 

保 護 者：いろいろありがとうございます。まず、先ほどから出てますように、これは案
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なのか決定なのかっていうとこでいくと決定なんですかね、教育委員会とし

ては。 

 

教育委員会：最終的な決定の手続きとしては、条例の改正が必要になりますので、それは議

会で承認されたらということになります。教育委員会としては、様々な分析と

か、昨年度のアンケートも踏まえて、様々な分析ですとか、シミュレーション

をさせていただいて、今回のご提案させていただいた内容が最善の案という

ことで、教育委員会会議という手続きをやらせていただいて、そこで承認をも

らっているという状況でございます。 

 

保 護 者：教育委員会としては決定するんですよね。で、最終的には議会で決めると。年

度末と書いてましたけども、実際いつなんですか。何月何日なんですか。 

 

教育委員会：年度末というより年度内ということですので、想定としましては、あと今年度

の議会としては 11月定例会、実際には 12 月に議論が行われるタイミングと、

あと 2 月定例会、その議論が行われるタイミングがございますので、11 月に

なるか、2 月になるか、いずれかというところでございます。 

 

保 護 者：なるほど。分かりました。私らが意見を言う期間と言いますか、そこを超えち

ゃうとどうしようもないんで。そのいい意見も、反対もですね、そのけつを分

かっておかないと。大体 11 月までというか、11 月中に、我々であれば我々、

地域であれば地域の意見をまとめればいいということですね。これもう遅い

と言われたらもう動きようがありませんので。ていうところと、まず総じてで

すね、やっぱり期間が早いです。南山田をエリアに入れるっていう話がありま

したよね、それを白紙に戻すという説明が山五地区ではございました。その時

の理由が藤白をやるという、先やるよという話だったと思います。我々は藤白

やるとかそんなんどうでもいいと。何で白紙なったとかの明確な回答はなか

ったはずです。ただ白紙になると。 

私はその場で白紙を白紙にしろと言いましたけど、それは通らないまま行き

ました。そこから日にち、時間が流れていきなりこの夏 8 月ですね、しかも休

み中っていうんですかね、に決定が出てきて、さらにそれがこのまま予定通り

いけば、それが実行されるのが 1 年半後、2 年も経たない間で、えいやーとい

う感じに見えます。その辺のところは、不信感をみんな持ってるのが現状です。

もうちょっと一旦緩やかにというか、今までさんざんほったらかしにしてき

て、決める時は速攻決めるのかいという不信感がございます。やるやらない別

にしてですよ。それが 1 点と、過小校について山五地区、私が見ている以上、
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山五の人たちは困ってません、今の状況。むしろ困ってると言い続けて、この

タイミングで、先ほどの 4 年生の親、私も４年生、一番下が 4 年生なんです

けど、入る前からこの問題分かってましたね、当然。私ら当然親なんで分かり

ますよね。その後になかなか動けなかった、動かなかった、分かりませんけど

も。結果ですよ、その苦労したこともたくさんあります。17 名、今 16 名にな

るんですかね、それぐらいなんですけども。その中で結果として、少ないなり

にも頑張ってきて、最後の 6 年生でさらに学校変えられて、中学選択制度なっ

ても子供たちからしたらですね、同じ小学生と行きたいですよね、中学校、誰

だって。でも選択制度だから別れることもあります。さらに少なくなるわけで

すね。それを選択もしないといけない、子供自身がね。今までさんざん少ない

中で苦しめられてきて、さらに一番最高学年でさらにバラバラになって、中学

ももっと細分化するかもしれないという状況に立たされてるのが一番 4 年生、

今の現 4 年生の状況なんですね。私からすると、一番少ないんで一番犠牲なっ

てもいいんじゃないかなあと思ってるんじゃないのかなって思ってしまいま

す。なので、時期的なものはやっぱり考慮するべきじゃないかなと、まず 1 点

目は思います。 

 

教育委員会：藤白を何で先にしたかという説明がないと、なかったということなんですけれ

ども、それはもう何度も我々説明させていただいておるんですけれども、まず

元々五つの小学校区に課題があるというところで、その五つの学校を候補の

学校として検討を昨年進めておりました。いろんな方々にお話をさせていた

だいて、アンケートもとらせていただいて進めておったんですけれども、かな

り厳しいご意見たくさんいただきました。我々としましては五つ一気にやる

ということではなくって、1 個 1 個丁寧に進めていかないといけないなあとい

うふうに、皆さんのご意見を聞いて判断をさせていただいて、まずは藤白台小

学校を実施させていただくと。なぜ藤白台かと言いますと、当時国立循環器病

研究センターの跡地に 600、700 とかそれぐらいの規模の住宅開発を目前に控

えておったと。そこに、住宅ができて、児童が住み出して、そこから校区を変

えるということになると、もうかなりの混乱が生じるというところで、その前

に早急に対応しなければならないという判断で、まずは藤白台小学校に着手

をさせていただいたという状況です。昨年すでに山五小学校が過小規模校と

なっていたというところで、そこは我々も早く着手しないといけないという

認識がございましたので、そこは藤白が終われば山五で取り組ませていただ

くというお約束をさせていただきました。 

今ご発言あった方がおっしゃる通り、当時、藤白と同時に進めて欲しい、早く

進めて欲しい、もうなんやったら意見聞かんと行政が主導でイニシアチブを
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とって、バーッと進めないと進むものも進まないというような厳しいお言葉

もいただきながら、早く実施して欲しいという昨年の当時のお答えでした。

我々としましては、そこから藤白に着手したんですけれども、やはり 1 個 1 個

丁寧に進めないとさすがに我々対応できないなというのはやはり認識させて

いただきました。そして、今年度山五に関して取り組ませていただいておると。

8 月に我々方向性を定めて、9 月に説明というところで、それまでに昨年いた

だいたアンケートをきちんと見させていただいた上で、いろいろと検討させ

ていただいて、皆さんのご意見もアンケートからお伺いしてる中で判断をさ

せていただいたというような経過でございます。 

 

保 護 者：その件で別に藤白と一緒にやるっていうことが、過小校問題をクリアにするっ

てことではなくて、そもそもその時は校区広げるというのがメインだったの

で、そこを続けていってるもんだなっていうのを保護者は思ってたんですよ

ね。それが蓋開けると、山五なくすよって。いや、どういうことやねんってな

りますよね。その前に事前にそういった考えがあるとか、根回しと言いますか、

ということをやるべきだったんじゃないかなあと思うんですけども。我々か

らすると、認識自体が変わってるんですよね。山五地区ちっちゃいんで、ちょ

っと後で質問しようと思ってますけど、面積が少ないってことは面積を増や

さないといけないってことじゃないですか、それもやってこなかったんです

よね。だから、なくそうというふうに思ってしまうんですよ。単純に人数だっ

て面積だって、明らかに少ないですよね。そうしてたのが今までのことでしょ

って話なんですよね。なので校区を広げて欲しいっていうのが我々の意見な

んですよ。別に進めることを急ぐんじゃなくて、そこをもっとやろうよってい

う話を続いてるのかなと思ってたら、白紙で、白紙の後になくなる。この展開

が早急すぎる、早急過ぎますよっていう話です。 

 

教育委員会：まず、今のご意見の前提というか、昨年、我々が南山田と山五の通学区域の見

直しを前提に話を進めていたというご認識だったということですよね。我々

は南山田との通学区域の見直しを前提というふうには全く考えていませんで

した。そこは、公平にＡ案、Ｂ案、Ｃ案という形で、いろいろな案をこれはも

う公平に判断をさせていただきたいという思いでいました。それはアンケー

トにも繋がっている三つの選択肢というところかなと思いますので、そこの

認識がちょっと我々とずれていたところが、今日のちょっと認識のずれに、

我々とのずれになってるのかなあというふうに今お聞きしてて感じた次第で

す。 
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保 護 者：そのアンケートなんすけどね、これは近隣の小学校を対象に届けられたんです

よね、山五だけじゃなく、南山田だけじゃなく。そうなってくると、当然我々

分母が少ないので、パーセンテージで言うと、山五がなくなることに興味があ

るのは山五しかないですよね、当たり前ですけど。南山田、山三、どうでもい

いんですよ、正直。だから当然パーセンテージは下がりますので。その学校、

学校で出していただきたいですし、もうちょっと中身をこう数字だけで分析

するのはちょっと乱暴じゃないかなと思いますけども。 

 

教育委員会：我々、山五だけじゃなくて、山三、南山田、岸二、そういった周辺校の保護者

さんに対してもアンケートを実施させていただきました。それだけで終わっ

たら当然人口の多いところの意見ばっかりになって、人口小さいところの意

見は少数派になってしまうというのは想定させていただいておりました。ア

ンケートの中身を覚えていらっしゃるか分からないんですけれども、冒頭で

属性を聞かせていただいています、どの小学校区に住んでいますか、小学生の

保護者ですか、未就学児の保護者ですかというような基本の属性を聞かせて

いただいて、その属性をもとに分析もさせていただいております。山五小学校

の保護者のご意見も、先ほど申し上げた傾向とほぼほぼ同じ傾向でございま

す。大きくずれるような傾向ではございませんでした。 

 

保 護 者：その詳細は出せますか、数の。山五だけでも。 

 

教育委員会：はい。出すことできます。 

 

保 護 者：開示していただければと思います。 

 

教育委員会：はい。分かりました。 

 

保 護 者：後、分母もですね、保護者数何名に対して、精度の問題ですけど。 

 

教育委員会：分かりました。 

 

保 護 者：今のね、数字の開示はいつしてもらえるんですか。どういう形で開示されるの

か、いつどこでどうやってっていうそこがないと。 

 

教育委員会：分かりました。来週再度、説明会を土曜日に開かせて、第 2 回開かせていただ

こうと思っております。そこでお答えさせていただいてよろしいですかね。 
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保 護 者：それね、ちょっと無理があるかと思うんですよ。皆さんお忙しいんで、参加さ

れるのは今日か来週のどっちかやと思うんですよ。だからもうちょっと配慮

してもらいたい。 

 

教育委員会：分かりました。何らかの形でちゃんと公開させていただくのは、お約束させて

いただきます。 

 

保 護 者：これ子供のことなんですけど、今現在起こってることとしまして、山三と山五

児童センターが一緒なんですね、すぐに近所にあると思うんですけど。現状は

山三の圧力の方がやっぱ大きいんですよ、人数が少ないので。なので、山五の

児童が山三児童センターに行くといじめられるということが起きたと。上か

ら目線なんですよね、周りの保護者に聞いてると。だから力関係も絶対勝つの

で、そういったケアもしていかないと、非常に、学校統合なった場合ですけど、

非常に子供たちの問題はリスクは大きくなっていくっていうのも今現在でも

あるという認識は持っていただいて。 

 

教育委員会：貴重なご意見ありがとうございます。説明の中で申し上げました通り、地域の

諸団体であったり、そういった施設とかの対応については、市長部局を中心に

きちんと相談・サポートさせていただこうと思っております。 

 

保 護 者：なのでさっき先生何人か山五から持ってくるとかいう話もあったんですけど、

それとも先にじゃ何人、或いは教頭・校長とか、というところを予定として出

して、安心させた上に統合というふうなもうちょっとこう、子供のケアを中心

に出して欲しいなっていうのは要望ですね。それがあると納得するかもしれ

ません。 

 

教育委員会：貴重なご意見ありがとうございます。 

 

保 護 者：ありがとうございました。まず、先ほどの続きなんですけれども、3 案から 1

つに絞られたところで、ずれがあったっていうことが今明るみになったと思

うんですね。我々はどちらかというと、南山田の小学校との校区再編、南山田

とじゃなくてもいいんですけども、どこかしらの吹田市全体を見て、校区再編

をして進めていっていただくことが、吹田市にとっても子供たちにとっても

いいというふうな認識がありましたので、そちらの方でイニシアティブをと

っていただいて全市で進めていただけたらというふうにお話をしていたつも
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りだったんです。イニシアティブの持っていく方向性が明らかに違ったとい

うことが、本日明らかになりました、ご報告させていただきます。あと、他の

市町村の学校を見に行かれたとおっしゃっていましたけれども、それはあれ

ですかね、選択制に限り、他市の方に足を運ばれたんでしょうか。おそらくい

ろんなところで、統合に関しても、例えば統合に関しても、いろいろな事例が

あると思いますので、やはりその中でどういうふうなところに行き、どういっ

た情報を得てこういった選択になりましたっていうこと細かな情報開示が必

要かなと思います。そしてそれを求めますのでそのあたりご意見いかがかと

いうことと、一つ目がずれの確認と、二つ目が情報開示の要求と、3 点目なん

ですけれども、議事録ですよね。議事録では本当に空気感は伝わらないので、

どのようにこの空気感を教育委員会の方々が伝えていただけるのか。最後 4 点

目なんですが、未就学児の方にも説明が本日と来週とあるとお伺いしました。

今の 4 年生なんですけれども、入学が決まる頃に 20 名ほどは予想されてたん

です。しかしながら、1 学期末始業式が始まって、ちょっと人数減り、1 学期

の終わりにはさらに 3 人ぐらいお引っ越しされたのかな。そういうふうな感

じの経緯があったんですね。なぜそういうふうになったかと言いますと、やは

り保護者の方々の不安からお引っ越しされるとかっていうことがあったんで

す。決定していない今の段階で、未就学児にご説明するというのは不安を煽っ

て、さらにこの地域を離れていくという方々を生むということは想定されな

かったのでしょうか。あと 1 点追加よろしいですか。情報開示のところにちょ

っと付け加えなんですけれども、中長期、吹田市の中長期の教育改革の方向性

を教えていただきたいです。その方向性の中で、ここの部分、山五小の統合っ

ていうのが最善であるのかどうかっていうものが見てみたいのと、2、3 年前

に大規模改修しているんですけれども、その時に予算がなぜおりたのか。やは

りそのお金が発生することですよね。吹田市の税金を使って、改修工事が行わ

れておりますので、統合するならやはりそのあたりは見直すべきだったと思

いますし、統合ありきではなかったはずだと思うんですよ、あの時。そうなる

と、この統合の案が本当に足早に進まれているとは感じませんかね。っていう

ところをお伝えしたいです。 

 

教育委員会：今ご発言された方の認識と教育委員会の出した答えと、ずれがあるということ

に関しては、我々がいろんな角度から分析して今回の手法として統合がベス

トであると考えたことが、結果として、保護者さんの認識がずれたという結果

の話なのかと思っております。学校選択制の中の特認校制を現地視察させて

いただきましたが、統合についての現地視察は、実施しておりません。分析結

果においては、小規模特認校制を運営されている学校の児童の中で、他の校区
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から手を挙げてこられておるのが、どれぐらいかというところですけれども、

大体 2～3 割というところかなあと思います。で、我々がそれを山五小学校に

当て込んで、どれぐらいの数字かというと大体 50 名程度というところかなあ

と。山五小学校の過小規模校の解消には、最低でも 70 名以上、それは各学年

ぴったりはまって 70 名で、当然ながら学年にばらつきがあるので、100 名以

上が手を挙げないと解消されないと分析しておりますので、他市の実績を本

市のこの状況に当てはめたら、制度としては不確実なものであると分析をさ

せていただきました。未就学児の保護者に対して、これは説明をしない方がい

いですよ、不安をあおるだけじゃないですかというご意見と思いますけど、

我々としましてはきちんと正確にご説明をさせていただく立場でございます

ので、逆にしなかった場合の方が不安を煽るような結果になると思いますの

で、ここは我々責任を持って説明をさせていただこうと思います。 

あとは議事録と議員との関係性の話をしていただいたと思うんですけれども、

先ほどお話ししてありました 11 月の定例会までに、実は 9 月にも議会があっ

て、議会以外でも議員とやりとりする機会がございます。議員の方に、また聞

かれることを考えておりますのでその時には、丁寧にご説明させていただき

ます。あわせまして、中長期の教育改革の話がございましたが、現状で教育ビ

ジョンというものを我々持っております。あわせて、教育未来創生計画という

計画も作っておりますので、そういったものをお示しすることも可能と思っ

ております。 

 

保 護 者：ホームページとかに出していらっしゃいますか。今年でしょうか。何年か前の

も熟読させていただいたんですね。いじめのこととかがすごいよく書かれて

いるんですけども。 

 

教育委員会：教育ビジョンでございますが、来年度、見直しの時期にちょうど当たっており、

その見直しを経てまた長期の計画にする想定をしております。 

 

保 護 者：あと、すいません。統合に関しては、他市とかには情報を聴取したりとかはし

ていない、現地視察に行ったりはしていないとかっておっしゃってましたけ

れども、統合でも多分いろいろな方法もあると思うんです。新入生はもう山三

に直接もう行くとか、なんか多分もうちょっといろんなこういう統合パター

ンがありますっていうのをもうちょっと開示していただいて、その中からや

はりどういった統合の方向性がこの学校に向いているかとかちょっともうち

ょっと分析等をしていただかないと。そしてそれをこちらに開示していただ

き、共にそしたらこの方向性でやっていきましょうみたいな感じがしていた
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だかないとちょっと。統合に関しては何も調べていません、こっちの方向でっ

ておっしゃられてもちょっとよく見えてこない部分があるんですけれど。 

 

教育委員会：すみません。質問が「現地視察は選択制だけしかいってないんですか」という

内容でしたので、現地視察には統合の部分は入ってないというお答えをした

だけです。何もしてないというようなことはございません。おっしゃるように、

段階的に統合を実施できないかという検討もさせてはいただきました。例え

ば期間をとって、先に山三に行きたい人は山三に行って、残りたい人は残って

もらうというような選択制であるとか、または学年が段階的であるとか、いろ

いろ検討をさせていただいています。どの方法をとっても、残った子供たちが、

過小規模校がさらに過小規模校になってしまう。 

その教育環境で残った者はさらに悪くなるということをどう捉えるのか。

我々としては、教育環境を良くしたいと思っている中で、現時点では 1 度に統

合することによって、教育環境が改善されるのではないかという結論でござ

います。 

 

教育委員会：すみません。先ほど、小規模特認校制度の聞き取りの状況のお話があったかと

思いますが、こちらの方は府内 6 市に聞き取りをさせていただきまして、対象

校は 9 校でございました。そのうち制度を活用されて他の校区から来られて

る児童が、全児童の大体 2 割ぐらいというような結果でございました。 

 

保 護 者：すみません。過小規模校、過小規模校、学校の問題点をすごい言われてる気が

するんですけど、私個人としては、この小さな学校にデメリットは感じていま

せん。去年アンケートをとっていただいたと思うんですけど、そのアンケート

の結果で他の校区の方は今まで通り、山五小の校区だけ統合、なぜ私たちは反

対できないんですか。私、ごめんなさい、制度とかのことはよく分からないん

ですけど、私たち保護者や子供たちの気持ちを反映させてはいただけないん

でしょうか。あと、南山田小学校は、山田中学校に一校だけで進学という形に

なるんでしょうか。それはこちらで言ってるような児童の人間関係の固定化

というようなことには関係してこないんでしょうか。 

 

教育委員会：なぜ山五小だけ取り組むのか、というお話ですが、昨年、藤白台小学校も校区

を見直しさせていただいて、既存の住民の方で校区が変わった方がいらっし

ゃいます。今回、山五小を取り組ませていただいて、これで終わりではなくて、

我々としては終われば、各小学校の状況を確認させていただいて、学校規模適

正化の必要があると判断すれば、またその小学校に取り組ませていただこう
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と思っておりますので、山五にだけ特別な思いで行っているということは全

くございません。お声に関しましては、繰り返しになりますが、昨年実施させ

ていただいたアンケートをきちんと見させていただき、総合的に判断した結

果の結論でございます。南山田から山田中学校については、複数の児童がいて

クラス替えが毎年できるため、固定化の検討には至っておりません。 

 

保 護 者：情報開示ということで、前にあったアンケートの結果を山五小のやつを出して

もらうっていうことだったんですけど、他の地域の南山田とか山三の人たち

とかがどういった意見を出しておられたのか、その意見がすごく左右して、そ

の統合ということになったのではないかなっていうちょっと思いもあるので、

他の学校の人たちの意見も開示して欲しいと思います。 

 

教育委員会：はい。その方向で考えさせていただきます。噂でよく聞くのが、南山田が反対

したからこんな結論に至ったのではないかという話は、本当によく聞きます。

我々としては、そのようなことはないということを、はっきりとこの場で申し

上げたい。我々は冷静に考えて、いろんなメリット・デメリットを考えた上で

何が一番いいかという議論をした末に、達した答えでございまして、特定の人

から言われたからといったことは一切ないということだけはお伝えしたいと

思います。 

 

保 護 者：いろいろありがとうございます。先ほどから丁寧に一つ一つ学校やっていくっ

ていうことだったんですけど、全然丁寧じゃないなあというところで、今回こ

ういう説明会やることが丁寧のうちに入るのかなあというふうに思いました。

個人的には反対です。気になるのが本当にスケジュール感のところで、非常に

せってる部分がある。ちょっと他市の部分で見たら、やっぱり 2 年前から、2

年以上前から何かこうスケジュール感組んでやられてるところがあったりし

たんですけども、今回最後のページに今後の主なスケジュールということで

書いていただいてるんですが、丁寧な説明が必要かなあというところで、今考

えてらっしゃる今後のスケジュール、ちょっと今日のお話聞く限りでは、来年

1 年で何とかまとめて、7 年度の 4 月にやったらいいみたいな印象もなきにし

もあらずなので、そういったところを考えてらっしゃるとは思うんですけど

も、そういう形を出していただけるのかどうかというところとですね。もう 1

回アンケート取れないかなあというところで、去年は去年、今年は今年、やっ

ぱりあの時間って流れてて、町は生きてるもんだと思うので、そういったもう

1 回白紙に戻すことはね、難しいとは思うんですけれども、今進んでる中での

保護者の意見をもう 1 回汲み取る、パブリックコメント自体もちょっと遅い
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なっていうのはすごい感じたんで。やる方向で決まりました、パブコメします

じゃなくて、もっとそれ以上前に皆さんの意見を汲み取りしてそこで情報を

仕入れて今回提示していただいて、それで少し丁寧な説明。 

になるなのかなあと思ったので。そういった情報の提示とスケジュール感と

かですね、それを伺いたいと思います。 

 

教育委員会：アンケートをもう一度実施してくれないかというようなご要望と思います。 

昨年、我々としましては広範囲に、いろんな立場の、いろんな地域の、いろん

な方のご意見を伺おうと思いまして、動画も複数作成させていただき、郵送も

含めて、保護者の皆さんの手に届くようにさせていただいて、かなり丁寧にご

意見をお聞かせいただいたと思っております。 

これらのご意見も踏まえて、今回の結論に至っておりますので、再度、お聞き

をして、考え直すということは現時点では考えていません。 

 

保 護 者：でも認識の違いがあったんですよね。 

そうであればもう 1 回意見、この説明会を受けた上で、取るべきではないんで

すか。 

 

教育委員会：我々は南山田の通学区域の見直しをして、山五の面積を拡大することを前提に

話をしたことは全くございませんので、そこはご理解いただきたいと思いま

す。 

 

保 護 者：私たちの希望が受け入れられないよっていうことですかね。 

 

教育委員会：ここに来られていない人も含めて、アンケートで広くご意見を聞いた上で、今

回判断をさせていただいた結果でございますので、再度それを聞くことは現

時点では考えてございません。 

 

保 護 者：今日の説明会に来て、ご説明を聞いたらちょっといろいろ納得できるのかなあ

と思ってきたんですけども、いろいろ不安が増えてしまいました。 

いろいろ思うところも、問題点もいろいろあるんですが、まず一つ、一番不安

なのは中学選択制っていうのが本当に決まるのかどうか。当面の間ってなっ

てますけど、一体どれぐらいなのかも今の時点ではちょっと不透明ですよね。 

もし万一、まずそのスケジュールが早すぎるところから、不安が来てるんだと

自分では認識してるんですけども、例えば、もし最悪この状況がそのままもう

強引に進んでしまって、私たちが反対してると幾らと言われても、もうこのま
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ま進んでしまう状況になってしまった最悪の場合、中学校の選択制を考えた

時に、ここに、例えば山中に行くつもりで引っ越しされてきた方もいらっしゃ

いますし、いろいろ人生設計を考えた上で、ここにこられた方もいらっしゃる

んですね。そういうことを考えると、今の 1 年生がせめて、全員、今の状況で

卒業できるまで待っていただいて、そのあと、例えば、未就学児の方にはもう

この状況になりますっていう説明をして、それからこれを実行されるってい

う時間も読めるっていうか、そういう方向での検討はしていただけないんで

しょうか。 

来年再来年に全部が決定して、もう強引にこのまま進んでいくのではなく、今

の在学生のすべてがちゃんと思うように卒業した後、そのあとはこれで済ま

ないかもしれませんが、そのいろいろ話し合いの結果、もう少し時間が必要な

のかもしれない。 

でも、皆さんが納得される状況で、その方向に持っていくということはできな

いのでしょうか。そんなに早急じゃないとどうしても無理なんでしょうか。 

 

教育委員会：これまでいろいろ検討させていただいた中で、やはり過小規模校で、クラス替

えができないということは、学校側も大きな課題であると考えているところ

です。そういう意味で、課題解消を進めていきたいと思います。 

ご不満な点が今日来られて残るとおっしゃられましたが、子供たちの心理的

な面につきましては、できる限り負担が軽減されるような取り組みを考えて

おりますし、今からご意見をいただいて、どういったことができるのか、検討

させていただきたいと考えております。 

中学校の選択につきましては、ご心配の声が多いと思っており、丁寧に状況を

見ていきたいと思っておりますので、無理やりに数字ではなく、状況をきっち

り見ながら丁寧に対応させていただきたいと考えております。 

お時間も来ていますので、案内にメールアドレスを記載しておりますので、い

ただいたご意見につきましては、こちらで丁寧に整理して、お返しする必要が

あるものはお返しさせていただきたいと思います。 

一旦本日のご質問はここまでということでよろしいでしょうか。 

 

保 護 者：すいません。 

 

教育委員会：じゃ最後に。 

 

保 護 者：メールは個別に送るべきなんですか。みんなもうバンバン送ればいいのか。 
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教育委員会：もしまとめていただけるようであれば、こちらとしてはありがたいと思ってお

ります。ただ個人で送りたいということであれば、そうしていただいて結構で

す。では最後に。 

 

保 護 者：えーとですね先ほどちょっとアンケートの結果の件に戻るんですけどね、こち

らやっぱりあの令和 4 年度に使われてるんですよね。 

回答したので覚えてるんですけど、こちらの回答した時には、山五小はですね、

山五小が吸収されるという話は一切聞いてなかったので、その時にとったデ

ータを説明会の資料に指定するのはおかしいんじゃないかなと思うんです。 

そういう今回の話があった後にアンケートをとられた結果を載せるんだった

らわかるんですけどね。多分これやったらこのアンケート結果で通学路の変

更の安全性、それは保護者の上のところですね、心配事への対応。これで解消

してますよ。 

こういうふうに、何て言うんですか。 

もう合併、吸収合併の方に持っていくように使われてるような感じがするん

です。 

 

教育委員会：統合するために取ったわけではなくて、三つの手法をご提示させていただいて、

忌憚のないご意見を聞きたいという思いでアンケートを取ったものです。 

 

保 護 者：えーとですね、多分、議員さんに説明するとこのような形になると思うんです

けどね。その時に、議員さんから今日来られていないということで、こちらの

資料だけ見たら、保護者の不安に思っていることはこういうふうに解消して

ますよというふうに、もう何も状況知らない人だったらそう取ると思うんで

すよね。保護者の人も納得したんやってそんな形になるんじゃないかなと思

うんです。ですのでやはり、これをちょっとここに載せるのはおかしいのかな

と思う。 

話し合いが終わった後のアンケートですね、そちらを載せるんだったらまだ

わかるんですけど、その辺どうお考えですか。 

 

教育委員会：議員もそうです、我々もそうですし、いろいろ団体のご意見や課題のことをお

っしゃっていただいてるいのかなと思います。 

その辺りにつきましては、きちんと議員の方に伝えながらこういったご意見

いただいています、こういった課題があるというご連絡をいただいてます、

我々としてはこのように対応していきますというようなご説明をさせていた

だきたいと考えております。保護者の方が全く何の問題もなかったというよ
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うなことは決して思っておりません。 

 

保 護 者：結局、ごめんなさい。そのときに、今日来られる予定でした議員さんのことは

わからないんですけどね、こちらの方はこちらを推進してるとかそうい

う方になるんですか、それとも反対、どういう意見をうちの議員さん。 

 

教育委員会：すいません、その議員がどういうお立場なのか、我々もわからないです。議員

の方々は、特段、今の現状で進めるということは表明されてないと認識してい

ます。ただ、心配しておられる議員ももちろんおられると思っています。 

最後にちょっとさせていただいて、もしその後、質問やご意見がある場合につ

きましてはご連絡いただきましたら、回答させていただきますのでよろしく

お願いします。 

 

保 護 者：情報開示とかは絶対お約束していただけませんかね。 

 

教育委員会：情報開示というのは、先ほどおっしゃったようにどこに現地視察行ったのか、

どういう分析をしたのかということですか。 

 

保 護 者：皆さんが何故こういう方向性に持ってくる過程を、経過から分析した結果をす

べて見せていただきたいです。それを見たら納得いくかもしれない。 

 

教育委員会：経過の状況ですね。 

 

保 護 者：判断した情報、収集した情報、多分たくさんお持ちだと思うんです。 

 

保 護 者：選択制も、我々は 2 割きたらえーんちゃうんかと思うんですよ、何で公立じゃ

ないかとそのデータをですね、結局ね。いろんなデータがあるはずなんですよ。

教育話し合って、これがいいと思いましたってこと多いんで、その一つ一つが

納得いくデータが欲しい。分かるように見たいということです。 

 

教育委員会：お示しできるデータを整理させていただいて、何をお示しできるのか、検討さ

せていただき、回答させていただきたいと思います。最後ですね。 

 

保 護 者：これも僕最後なっちゃうんすか。 

 

教育委員会：意見やご質問はメールでも受け付けます。 

 162 



(23) 

 

 

保 護 者：そこのメールだとかっていう個別のやりとりされてしまうと、他の人が共有で

きなくなっちゃうじゃないですか。今日も事前に資料欲しいってお伝えした

んですけど、事前に資料はお配りできませんって言われて、その理由としては

ちょっと生産性高い時間の使い方をしたいなと思ってたんですよ。でもやっ

ぱりこうやって、最初の方に説明をされて、質疑応答の時間がかなりオーバー

してるじゃないですか。これ皆さんやっぱり予定とかもある中でも、やはり関

心があるからこれ聞いてる話なので、これ一旦時間を区切って、あとは個別で

メールでっていうのはこれちょっと雑やと思うんです。今回の話を聞いた上

で、さらに次はもうこれを踏まえた上での議論しましょうと。そこに関しては、

さっき議員は賛成の立場で反対の立場なのかっていうところで、これはもう

賛否あっていいと思うんですね。なので、そこに関しては議員さんも入っても

らって地域の人の声はこういうことなんだなっていうのを議事録ではなくて

生で聞いてもらいたい。それに対して教育委員会が止めるっていうことに関

しては僕はちょっとそれどうなのかなっていうのが疑問点の一つとしてあり

ます。ちょっとそれはちょっと感想なんですけどあと、教育委員会が南側の一

部の地域から、一部の声が強かったから、やめたわけじゃないんでそれを明言

しますっていう。おっしゃってたんすけど資料の中に一部の保護者の理解が

ないっていう思いっきり明記されてるんですけど、それはどういうことなの

かなっていうところと、あと、情報公開、開示しますってところに、いつって

いうのをちゃんとつけて欲しいんですよね。いつっていう日にちがない、日付

がないとわかんないので。いちいち問い合わせして、これどうなんですか、ど

うなんですかって聞かないと、返事が返ってこないんでこんなふうな時間の

使い方はないと思うので、いつまでに回答しますっていうのを明言して欲し

い。ていうことなので、この説明会、あともう 1 回ありますけど、それだけで

終わるっていうのはちょっとなしにしていただきたいなと思ってますその点

いかがですか。 

 

教育委員会：来週 2 回目の説明会で、今ご提案のあった、議論を含めた説明会にできるかど

うかは、今、明言ができませんので、持ち帰らせていただきます。 

 

保 護 者：いつお返事いただけますか。 

 

教育委員会：それも含めてご連絡させていただきます。 

 

保 護 者：で中間報告はいただけますか。 
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今こういう議論をしてますというような。 

 

教育委員会：進捗はこういう状況ですというのは、例えば来週、この会議の直前ぐらいには

何かしらのご連絡はできると思っています。 

 

保 護 者：16 日が説明会やから 15 日。 

 

教育委員会：状況は 15 日にメール等お知らせします。 

 

保 護 者：その中で、議論の進捗の状況は教えていただけると。 

 

教育委員会：一旦はご連絡をさせていただきます。そうしましたら他にもしご質問があるよ

うでしたら、またメール等でお伺いいたします。最後に学校教育部長の方から

少しお話をさせていただいて、閉会とさせていただきたいと思います。 

 

学校教育部長：皆さん、長時間ありがとうございました。この問題は、正直私も人の親として

感情的になってしかるべきだと思っております。その中で、非常に冷静な、ご

意見をいただいて、そこについては、感謝を申し上げたいと思っております。

私も行政経験が長いので、こういう場には、何回か出ていますが、だいたいは

怒号とつるし上げっていうのが多かったです。しかし、そうではなかったとい

うのは非常にありがたいと思っております。私が冒頭申し上げましたようにこ

の校区の問題については、いろいろなご心配事、懸案材料が出て当然です。皆

さんのおっしゃっていることには予算という問題がついてきますので 100％

考えられるかどうか、それは明言できません。ただ、何としても、いい落とし

どころを作って進めていきたいなと思っております。懸案、こういうことが心

配等。まず冒頭でやはり、一番気になったのは、子供にいったいどう説明した

らいいのか、そこだと思います。それがあるから、一体どうやって決めたんだ

とか、どういう状況なのかを教えて欲しいということになるのではないかと思

っております。子供にどう説明するのかっていうのは正直、正解はないと思っ

ています。お子さんの状況も様々で、「ふーん」で終わる子もいるでしょうし、

ナーバスになる子もいる。先ほど室長がお答えしたように寄り添える体制も考

えるということで、どうしても人とお金の話になり、教育委員会だけで、お金

もない中で実施するとお答えして、できなかった時に、約束違反だとお𠮟りを

頂戴するのを分かっているので、それを考えると少し柔らかいトーンで申し上

げたのですが、「ほんまかなあ」というようなご心配の表情を見て取れたので

すが、きちんとどういった人員体制でいくかとか、今の山五小学校の教員がど
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ういうふうに子供たち説明していくのか、その辺をしっかり考えていくことを

約束したいと思っておりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

保 護 者：ごめんなさい。最後に一つだけ忘れてはることがあるんで、お伝えしてもいい

ですか。土井さん、子どもたちにプリントを配るの忘れてたっていうところで、

今日の説明会の最初にそのことに関しては謝罪させていただきますっておっ

しゃってたんですけど、今日の説明会の時にその話全くなかったなと思って。

子供たちにプリント配布するのは配慮して欲しい、封筒に入れて欲しい。わか

りました。お約束いただいてそれができなかった。説明会の時にはそれちゃん

と、まず最初にさせていただきます。やっぱその程度の認識なのかな、ちょっ

と悲しかったなあ。 

 

教育委員会：事実関係を確認させていただきます。 

 

保 護 者：はい。お願いします。 

 

教育委員会：それではありがとうございました。お忙しいところ長時間お時間いただきまし

て。閉会とさせていただきます。 
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議 案 第 ９８号 参 考 資 料 

学校教育部教育未来創生室 

 

 

山五地区に係る学校規模適正化説明会 議事概要 

（山田第五小学校区の未就学児の保護者） 

 

１ 日 時  令和５年 9 月 9 日（土）午後 1 時 30 分～３時 5 分 

２ 会 場  山田第五小学校 多目的室 

３ 参加者  山田第五小学校区の未就学児の保護者  21 名 

学校教育部 山下部長 

教育未来創生室 薬師川室長、木村参事、土井主幹、向垣内主幹指導主事、

渡辺主査、金谷係員 

放課後子ども育成室 堀室長、中村参事、山下主幹 

４ 内 容  山田第五小学校に係る学校規模適正化について 

５ 質疑応答 

 

保 護 者：山五小学校の４年生の息子と 3 歳の息子がいるんですけれども、1 ページ目の

2、学校規模適正化第２期の方向性のところに、西山田中学校通学区域に見直

しを行う、ただし、当分の間って書いてるのですが、３歳の息子が中学校に通

うのを検討した時に、私は山田中学校に子供を 2 人とも通わせたかったので、

この地域に住んでいるんですけれども、そのことをどの様に考えているので

すか。当分の間って書いてるのが少し引っかかりました。 

 

教育委員会：今後の実績を見さしていただいて、その傾向をきちんと把握さしていただいて、

その段階で判断をさしていただこうと思ってます。例えば今年も５年後・10 年

後もずっと一方の中学校しか選ばないよという状況が続いたんでしたら、そ

こはもう経過措置というところを外すという選択肢もあろうかなと思います。

まずは、やってみさしていただいて、その実績傾向というのをきちんと我々把

握した後に、この経過措置をどうするかという判断をさせていただければな

と思っております。 

 

保 護 者： 3 歳の子供が中学校に上がるときの間ぐらいまでに、こういった話がもう 1

回あるということですか。 

 

教育委員会：我々としてはその実績というところを内部できちんと把握して議論した上で、
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結論を出す段階においては、ご説明することもあろうかなと思いますけど、今

の段階でどういう対応するのか、説明会をするのかというところは、決まって

いないですけれども、きちんとした対応をさしていただこうとは思っており

ます。 

 

保 護 者：今の間は、その子供が 6 年生になった時、山三小学校から中学校に上がるとき

は西山田中学校か山田中学校かどちらかを選べるっていうことですね。 

 

教育委員会：おっしゃる通りでございます。 

 

保 護 者：来年山田第五小学校入学を進めているんですけど、多分、2 年生から山三に統

合されると思うんですけど、名前は山三のままですか、変えないのですか。て

いうのも、何か一生懸命、校歌があると思うんですけど、校歌を覚えたけども、

それが山三に変わって、覚え直してでも、山三の子はそのままっていうのが、

何かちょっと可哀想かなって思ったのでお聞きしました。 

 

教育委員会：ありがとうございます。学校名ですとか、校歌っていうのは今の段階で決定は

していないんですけれども、場合によってはちょっとご苦労をおかけする部

分もあるかもしれないですけど、可能な限りのフォロー等をさせていただき

ながら、最終検討させていただきたいと考えております。 

 

保 護 者：みんなが平等な感じで卒業を迎えたらいいのかなと思ったので、よろしくお願

いします。 

 

教育委員会：ありがとうございます。細かなことでも結構です。ご質問ご意見等ございまし

たら、よろしくお願いいたします。 

 

保 護 者：ご説明ありがとうございました。いろんな検討の上のことかと思いますが、こ

こにいる皆さん、おそらく子供をどこの小学校或いは中学校に通うのかを考

えて、今この地域に住まわれてる方かと思います。で、こういったお話もあっ

て、この統合。これから生まれる、既に生まれてる子供が通い切った後、12 年

後なり 13 年度から始めれば、良いのではないかと思うんですが、この時期に

やらなければいけない理由は何ですか。 

 

教育委員会：説明でも申し上げた通り、もうすでに昨年から一年生から 6 年生まですべて

単学級になっているという状況で、その状況がもし改善する見込みがあるの
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でしたら、そういった選択もあるのかもしれないのですけれども、我々推計し

ていく中で、どんどん状況が悪くなっていくというふうに見ております。12 年

後でしたら、おそらく百名若しくは百名を切るような状況になろうかなと思

いますので、そこまで、教育環境が悪化をするまで、待つというのは、判断と

しては難しいというふうには思っております。 

 

保 護 者：ありがとうございます。単学級というのは、教育環境として悪いというのが根

本の考えですか。 

 

教育委員会：我々、令和 2 年度から令和 3 年度にかけて、大学の教授であったり、小学校中

学校の校長先生の代表であったり、あとＰＴＡの代表であったりというとこ

ろで、外部委員会の審議会を組織させていただいて、そこでご議論いただいて、

どうあるべきかと。いうところの答申、ご意見をいただいた上で、我々教育委

員会が基本方針という形でホームページにもアップしておりますけれども、

基本方針の中で規模の分類をさしていただいております。その中で、31 学級

以上の過大規模校、あと 6 学級以下の過小規模校、ここに関しましては、是正

させていただいて、我々が適正であるという範囲に、是正させていただくとい

うような取り組みを進めているところでございます。 

 

保 護 者：わかりました。 

 

教育委員会：ありがとうございます。 

 

保 護 者：今年入学した一年生の娘とこれから入学を控えている 4 歳と 2 歳の子供がい

ます。先ほどおっしゃっていた、適正な人数とかっておっしゃっていたと思う

んですが、少ない人数だから駄目だっていうふうな感じですごく受け取れる

んですけれども、子供に聞いてみたら小学校は１クラスだけども、すごく縦の

繋がりがあって他の学校よりも他の学年との関わりがすごく多いのがいいっ

ていうふうに娘は言っていて、その辺のいろいろ審議していただいたという

ふうに言ってたんですが、実際に通っている子供たちとか、そこで働いている

先生方もすごく工夫をされて、いろんな先生と関わりを持った教育を受けさ

せてもらってるんですけれども、そういった当事者の意見もそこに反映され

ているっていうことでしょうか。教授の方とか、現場を見てらっしゃらない

方々の意見だけで、そういうふうにこれが適正だというふうな結論になって

いるのかなっていうふうに思ったんですけれども、そういった点はどうなの

かなと思いました。 
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教育委員会：我々、外部委員のご意見もそうですし、文部科学省の考え方もそうですし、他

の自治体の考え方、そういったところもトータルで考えて、おっしゃるように、

大きい学校が全部駄目、小さい学校が全部駄目というふうには我々思ってお

りません。大きいには大きいなりの、メリットはあるでしょうし、小さいには

小さいなりのメリットがあるというのは、重々承知はしておりますけれども。

大き過ぎる、小さ過ぎるというところは、やはりデメリットが大きい。先ほど

申し上げましたけれども、山五小の児童がどんどん減っていって、クラスに十

数人しかいないいうような教育環境が本当に良いのか悪いのかと、いうよう

な議論をさしていただいた結果でございます。 

 

保 護 者：わかりました。 

 

教育委員会：ありがとうございます。 

 

保 護 者：もう一つなんですけれども山三小学校に実際通うとなった時に、山五小の中を

通って通学するっていうところで、やっぱりここの学校に通っている子たち

ってすごくここに思い入れがあると思うので、その中を通って、学校を横目に

見ながら行くというのは、毎日のことなので、ちょっと特に最初の頃は、子供

たちの心の面ですごく可哀想かなっていう思いがあったりします。あと、先ほ

ど防犯カメラを付けますっておっしゃっていたところから、先の公園までの

道のところ、横が竹林といいますかすごく暗いところで、幾ら歩道があるとい

ってもすごく危険な場所だと思うんですね。なので、そこを実際毎日通ってい

くっていうところを、私はすごく不安を感じるんですけれども、その点もちょ

っと検討していただけないかなというのはあります。 

 

教育委員会：おっしゃるように、竹林があって、そこは危ないなと我々思っておりますので、

その竹林の横も通らなくていいような、絵を考えておるというような状況で

はあるんですけれども、今おっしゃったみたいに、今まで通ってた学校の横を

通るのは精神的にきついというような意見も、午前中小学校の保護者さんか

らもいただきました。我々、別に絶対これじゃないといけないというふうに思

ってないので、例えばこういった経路をどうですかとか、こういった案はどう

ですかとか、いろんなご意見をいただけましたら、我々、きちんと検討させて

いただきたいと思いますので、例えば今日すぐにお答えをいただかなくて、皆

さんに送付した説明会の案内に、Ｅメールのアドレスを記載していますので、

ご意見いただきましたら、我々きちんと受けとめさしていただこうと思いま
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すので、よろしくお願いいたします。 

 

保 護 者：ありがとうございます。 

 

教育委員会：他にご意見ご質問等ございましたらお願いします。 

 

保 護 者：いろいろとご説明ありがとうございます。私どもは娘夫婦の子になるんですけ

れども、山田中学校に入りたくて正直この地域に引っ越してきたのに、正直び

っくりしております。で、この当分の間、当該地区に住んでいるものっていう

のが、最初の方もおっしゃっておりましたが、大変気になっておりまして、ま

だ未就学児ですので、当分と言われても、3 年 5 年でしたら、もう選択の余地

がなくなってしまいますので、意見としては、いろいろ今後のことを検討され

るっていうふうに先ほどおっしゃっておりましたが、当分の間を外していた

だいてですね、10 年後でも 11 年 12 年後でも、選択の余地があれば、大変あ

りがたいと思っております。ご検討よろしくお願いいたします。 

 

教育委員会：我々教育委員会、あと学校現場、校長、教頭とも情報共有して、どうあるべき

かの議論させていただきたいと思います。他にご質問等ございませんでしょ

うか。 

 

保 護 者：中学校の選択に際してですが、最終的に子供が６年生になった時に選択するこ

とになると思いますが、子供が選びたいということになる可能性もある中で、

それぞれの中学校の不足とか、問題点等の情報提供はどのようにお考えです

か。 

 

教育委員会：まず入学前の段階に、6 年生の保護者対象に、大体例年 2 月ごろ、各学校から

の説明会という形で開催はされています。山田中学校と、西山田中学校の話を

加味した上で、ご判断いただくというような形になるのかなというふうに思

います。小学校在籍段階で、どちらの中学校のことも知る必要があるとは思い

ますので、その辺りの制度的なものに関しては、こちらでも一定整理をしてい

かないといけないかなというふうには思っております。 

 

保 護 者：言葉をお聞きすると、現状では、保護者側で情報を２月に得てくださいという

考えですか。 

 

教育委員会：これはあくまで現段階という形ですので、ここに関しては基本的に今選択する
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というものではないところになりますので、まずは通常の中学校から 6 年生

の保護者に対して説明している会というのは行われているという説明にはな

るんですけれども。 

 

保 護 者：それは現状の例えば、山五小学校に通ってる保護者や子供なりに対して次の中

学校はこうだよという話であって。選択をするためのお話ではないです。 

 

教育委員会：そうですね。ちょっとそこに関してはその選択の際の今手段といいますより、

今現状の制度として行われている小学校在籍段階で中学校がどういうところ

かという説明に対してのちょっと回答ということにはなりますので、今後、選

択肢二つある場合についてはすいません、まだちょっとその段階での設定と

いうところができていないので。 

 

保 護 者：中学校ってかなりナイーブな時期だと私は思うんですよね。思春期真っ只中で、

おそらくその人間関係のずれって一番受けやすいのが中学校だと思うんです。

そういう中で子供なり、保護者なり、選択をしてもらう材料の提供の検討が今

の中でできてないと、今の話では思ったので、大変それは遺憾であると個人的

には感じます。選択をできるということにすれば、安心するんでしょうという

ふうに考えて、選択肢だけ設けて、それを保護者なり子供にしっかり検討いた

だくためのことが考えれていただけてない。そのように感じます。今のお話だ

と非常に不安に感じます。 

 

教育委員会：ありがとうございます。今現状、市内 18 校の中学校ございますが、現段階で

言いますと、中学校の校風がどうであるとか或いは生徒数はどれぐらいであ

るとか、そういったところは、ホームページ等でご案内をしているというのが

現状でございます。で、実際選択をしていただくにあたって、情報をどういっ

た形でお示しするのかは現段階で明確に定めているものではございませんが、

こちらのご意見をいただきましたので、検討させていただきたいと思います。

ありがとうございます。 

 

保 護 者：親が、距離が近いからといって、山五地区から山田中学校と言ったって、6 年

の期間で、その人間関係が子供の中で作られて、その友人の関係のこともあっ

て選ばれてあると思うんですよ。この友達が、この子と仲がいいからこっちに

通いたいっていうことがあると思うんですよね。親目線、保護者に対して説明

すればよいということでは決してなくて、そういうことをちょっと重々考え

ていただかないと。安心してやっぱり今回のお話を受けることはできないで
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すし、今の段階で個人としては、不安としか思えないのでしっかり検討しても

らいたいです。 

 

教育委員会：ありがとうございます。検討させていただきます。ご意見ご質問等、ございま

せんでしょうか。 

 

保 護 者：新たな通学路っていう話なんですけども。もしその通学路ができた場合に、通

れる人は制限されてるのか。そこは見守る人とか、もし仮に事件があったとし

ても、生徒しか通らないんであれば、不安ですし、そういう安全面はどうなっ

てるのかなと思う。事件が起きてからでは、カメラだけでは、遅いと思います。 

 

教育委員会：市道というような位置付けではなくて、敷地内通路という形態になるのかなと

思っています。通学路という位置付けですので、児童生徒さんというところを

メインには考えてはおります。ただ、一般の方が全く入れない形態にはどうし

てもできないので、24 時間見るわけにいきませんので、一定地域の方も通ら

れると考えております。 

 

教育委員会：何でも結構です。ご質問ご意見ございましたら、よろしくお願いします。 

 

保 護 者：ご説明ありがとうございました。今 3 歳の娘が 1 人おるんですけども、これ、

選択できるのは、今、山五小学校区にいる子供だけっていうことですよね。 

 

教育委員会：今といいますか、山五小学校区に住んでおられる方が、小学校を卒業した時に

選択権が発生するということです。 

 

保 護 者：元々山三小校区に住まれてる児童は選択できないんですよね。 

 

教育委員会：おっしゃるとおりです。 

 

保 護 者：子供が成長して選択するとなって、基本的には多分、友達が西山田中学校に行

くので、子供の選択としては西山田中学校に行くというふうになると思うん

ですが、その前段階で、小学校の時からちょっと選択できないかなっていうの

は考えているんですけど、そういった協議とかされたんでしょうか。南山田小

だったりとか、山田中学校に行ける校区を、小学校の時から選べる選択肢がな

かったのかっていうのを聞きたいのですが。 
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教育委員会：今回の適正化では、山五小と山三小が過小規模校化すると、その根本原因を解

決するには、統合がベストであろうというふうに考えており、南山田に行って

しまったら、山五・山三の対応というのも、中途半端な形になってしまうので、

そこは一定線を引いて、山五・山三の統合というふうに考えてございます。 

 

保 護 者：さっき聞いてくださってた山三小学校の子はまだ山田中学校に行けないとい

うことで、山三小学校の山田中学校に近い子たちだって沢山いて、その子たち

が 6 年生になった時に、こっち側に住んでいる子は山田中学校に行けるのに、

私もうこの子たちとうちが近いのに、山田中学校には行けないっていうふう

な、悩みとかそういうことになると思いますし、3 歳の子供が、西山田中学校

に行きたいってなった時に、私は西山田中学校出身なんですが、ちょっとあん

まりいいねって、言ってあげれない。山田中学校にどうしても私は行って欲し

いと思います。今回の事件もあって怖いし心配です。 

 

教育委員会：いろんな方がいろんな地域に住んでおられて、いろんな思いがあるというのは、

そうなんだろうなというふうには思うんですけれども、我々としてはどこか

で線を引かなきゃいけないというところもあるので、今回お示しさせていた

だいた内容で進めたいと考えております。 

 

保 護 者：山田中学校に近い子でも行いっちゃ駄目ですか。あなたたちは山三小の校区だ

から西山中学校に行くしかないんだよっていう選択肢しか与えてあげられな

いのですか。 

 

教育委員会：統合する前も、山三小の方については、西山田中学校の校区というところで線

引きをさしていただいておりますので、そこの部分に関しては、今回の統合う

んぬん関係なく、これまでのルール通りでさしていただこうというふうに思

っております。 

 

保 護 者：去年、何のためにアンケートを皆さんにしたのかっていうのがまず一番の疑問

なんですけれども。山五小学校の人たちが山田中学に進む方が、地域性にも問

題がないっていうアンケート結果が出てたと思うんです。複数案がある中で、

西山田中学の方に行くよりも、南山田小との通学区域の見直しの方が問題が

少ないって出てたと思うのですが、そういったことを取っ払った上で、山三と

山五を統合して、山三の方に行くので、あなたたちは将来的には西山田中学校

に行ってください。というふうに今後なるっていうことですよね。このままい

けば。 

 173 



(9) 

 

 

教育委員会：距離の問題とか、位置の問題があると思いますけれども、それだけではなくて、

いろいろな側面から我々検討さしていただいて、当然ながらアンケートで皆

様からいただいたご意見をきちんと受けとめた上に、総合的に判断をさして

いただきました。やる意味がないとか、そういうことではなく、いろんな角度

から分析をさしていただいたというところでございます。 

 

保 護 者：それとですね、山五に行っている子達が、途中で急に山三に行くようになる。

話ではないですか。そうなったときに山三にずっと行っている子達は人数が

増えるだけなので、心的にもそんなに変化はないとは思うんですけど、山五に

通っていた子が急に人数が増えて、今まで１クラスだった子がバラバラにな

る可能性ありますよね。クラス替えだの何だかんだ。その時のケア方法とかも、

ちゃんとしていただけるのかもわからないですし、ただでさえ通学路が変わ

って、行く時間も伸びるし、クラスの環境も変わる。人数が増えたことによっ

て絶対いいっていうふうには言わないじゃないですか。そういうことも今後

どういう方向でケアがあるのかって言うのも不安でしかないんで、皆さん先

ほど言っていただいたみたいにここの学校小学校がここの中学に行けるから

っていうことで、引っ越ししてきはった人たちもたくさんいるし、やっぱり在

学している子達、朝の方の説明会に来ていただいたお母さんからも聞いた話

ですけれども、南山田は人数が多いからクレームが出たからっていうので、山

三と山五を統合するってことになった、人数的に反対意見が多かったからっ

ていうので、話がなくなったのであれば、山五の人数が少ないので、絶対クレ

ーム的には少ないじゃないですか、人数も。アンケート結果にしろ、意見にし

ろ全部でそういうことがあったから、午前中の説明会でもそういう話が議題

に上がってたよっていうの聞いたんです。 

 

教育委員会：午前中の説明会で私が申し上げさしていただいたが、決して南山田からクレー

ムがあって、今回統合という案を採ったということはないですよっていうご

説明をさしていただきました。 

 

保 護 者：その人数的な話をしてたっていうことは聞いて、人数が全く違うじゃないです

か、規模的に大きさが。 

 

教育委員会：アンケートをとらしていただいて、南山田の人数が多いから、その多い意見を

もとに判断したということはあってはならないので、どこの小学校区である

とかっていう属性に分けて、アンケートをきちんと分析さしていただいて、判
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断をさしていただいております。決して南山田の人が反対する人が多いから、

その選択肢は消したとか、そういうことはないですよというお話を、午前中き

ちんとさしていただいたんですけれども、ちょっと受けとめ方というところ

で誤解があったのかなと感じております。 

 

保 護 者：ありがとうございます。ケアのこともちょっと今後どういう流れで、ケアして

いただけるのかという説明して欲しいです。 

 

教育委員会：物事を進めるのに、プラスの面とマイナス面とあると考えております。我々と

しては、今回統合することによって、かなりプラスの面があるというふうに考

えております。おっしゃるように、そういった児童の心のケアというような部

分を心配されるのは当然であるというふうに思っております。我々としては、

例えば、山五小学校で慣れ親しんだ先生、児童が山三に移るのであれば、山五

の先生も可能な範囲で山三に移っていただくといった配慮も考えられるかな

と思っております。実際に北千里小学校が廃校された時に、青山台小学校と古

江台小学校と、それぞれに児童が分かれるような形で、統廃合があったんです

けれども、その時の実績としては、通常の人事異動よりも手厚いような形で、

青山台小学校や古江台小学校に先生の異動があったということを聞いており

ますので、そういった実績も踏まえて、我々配慮をさしていただきたいなとい

うふうには考えておりますし、そういった人事権を持っている室課について

は、その旨のお話は当然さしていただいているという状況でございます。 

 

保 護 者：中学校の話なんですけど、個人的な話で、私ライオンズマンションに住んでて、

ちょうど山田市場の位置で、山田川を隔てた向こう側のマンションから南山

田小学校区になるんですけど、一時、南山田小校区の中のクラウドとか、ジェ

イグランとか、あの辺の子たちが校区見直しで、山五の方に来るみたいな案が

出てたよっていうのちょっと聞いて、でも知らん間にそれがなくなってたっ

ていう話を聞いて、もしそうできるのであれば、多分うちの子は真裏なんで、

山田中学校に通わせることになるかと思うんですけど、今回学校が統合され

て、学校が選べるようになって、中学に進学しましたってなっても、結局その

マンモス校の南山田の方たちがもう 8 割 9 割占めるところに、すごい少人数

でパッと入るのも、何かそれもちょっとナイーブな時期やし、環境的にもあれ

なのかなっていうふうにはちょっとあるので、緩和策じゃないけど、通える子

達をちょっと山五とか山三に移動してとか、あの辺の子がなんかすごいコロ

コロ変わるのにダメージ受けてるのがちょっとかわいそうかなっていうふう

に思うのと、なぜ白紙になったのかなっていうのがちょっと気になったので、
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すいません。 

 

教育委員会：確かに山田市場の一部、9 番から 11 番がもともと南山田小学校区だったのが、

南山田が大き過ぎるというところで、山五小校区となった経緯はございます。

そこからさらに、他のエリアをというような教育委員会での議論というのは

私は聞いておりませんで、地域でそういった要望があったとお聞きしたこと

はございます。ただ当時の教育委員会としては、当初の推計を確認した上で、

そこの要望というのは、実施できないという判断をしたというふうに、これも

聞いたというような認識でございます。 

 

保 護 者：南山田の校区が広すぎる。だからこれはもう樫切山の方やクラウドといったと

ころから分散できたら、何か今回こういう話はなかったのかなと思います。 

 

教育委員会：おっしゃる通りで、こうした方が良かったということは、多々あるかなと思い

ますけども。我々は、推計が今後どうなるのかっていうのは、当然ながら過去

の経過とか、現在の住民基本台帳や在校生人数をもとに、推計をきちんとして

対応してきたと思うんですが、なかなかそれが 100％我々の思うようにはなら

なくて、そういった弊害っていうところが、結果的に発生したというところも

あろうかなとは思いますけど、我々、今現在持っている情報をすべて導入して、

最適な推計をした上で、いろんなシミュレーションを重ねて検討さしていた

だいておるという状況でございます。 

 

保 護 者：先ほどの中学校の選択のくだりでご説明されたように現状の山田第三小学校

校区の方から、山田中学校の方への選択ができないと、いうようなお話ござい

ました。この辺りはもう案として、何かこう、そういった山田第三小学校の方

の、どちらの方なのか、その近いエリアなのか、全体とするのか、というとこ

ろありますが、対応の方針を改めて検討いただく余地はあるのでしょうか、全

くない状況でしょうか。現状は今の内容通りでしょうか。先ほどお話、私特に

この案で気になっているのは、山田第三、第五は距離が基本的に近いので、子

供に対するその点の不安は正直ないです。特に気になっているのは、やはりこ

の中学校の選択っていうところで、先ほど私からお話差し上げたように、将来

は子供が決めることになるだろうという中で、おのずと選択が迫られてしま

う結果が想定されます。友人になるであろう子供の数も当然、山田第三小学校

区の方の方が多くなるでしょう。それらの人数やなんなりのバランスの中で、

親としては安心の意味で山田中学校に通ってもらいたいと思っても、結果的

に友達が多いから、西山田中学校の方に通わざるをえなくなるであろうとい
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うところがあり、その中で、山田第三小学校区の子供たちは本当は山田中学校

の方が近いから行きたいのに行けないんだ。これによって、住民の思いとして、

或いは児童の思いとして、こうあればベストなのにというものが叶えられな

いっていうような気がするんですよね。当面の間という選択ということであ

れば、将来的なその人数のバランスに大きく影響しない場合もあるのかもし

れない。その辺は推移を見なきゃわかんないのかもしれないですけど、ちょっ

とここの詰めが個人的にはまだ甘いのではないかというふうに感じてます。

この辺りはご検討いただく余地はあるものなんでしょうか。 

 

教育委員会：先ほどの女性の方の山三にも選択権をいう話と同様かなと思うんですけれど

も、今の中学校、小学校の枠組、既存の枠組みというところは、変更は申し訳

ないですけれども考えてございません。今回は山五小学校の児童の教育環境

をどうするのかというところに着目して、そういった派生的な影響というの

は、おっしゃるように、十分あるというふうには聞いていて、私も思いました

けれども、現時点では、山三小学校の選択制というところまでは考えていない

というのが現状でございます。 

 

保 護 者：中学校の校区を変える判断はないということですか。 

 

教育委員会：山三小学校の中学校区を変えるということは、現時点では考えておりません。 

 

保 護 者：そうではなくて、山三の子にも選択権を与えるっていう、そこを変えるじゃな

くてっていうことだと思うんですけど。 

 

教育委員会：申し訳ございませんが、そこについては考えておりません。 

 

保 護 者：校区を変えるのではなくて、一定期間選択権を設けるというお話もないという

ことですか。 

 

教育委員会：繰り返しになりますけれども、山三小についてはそういうことは考えておりま

せん。 

 

保 護 者：わかりました。個人的にはそういったことではちょっとこの案には賛同いたし

かねるところが正直あります。それで今後のスケジュールの中で、パブリック

コメントという期間があると思いますけれども、具体的にこの案が否定され

るとしたらどういうプロセスになりますか。 
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教育委員会：先ほどご説明しました教育委員会の案というのが、8 月 16 日に教育委員会の

会議の中でさだめさせていただきまして、今ご説明に至っているんですけれ

ども、今後の手続きといたしまして、市議会の方に条例改正の提案をさせてい

ただきます。そのときに議会の承認を得られて初めて正式決定となりますの

で、仮にですね、そこで否決という話になれば、この話っていうのはちょっと

進めるのは難しいことになるという、手続き的にはそういうことになります。 

 

保 護 者：分かりました。市議会の方にお話をしてあげているような形というか、市議会

での決定なので、どちらかというとそちらにアプローチということで、ありが

とうございました。 

 

教育委員会：他にご質問等よろしいですか。ご質問ご意見等ございます。 

 

保 護 者：最初の方と似たような質問になってしまうんですけど、年中の子ともうすぐ２

歳になる子がいるんですけど、例えば、年中の子が中学校の選択ができたとし

て、下の子が 3 年空いているその間に、完全に西山田中学校しか選べないとい

うことになる可能性があるということでしょうか。 

 

教育委員会：可能性としてはゼロではないと考えます。 

 

保 護 者：学校条例改正っていうのは、これは何月ぐらいになりますか。 

 

教育委員会：年度内に直近で 9 月に議会があるんですけども、それはもうすぐですので除

くとして、11 月定例会という実際の審議は 12 月になるんですけれども、こち

らの議会と、あと 2 月議会、来年 2 月にやるということで、想定として早い

段階で言いますと 11 月下旬頃から始まる市議会ということになります。 

 

保 護 者：校区の話なんですけど、私が通ってた中学校というのが 2 校が合同になって

いて、一つの小学校はそのまま上がって、もう一つの小学校の住所で一部の子

は、私の中学校で、その他の子はもう一つの中学校っていう形で分かれてるっ

ていうのもあって、私の中学校は一応それでうまくいってたのですけど、例え

ば山五地区に住んでいる子は最初から山田中学校に行くっていうようなこと

を最初から決めるという案はあるのか、保護者の方にそういう意見を聞いて

もらう場あるのかなと思ったりするんですけれどもいかがですか。 
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教育委員会：例えば、西山田中学校に友達ができたから行きたいというような子供が、いた

場合には、その頃の選択ではなく、我々の提案でしたら、どちらでも選択でき

るというような案をご提示をさせていただいておるんですけれども、選択型

はいらないというご提案でしょうか。 

 

保 護 者：そうですね。子供の気持ちも入ってくるので難しいんですけど、例えば最初か

らそういうふうに決まったら、子供もそういう気持ちで、覚悟は決めるかなみ

たいなのがあるので、ただそれは私個人の意見なので、例えばそれを保護者の

方にアンケートを取っていただくみたいなのがあるのかなと思いますが。 

 

教育委員会：ご意見としては、確かに理解できるところもあるんですけれども、今ご意見の

中でありましたように、子供さんがどうするかっていうところの選択権って

いうのは、なくなってしまいますので、先ほどもご意見だったと思うんですけ

れども、仲良くなって、西山田に行くのか、距離とかいろんな思いから、山田

中学校に行くのかとか、いろいろ選ぶのも非常に難しいところはあると思う

んですけれども、ちょっと最初から選択権をなくすのはなかなか難しいのか

なと考えております。 

 

保 護 者：ありがとうございます。 

 

教育委員会：ご質問等よろしいでしょうか。 

 

保 護 者：説明ありがとうございました。35 ページの今後の予定って書いてるんですけ

ど、年度内の議会で否決され、令和 7 年度の統合が延びるということはあるの

でしょうか。 

 

教育委員会：可能性としてはゼロではありません。否決されたら、当然この話は進まないか

な思います。 

 

保 護 者：ありがとうございます。 

 

教育委員会：ほかご質問ご意見等よろしいでしょうか。先ほども申し上げましたように、ご

案内の方にメールアドレスを記載させていただいておりますので、ご意見で

すとか、あとこういったところが課題じゃないかなというご心配があれば、ご

連絡いただけましたらと思います。 
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教育委員会：最後になりますが、学校教育部長の山下の方から一言を申し上げさせていただ

きます。 

 

学校教育部長：ありがとうございました。非常に貴重なご意見をいただいたと思います。特

にですね午前中もあったんですけど、校歌とか名称の話、なるほどなと、我々

も真摯に考えていきたいなと思っております。 

過去どうだったかちょっと調べてみますと、例えば北千里小学校を青山と古

江に分けた時に、それぞれの小学校は校歌も変えてないんですね。そういう経

験上で今こういう提案をさせていただいたんですけども、ちょっとそこは真

摯に一度検討してみたいなと思っております。あと、中学校の選択の話の中で、

選択材料がないのではないかご指摘はその通りで、今のところは、ここの小学

校からここの中学校に行くということで決めておりましたので、説明会を 2 月

にしてたんですが、ご指摘の通り、そこについてはもう少し何か工夫ができな

いかなということも考えていきたいと思っております。この間いろいろご意

見をいただいておりました経過措置をもう少しはっきりしていただきたいと

いう点はおっしゃる通りだと思っております。今この場で 10 年とか 15 年と

か、いや 5 年とか 3 年とか、すぱっとお答えできないのはこれから状況を見

てみないと、正しく判断できないということもありますのでそこはご理解い

ただけたらと思っております。私としましては、皆さんの気持ちを無下にする

ことは全くございませんので、それを約束したいと思っております。最後にな

りますけども冒頭、何度か申し上げておりますようにメール等でもご意見と

か、ご感想等を受け付けておりますので、またお声をいただけたらなと思いま

す。 

本日は長い間どうもありがとうございました。 

 

保 護 者：すいません、ちょっといいですか。今ＰＴＡの会長さしてもらってます。今日

皆さんから質問があったじゃないですか。部長も真摯に受けとめますという

ことで。今回の質疑を通して、皆さんもよく分かったからここちょっと変えよ

うかっていった、その変わった案っていうのはどこかのタイミングで示して

いただけるんですか。学校の校歌が変わるとか、学校名変わる。これ真摯に対

応します。考えます。でも考えた結果変わってません。で、この説明会は何だ

ったのってなると思うんですよ。これ、どうなんですか。 

 

教育委員会：実際に校歌をどうするかとかいう話 

 

保 護 者：個別具体的な話ではなくて全体に対して。 
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教育委員会：それは整理ができた段階で一定のお示しをさせていただければなというふう

に考えおります。 

 

保 護 者：それに対してもう 1 回説明会があるんですか。 

 

教育委員会：説明会という形では、現段階では考えておりませんけれども、どういった形で

お示しできるかっていうのを、その手法ややり方も含めて検討させてもらお

うかなと思います。 

 

保 護 者：一方的な通知で変わりました。何の意見もできないでは困るなと思いました。 

 

教育委員会：検討結果をまず整理をさせていただくというところかなと思います。で、やり

とりをどうするかとかその辺りも含めてちょっと整理をさせていただこうか

なと思います。ありがとうございます。 

 

保 護 者：私は山五小のＰＴＡで今会長やってるんですけど、4 歳の子がいるんで未就学

児の対象にもなってくるんですけど、ＰＴＡは組織があるんで、まだ話ができ

るんですけど、未就学児の親御さんって横の繋がりが全然ないので、ここをど

ういうふうに、まとめていくのかなっていうのが、すごい疑問なんですよ。説

明をまたやるとか、そういう時とかって、どういう感じで想定されてるのか。

皆さん同じ保育園でとか、同じ幼稚園っていうわけじゃないですよね。 

 

教育委員会：皆さんバラバラだと思うんで、例えば何か一斉にお知らせをする際には、ホー

ムページでお示しをした上で、それぞれの方が受け取れるように、今回もそう

だったんですけども、郵送なりなんなりで、情報が行き届くようにはさせてい

ただきたいと思います。 

 

保 護 者：今回のことで質問があったことを整理していただいてフィードバックという

形っておっしゃってたんですが、それをする前に議会を通してしまったりと

かっていうのが、議会には私たちの意見もそんなに反映されない形になって

しまうとは思うので、こっちがどれだけこれが心配ですとか、これが反対です

って言ったところで、結局議会を通されてしまっては、全部が決定になってし

まうので、もう少しこちらが納得した上で、議会にかけていただくというか、

そういった流れにはならないのかなっていうふうに思うのですが。そこはも

う今決定なんでもうこれでいきますって、不安な点は後で解消しますね、みた
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いな形ですか。 

 

教育委員会：いただいたご意見の中で、タイミング的に整理をして事前にお示しできるもの

もございますでしょうし、この方向性が決まらないと、具体の検討ができない

ものもあろうかと思います。ですので、事前にお示しできるものについてはお

示しをさしていただきたいなと思っております。 

 

保 護 者：このタイミングで通して、令和 7 年 4 月から切り換えていかないと、この 1 年

間、例えばこれがもう 1 年ずれたとして、強いて大きな影響があるのでしょう

か。今回の説明を踏まえて案を、フィードバックをいただいて、そっからまた

コメントを収集する期間くらいなわけないですよね。今のスケジュール上。 

 

教育委員会：我々としましては、今の過小規模校の状態が続くというのはよろしくないとい

うふうに、明確に考えております。これは何とか早く解消できないかというと

ころです。1 年遅れたらその分、解消の機会が遅れてしまうというところかな

思っております。 

 

保 護 者：その 1 年を急いだせいで、案としてみんな納得せずに、子供たちにも良いもの

にならないのだったら意味がないと思うんですよ。1 年を急ぐ必要はないと思

うんですよ。その段階でこのスケジュールをこう示している中に、今回の説明

会を踏まえた上で、案を改正するような予知が残されてないというのが、納得

できない。それを示されてる以上はもうこの案ありきで話をされてるとしか

思えない。 

 

保 護 者：年度内に決めるとしか、こっちとしては見えない。行政的にはそういう感じで

すか。絶対このスケジュールでいくような、考える余地がないじゃないですか。

今 9 月ですし、年度内に決めるんやったら、何のための説明会なのか、何のた

めに反対意見を言っているのかっていうふうに思うし。 

 

保 護 者：内容がもうちょっとちゃんと詰まってたらいいんですけども、ちょっと煮詰め

が足りないと思うんですよ。皆さんを納得させられないってことは、内容がち

ゃんと詰まってないんですよ。中学校の選択材料とか山三の方に選んでいた

だくとか。そういったところを、ここで説得できないということは、案が駄目

ということです。 

 

教育委員会：わかりました。そういったご意見もあるということで我々理解させていただき

 182 



(18) 

 

たいと思います。ありがとうございます。長時間にわたりましてありがとうご

ざいました。いろいろご意見いただいたものに関しては、持ち帰り検討や整理

をさせていただきたいと思います。本日はどうもありがとうございました。 
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